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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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登場人物紹介







柏木廉太郎


　高校２年生。模型作りが趣味。陽栄学園高校の生徒会長。流されやすい性格。





早瀬高雅


　26歳。陽栄学園の理事長。廉太郎の趣味友達。マイペースで身勝手。





山之内篤志


　化学部部長。廉太郎が子供の頃からの親友。模型好き。理性的な性格。





宇都宮諒


　廉太郎の友達で陽栄学園高校の副会長。篤志と仲が悪い。シニカルな性格。




　






　枯かれ葉はが舞まい飛んでしまうような風の強い晩秋の今日。


　オレ──柏かしわ木ぎ廉れん太た郎ろうは、遊園地の入場口前に立っていた。


　年上の友人・早はや瀬せ高たか雅まさと待ち合わせしていたからだ。


　どのくらい年上かというと、オレは高二の十六歳で、早瀬は二十六歳。まるまる十歳も差があるのに、早瀬だなんて、呼び捨てにしてるオレは一体ナニサマだって気もするけど、何しろ、こう見えても、オレは早瀬の師し匠しようなんだ。


　高校生のオレが、立派な社会人の早瀬の師匠だなんて、変かもしれない。だけど、オレ達の間では、それがフツーなんだよ。


　そんな変な関係のオレ達がどうして遊園地に行こうとしてるかって言えば、早瀬が子供のとき以来、遊園地に行ったことなくって、久しぶりに行ってみたいから一いつ緒しよに行こうって誘さそってきたからだ。


　はっきり言って、男二人で遊園地なんて、不毛だと思うけど。


　まあ、オレは早瀬の師匠だからさ。頼たのまれると断りきれないよ。


　見覚えのある車が、駐ちゆう車しや場じようへと入ってくるのが見えた。


　やっと来た……！


　早瀬は師し匠しようであるオレを、二十分もここで待たせたんだ。お詫わびにアイスのひとつでも、おごってもらわないとな。


　早瀬の愛車は遊園地には不似合いな黒のＢＭＷ。


　ドアが開き、早瀬が降りてくる。


　ちょっぴり細身だけど、均整の取れた長身の姿。顔は男前。クールな目つきをしていて、最初は怖こわい奴やつかと思ったんだけど、付き合ってみたら、なかなかいい奴だって判わかった。


　風が強いから、なびいた髪かみをちょっと押おさえてる。オレに気づいて、にっこり笑い、手を軽く振ふった。


　最初に会ったときは、スーツ姿で、髪もピシッとセットしていたけど、普ふ段だん着ぎを着てるときは、大学生みたいだ。いや、童顔ってわけじゃないよ。小こ柄がらで童顔なのはオレのほうかな。早瀬は前髪を下ろすと、若く見えるんだよ。


　遅おくれて来たくせに、生意気な奴。悪かったって気持ちが少しでもあるなら、走ってこいよ。


　早瀬はスピードを上げたが、やはり歩いてきた。おまえは、年寄りかってーの。


「遅いぞ。オレは二十分も待ったのに」


「すまない。道が混んでたものだから」


　一応、謝るけど、早瀬はちっともすまなそうな顔をしていない。それどころか、これから遊ぶことで頭がいっぱいみたいだ。ウキウキしていて、心ここにあらずって感じか。


　ま、仕方ないかな。


　早瀬は遊園地に来たのが、もう二十年ぶりらしいから。頭と心がきっと童心に返っているんだよな。でも、だったら、走ってこいよと思う。格好つけるのだけは得意なんだから、ちょっとイヤミな奴だよ。


「もうちょっと『ごめん』って感じが出てればマルなんだけど、まあ、いいや。じゃあ、行こっか」


　チケット売り場に行くと、早瀬はさっさと財布を出して、大人二枚なんて買っている。


「早瀬、入場券とフリーパスポートとセットのやつを買ったほうがトクだぞ」


「フリーパスポート？」


　早瀬はキョトンとした顔で、オレを振り返った。


　もしかして、フリーパスポートを知らないのか。ていうか、こいつにとっては、二十年ぶりの遊園地だったな。それを聞いたとぎにはとても信じられなかったけど、ホントのことだったみたいだ。


「それを買うと、中の乗り物料金がタダになるんだよ。何に何回乗っても同じだから、オトクなんだ」


　そう説明すると、早瀬はようやく納なつ得とくしたようにセット料金を支し払はらった。


「あ、オレの分。ありがとう」


　自分の分のお金をきっちり早瀬に渡わたそうとすると、手でスッと押おしやられる。


「別にいいよ」


　早瀬はお金持ちみたいだし、社会人だから、高校生のオレなんかの分を払はらったところで、全然、懐ふところも痛まないんだろうけど、理由もなくオレは人におごってもらったりするのは嫌いやなんだ。


「よくない。いつも言ってるだろう？　オレと早瀬は対等なんだから、お金も平等に支払うんだ」


　早瀬はオレのその言葉を予想していたのか、艶つややかな笑みを浮うかべた。


「君を二十分も待たせたから」


　そのお詫おびってわけか。こりゃ、一本取られましたって感じかな。


　それにしても、早瀬って、笑うと印象的だ。端たん整せいな顔がより引き立つっていうかね。笑わないときはクールそうに見えるから、余計にそう思う。


「でも、遅ち刻こくのお詫びにしちゃ、ちょっと値が張りすぎだ。おごるのは、アイスくらいでいいから」


　オレは早瀬の手にお金を押しつけた。


「そんなものかな？」


「そんなもんなんだよ。早瀬がオレの叔お父じさんとかだったら判わかるけど、赤の他人なんだから、無む闇やみやたらとおごってもらうわけにはいかないじゃん」


「オジサン……」


　早瀬はそこが引っかかったらしい。そう呟つぶやくと、宙を仰あおいだ。


　あ、これは禁句だったな。早瀬はオレと十歳も違ちがうことを、とっても気にしてるんだ。


「いや、親しん戚せきのお兄さんとかじゃないわけだし」


　オレがフォローすると、早瀬はようやく納なつ得とくしたらしい。


「判った。じゃあ、アイスをおごろう」


　早瀬はオレを置いて、一人で入場口にすたすたと歩いていく。


　カップルじゃないんだから、一いつ緒しよに歩かなくてもいいんだけど、いつもながら、早瀬は勝手だ。自分一人で行動するなら、オレと待ち合わせた意味はないだろうって言いたいよ。


「で、アイスはどこに売っている？」


　早瀬は入場するなり、辺りを見回している。気が早いったら、ありゃしない。


　まあ、そういうところも、嫌きらいじゃないけどね。


「アイスは後でいいよ。それより、あんた、オレと遊びに来たんだろう？　一人で勝手な行動するなよ」


　オレがそう言うと、早瀬は照れたように笑った。


「廉太郎は私にいろんなことを教えてくれるな」


「オレ、早瀬の師し匠しようだもん。なんてね。でも、早瀬って、高校生くらいのときって何してたんだ？　遊園地でデートなんかしなかったのか？」


「私はひたすら勉学に励はげんでいたからね。女の子とデートなんて」


　ホントかって言いたいけど、デートはともかく、遊園地慣れしてないのは事実みたいだ。それと、あんまし友達とも遊んでなさそう。


　もしかしたら、本人が言うとおり、勉強ばかりしてたのかもしれない。それで、いい大学に入って、大だい企き業ぎようとかに就職したんだよ。たぶん。


　だから、こんなに顔もいいのに恋こい人びとの一人もいなくて、今いま頃ごろになって、高校生の男なんかと遊園地に行く羽目になったんだね。可か哀わい相そうって言えば、可哀相かもしれない。


「でも、今は勉強しなくてもいいんだろう？　だから、思いっきり遊ぼう」


　オレは早瀬の背中を押おして、ジェットコースターに向かった。








　オレと早瀬が出会ったのは、今から一ヵ月ほど前のこと。


　休みの日に行った模型店に、場ば違ちがいな雰ふん囲い気きの早瀬がいたんだ。


　オレは、そこの店の常連客というより、もう店主の親おや父じさんの息むす子こみたいな感じだった。というのは、うちの父さんがすでに馴な染じみの客で、オレは小さいときからここに連れられて来ていたからだ。


　店内に入ると、スーツ姿の早瀬が模型のキットの棚たなを前に、あれこれと迷っていた。


　一見して、エリート・サラリーマンって感じ。いや、自分の父親や兄貴が着ているスーツとは、生地からして違う気がしたからだ。まあ、オレはあんまりファッションなんて詳くわしくないんで、目は確かじゃないかもしれないけどさ。


　でも、何の仕事か知らないけど、日曜も働いてる営業マンだと思った。きっと、忙いそがしすぎて、デートする相手も見つけられずに、夜は淋さびしく模型でも作ってるのかも…なんて思ったりして。


　オレは店主のおじさんに挨あい拶さつした後、小声で訊きいた。


「あの人、見かけないけど常連さん？」


　おじさんはちらっとそちらに目を走らせる。


「いや、初めての客だな。ありゃあ、初心者じゃないか？　棚を端はしから端まで見て、迷ってるみたいだし」


　なるほど。趣しゆ味みの模型じゃなくて、趣味をこれから模型にするって感じかな。


　オレは店に来るお客さんともけっこう顔馴染みになって、話したりする。同じ趣味を持つ者同士の連帯感で、いろんな情報交こう換かんするんだ。


　そんなわけで、オレは初心者らしき彼に、親切にも声をかけたんだ。高校二年にしては、童顔だと言われるのを生かして、子供らしくね。


「オジサン、何を選んでるのー？」


　ピクッと相手の眉まゆが動いた。そして、オレを冷たい目で見下ろしたんだ。


　ど、どうしよう……。


　実は怖こわい人だったとか。こう見えても、ヤのつく人だったとか。もしかして、ガキは嫌きらいってタイプの人だったのかもしれない。


「オジサンじゃない」


　低い声でそう言われて、初めて彼の不ふ機き嫌げんの理由が判わかる。


　オジサンじゃなくて、もっと若いのか。よく見れば、若いよな、うん。


「オニーサン、だね。ごめん。落ち着いてるから、もっとアダルトなのかと思ったよ」


　オレの言葉に、相手もやっと機嫌を直してくれたようだった。口元に笑みらしきものが漂ただよい、オレはホッとする。


「オレ、柏木廉太郎って言うんだ。ここの常連。オニーサンが迷ってるみたいだから、何かお手伝いしようかなって声かけたんだけど、邪じや魔まなら引っ込むよ」


「いや、確かに迷っていたから、アドバイスしてくれるならありがたいな」


　彼はそう言うと、飛行機のキットが積んである棚たなを指差した。


「まるっきり初心者なんだけど、やっぱり最初は簡単なのから始めたほうがいいよね？」


「まあ、そうだね。で、オニーサン、飛行機がいいの？　普ふ通つうのプラモ？　それとも飛ばすやつ？　ここの店は品しな揃ぞろえだけはいいから、いろいろお好みに添そえると思うけど」


　店の奥おくから、品揃えだけとは何だと叱しかられる。オレはペロッと舌を出した。その様子を見て、彼は声を出して笑った。


　おっ、そんなふうに笑うと、意外と気さくなお兄さんって感じじゃないか。ちょっと仲良くなれそうな気もしてきた。


「オニーサン、歳はいくつ？」


「二十六歳。お兄さんじゃなくて、早瀬っていうんだ。早瀬高雅」


「早瀬サンかあ。オレは十六だよ。高二」


「えっ、高校生？　中学生かと思ったよ」


　オレは苦笑する。まあ、そういう雰ふん囲い気きを装って、馴なれ馴れしく声をかけてみたんだから、間ま違ちがえられても仕方ないか。


「飛行機って、飛ばせるのもあるの？」


「うん。ラジコンとか、ゴム動力機とか、二本のワイヤーを使って飛ばすやつとかね。エンジン積んだりして」


「そういうのは、もしかして難しい？」


「まあ、いろいろだね。簡単に作れて、すぐに飛ばせるものもあるし、ラジコンなんかは、操縦も難しいから、初心者向きとは言えないけど、あえてラジコンにこだわるなら、やっぱりクラブに入って、誰だれかに教えてもらわないと」


「いや、そこまでこだわらなくていい。ただ、漠ばく然ぜんと、飛行機の模型が作りたいと思っただけなんだ。子供の頃ころは好きなように遊ばせてもらえなかったから、大人になった今は好きなことをしたいと思ってね」


　というと、何だか悲ひ惨さんな子供時代でも送ったとか。それとも、厳しい家庭で育ったのかな。いずれにしても、何だか可か哀わい相そうに思えてしまった。


　だって、オレは父親が模型好きだったから、オレも自然とそうなって、それこそ、模型に関してだけは、何ひとつ不自由ない生活を送ってきたからだ。


　家には数限りないコレクションがあり、父親とは趣しゆ味みの話でいつも盛り上がってる。そんな恵まれた生活をしてきたオレの目には、大人になって、やっと模型でも始めようかなんて、キットを物色している早瀬さんが可哀相で可哀相で……。


「じゃあ、オレ、早瀬さんに何でも協力するよ。こう見えても、模型歴十一年なんだ。何でも訊きいていいからね」


　彼はいきなりのオレの宣言に、ビックリしたような顔をしていたが、やがてふわりと笑った。


「嬉うれしいな。じゃあ、廉太郎くんは私の先生だね」


　廉太郎くんだって。何だかノリが小学生みたいなんだけど、まあ、いいか。相手は童心に返りたい大人なんだからさ。


　オレはすっかり先生気分で、あれこれと模型に関して、早瀬さんにレクチャーしてあげて、挙句の果てに、その日のうちに、自分の家に連れてきて、コレクションまで見せた。


　そして、休みの度に会って、家に招いては、一いつ緒しよに模型を作るという日々を過ごして……。


　ついには、子供の頃からの憧あこがれだという遊園地に行くのにも、お付き合いをすることになったんだ。








　遊園地で、早瀬は始終ご機き嫌げんだった。


　さすがに、メリーゴーランドみたいなものには乗らなかったけど、あれこれと乗ってみて、中でもお気に入りなのは、ジェットコースターのようだった。


　子供みたいに一番前に乗りたがるし、早瀬は本当に高いところが好きみたいだった。さすが飛行機の模型にこだわるだけあるなあなんて、思ったりして。


　アイスも結局二人で食べて、最後には観覧車に乗るという、まるでカップル並みのコースだ。でも、オレも楽しいし、早瀬も楽しかったんだからいいやってね。


　だけど、早瀬は、子供の頃、一体どういう暮らしをしていたんだろうな。目を輝かがやかせて、観覧車の中から外の景色を見ている早瀬を見ていると、どうせだったら、子供の頃の早瀬を連れてきてやりたかったと思う。いや、そんなこと、タイムマシンでもなけりゃ、絶対ムリなんだけどさ。


　童心は持っていても、オレより大人だからな、早瀬は。


　オレが早瀬って呼び捨てするのも、実は早瀬からの提案なんだ。本当は対等でいたいって思ってるのは、早瀬のほうかもしれないって、時々思う。そのわりに、年ねん齢れい差を感じさせる言動をして、オレの神経を逆さか撫なでしてるのは、早瀬のほうなんだけどね。


　早瀬の整った横顔を何となく眺ながめながら、そんなことをボンヤリ考えていると、早瀬が急にこっちを向いた。


　ドキッとする。


　いや、だって。


　早瀬の顔立ちは整っていて、すごく綺き麗れいなんだ。見慣れてるはずなんだけど、急にこっちを向かれると、動どう揺ようしてしまう。まあ、だからって、男のオレがドキッとするのは変かもしれないけど、やっぱり同性であっても、そういうときってあるよね。たぶん。


　早瀬はいつもの十倍増しくらいの生き生きとした顔をしている。いつも模型を作るときは嬉うれしそうなんだけど、たまに、何だか疲つかれたような顔してるときがあって、そういうときに、オレは早瀬との歳の差を感じるんだ。


　ともあれ、今の早瀬は、オレとそんなに変わらない歳のように見えた。


「早瀬って、子供みたいなところがあるな。そんなに嬉しい？」


　オレはそういう早瀬が好きなので、親しみを込めて、そう言った。


　早瀬は目を細めて、整った顔に笑みを浮うかべた。


「嬉しいよ。廉太郎と一いつ緒しよだし」


「オレと一緒なのも関係あるのか？」


　それは意外だ。単に、遊園地や観覧車が嬉しいんだと思っていたのに。


「君が一緒でなければ、こんなに楽しくないと思う」


　急に真ま面じ目めな顔になって、早瀬は言った。


　そんなことを真面目に言われると、こっちが照れてしまう。


「女の人と来ると、もっと楽しいかもしれないよ。早瀬は恋こい人びとつくらないの？」


　できないの、と訊きくのは失礼だし、こんなに男前だから、本人がつくろうと思えば、すぐにできると思うからだ。


「恋人なんかより、廉太郎と模型を作るほうがずっと楽しい。そんな私は変だろうか」


「あ、いや、その…人それぞれだから、別に変じゃないと思うけど」


　ホントはちょっと変だって思うけど、そんなこと言えないしね。だいたい、オレと一緒のほうがいいって言ってるんだから、オレがそうじゃないって力説するのもおかしいしさ。


「じゃあ、廉太郎は楽しい？」


「えっ、オレ？」


　まさか、オレがそんな質問をされるとは思わなかった。遊園地に来たがったのは、早瀬のほうなんだから、付き添そいのオレが楽しかろうがそうでなかろうが、どうでもいいことのように思えたからだった。


　だけど、確かに改めてそう訊きかれて、自分の心の中を探ってみると、やっぱり早瀬と一いつ緒しよにいることを、オレは楽しんでいるようだった。だいたい、早瀬でなけりゃ、男なんかと二人きりで遊園地に来たりしない。


「オレも楽しい」


　そう言うと、早瀬は世にも幸せそうな顔で微ほほ笑えんだ。


　よく判わからないけど、早瀬がそれで嬉うれしいなら、オレも嬉しい。かな。


　そういう発想って、何だかカップルみたいだ。でも、オレも早瀬も恋こい人びとがいないんだから、今はそれでもいいのかもしれない。


　お互たがい、ものすごく大切な人ができるまで、オレと早瀬は、休みの日には模型を作って遊ぶんだからさ。


　ふと気がつくと、観覧車は高く上がっていた。


「もうすぐてっぺん辺りだな」


　オレはあることを思い出した。


「なあ、早瀬。ここの観覧車には伝説があるんだ。一番高いところに来たときにキスをしたカップルは、ずっと幸せになれるって」


　オレは下を覗のぞき込んで、ちょうどここが一番高い場所だということを確認した。


「だから、早瀬もカップルで乗ったときは試してみるといいよ」


　オレは笑いながら、早瀬のほうを向いた。


　が、思いもかけず、早瀬の顔がすぐそこにあって、オレの笑顔はそのままストップしてしまった。


「な…何？」


「廉太郎、幸せになろう」


　止める暇ひまもなく、オレは身を乗り出した早瀬の唇くちびるにキスされていた。


「……バカッ。何するんだよっ」


　ものすごい早はや業わざだったと思う。一いつ瞬しゆんのうちに唇を奪うばわれていたからだ。オレは片手で自分の口を押おさえて、まだ近くにある早瀬の身体からだを押おしやった。


　なんて奴やつ。オレ、ファーストキスだったのに！


　いくら何でも冗じよう談だんでこんなことされるとは思わなかった。いや、気にしなきゃいいだけの話だけど、オレはこれでも『初めてのキス』には、すごく憧あこがれがあったんだ。それなのに男なんかに、事故みたいに奪われてしまうなんて。


　ショックだ。ものすごくショックだ。


　それなのに、早瀬本人はニコニコしていて、ちっとも悪いと思ってないみたいだった。


「よくも、オレのファーストキスを……」


　恨うらみ言のひとつでも言わずにはいられない。そう言うと、早瀬はもっと嬉うれしそうな顔をした。


「初めてだったのか」


「初めてで悪いか、コノヤロー。一体、何のつもりなんだよっ」


「廉太郎とずっと幸せになりたいからキスをした。そういう伝説があるんだろう？」


「いや、だから、それはカップルの話だってば。オレと早瀬はそれに当てはまらないんだ」


　すると、早瀬は悲しそうな顔をした。


　えっ……。何でそんな顔されなきゃいけないんだよ。そんな顔されたら、まるでオレが悪いみたいじゃないか。


　でも、カップルじゃないし。男同士でキスするのは間ま違ちがってると思う。


「私は廉太郎が好きだよ」


　ドキッ。……じゃなくて、早瀬がそう言うのには、大した意味はないに違いない。単に、友達の『好き』みたいな感情だ。


　早瀬はどこかズレてるから。


　だけど、好きだって言われて、悪い気はしない。そりゃあ、『嫌きらい』よりはずっといい。ただ、まともに言われると、まるでそういう趣しゆ味みの人のような気がするだけだ。


「オレも早瀬のこと好きだけど、そんなこと口に出すと、何だか……」


「恥はずかしがらなくてもいいよ」


　早瀬はにっこりと微ほほ笑えんだ。


　いや、恥ずかしいわけじゃなくてね。ホモみたいなのが嫌いやなだけで。


「そうか。廉太郎もやっぱり私のことが好きなんだね。だったら、問題ないじゃないか」


　どうして問題ないんだろう。オレは本気で早瀬の頭の中身を調べてみたかった。


「だから、オレと早瀬は男同士だろ？　問題ありまくりだっ！」


　オレが怒ど鳴なったのを、どう解かい釈しやくしたのか、早瀬はニコニコ微笑んでいる。もしかして、これも照れてるだけということになってたりして。


「私は廉太郎とずっと一いつ緒しよにいたいな。男同士だとか関係なく」


　うーん、そこまで懐なつかれてしまったのか。なんてね。


　そう考えると、早瀬のキスも許せてしまう。そんな変な意味ではなくて、縁えん起ぎをかついだだけだろうって思うから。


　でも、どこかズレてる早瀬をオレはちょっと可か哀わい相そうに思った。だって、こんなに常識知らずな言動していたら、社会の中でも苦労するだろうから。


　本当に早瀬はどういう日常生活を送ってるんだろうな。休日だけの趣しゆ味みを通しての友達なんだから、そういうのは関係ないって言えば、そうなんだけど、オレは師し匠しようとして、気になって仕方がない。


「あのさ、早瀬はどういう仕事してるんだ？」


　いきなりの話題転てん換かんだったせいか、早瀬は眉まゆをひそめた。


「……どういうって？」


「たとえば営業とか事務とかさ。よく判わかんないけど、いろいろあるだろ？　どんなことやってるんだろうって、今、思ったんだ」


　早瀬はふと視線を逸そらした。


「そういうことって、今の君と私の間に関係があるのかな」


　もしかして訊きかれるのは嫌なことだったんだろうか。


　でも、早瀬はオレとずっと一緒にいたいなんて言ったくせに。それって、ただ、趣味の世界だけで友達でいたいってだけなのか。


　何だ。そうなのか……。


　好き、なんて言うから、オレはもっと踏ふみ込んだ関係になってもいいのかって思ったのにさ。


　まあ、どうせ、オレと早瀬じゃ年ねん齢れいも立場も違ちがうから。だいたい、オレは早瀬がどこに住んでるのかも知らないよ。


「別に言いたくなければいいけどさ。早瀬があんまり変なこと言うから、ちゃんと社会生活が送れてるのかなって心配になっただけで……。そんなの、余計なお節せつ介かいだったよな。ごめん」


　オレも何だか早瀬を見てるのがつらくなって、外を眺ながめる羽目になってしまった。


　何だか、こういう雰ふん囲い気きって嫌いやだよな。せっかく楽しかったのに。


　ふと、オレの手に早瀬の手が重ねられた。


「私こそ、すまなかった」


　視線を戻もどすと、真ま面じ目めな目をした早瀬がオレを見つめていた。


「今はあまり仕事の話はしたくないんだ。もう少し、君と親しくなれたら必ず言うから」


　ということは、別に趣しゆ味みの上だけの友達だとは、早瀬も思ってないってことか。オレはホッとしながらも、オレと早瀬の関係って、やっぱり何だろうって疑問も浮うかんでくる。


　単純に、オレは早瀬の師し匠しようだって思ってたい。趣味だけの付き合いじゃなくて、こんなふうに一いつ緒しよに遊園地に行って遊ぶのも楽しい。でも、今は仕事の話はしたくないって……。


　そんなに真しん剣けんに、早瀬の仕事のことを聞きたいわけじゃないよ。ただフツーにどんな仕事って聞いただけなのに。


「そんなに真面目に考えなくてもいいんだけど」


　ホントに結婚を前提としたカップルとかじゃないんだから。もっと軽ーく考えてほしい。


「でも、廉太郎には、いずれ私のいろんなことを知ってほしいと思うから」


　そう言ってにっこり微ほほ笑えまれると、何も言えなくなる。


　やっぱり、早瀬って、変わってるかもしれない。いや、絶対そうだ。


　だけど、早瀬はそういう人間なんだって思えば、別にそれでいいし。それがいつもの早瀬って奴やつだから。


「どうでもいいけど、オレの手を握にぎるなよ」


　触ふれただけの手が、いつの間にか、しっかりと握り締しめられている。こんなところも、早瀬の変なところかもしれない。


　早瀬は苦笑しながら、手を離はなした。


「廉太郎は恥はずかしがりやなんだね」


　いや、オレはまともだ。早瀬は自分が変なことには自覚がないらしい。ま、それも、早瀬らしいけどね。


　そんな話をしているうちに、観覧車はもう下に到とう着ちやくしそうだ。


「もう一周なんてできないかな」


　早瀬はバカなことを言った。


「そんなに気に入った？　待ってる人もいないし、頼たのめばもう一周乗せてくれるかもしれないけど、恥ずかしいからやめたほうがいいな」


　いい歳した大人のやることじゃないだろうって言いたいけど。いや、いくら何だって、それは冗じよう談だんだよね……？


　しかし、案外、マジかもしれないと思うオレだった。


　もう日が暮れる。そろそろ遊園地の時間はおしまいだ。


　オレと早瀬は、朝に待ち合わせしていた場所から駐ちゆう車しや場じように出た。


「今日は一日付き合ってくれて、ありがとう」


「楽しかった？」


　訊きかなくても、今日の早瀬をずっと見ていれば判わかることだけど、一応訊いてみた。


「ああ。廉太郎とずっと一いつ緒しよで楽しかったよ」


　変なの。ずっと一緒なのは、休日だったらいつものことじゃないか。ホントに、早瀬の言うことは、時々判らなくなる。


「今日のお礼に、これから食事でもって思うんだけど」


「ラーメンくらいならＯＫだよ。それ以外はＮＯかな。だってもう金ないもん」


「お礼なんだから、奢おごるよ」


「だからァ、そんなことで奢られる筋合はないだろ？　今日はオレも楽しかったんだし」


　早瀬は困ったような顔をした。


「うーん、もう少し気楽に考えてもらえると嬉うれしいんだけどな。私は食事に行きたい店があるが、一人で行くのは嫌いやなんだよ。だから、廉太郎と行きたい。一緒に行ってくれるなら、奢るよ……っていうのは、どう？」


　早瀬はどうしてもオレに食事を奢りたいらしい。というか、やっぱり、行きたい店があって、そこにオレを連れていきたいって感じかな。


　早瀬にとっては、きっとオレに奢る金なんて、大したことないんだろうけどさ。そういうのが続いたりすると、オレも困るし。


　どうしよう……。


「じゃあ、突とつ然ぜんキスしたお詫わびというのは？」


　早瀬が次々とオレが納なつ得とくするような理由を無理やり考えていることに気づいて、オレは笑ってしまった。


　そこまでオレに食事を奢りたいのかって思ったら。


「そうだな。オレのファーストキスを奪うばったんだし、その代わりに奢られてやるか」


　オレがそう言うと、早瀬は嬉しそうにニコニコと笑った。


「ついでに、ドライブにも行こう」


　早瀬のＢＭＷ！　それには乗りたかったので、オレは思いっきり賛成して、早瀬の腕うでにまとわりついた。


「廉太郎は可か愛わいいな」


「は？」


　もしかして、ドライブというと、急に態度が変わったからだろうか。それで、子供っぽい喜び方をしてるとか。


　そう言われれば、子供みたいに腕にしがみついちゃってるし。


「ごめん。オレ、つい……」


　早瀬の腕うでから自分の手を離はなそうとして、それを早瀬に止められる。


「いいんだ。私はそれが嬉うれしかったんだから」


　見上げると、早瀬は穏おだやかな笑みを浮うかべていた。


　オレって童顔だし、もしかして、早瀬は子供好きな性格だったりして。だから、十歳も違ちがうオレと付き合ってるんだったりして。


　いや、真相は判わからないけどね。早瀬の気持ちがどうであろうと、早瀬がオレのこと気に入ってるのは確かだろうと思うし。


　何しろキスまでするくらいだから。


「何だか寒くなってきたね」


　早瀬はそう言うと、いきなりするりとオレの手から腕を引き抜ぬくと、今度はオレの肩かたを抱だいた。それもギュッと。


　えーと、これって一体……。


　恋こい人びと同士みたいなんですけど？


　オレは早瀬の行動の意味がさっぱり理解できずに首をひねった。


　ともかく、ＢＭＷに乗せてもらえることだけを考えよう。まるで恋人同士みたいなこの状じよう況きように目をつぶるためにも。








　陽よう栄えい学園高校。それがオレの通う高校だった。


　放課後になると、生徒会室にオレは向かう。何な故ぜかっていえば、オレは生徒会長だからだ。


　小こ柄がらな体格に童顔じゃ、生徒代表みたいなカッコいいイメージはないけど、それでも、友達に推すい薦せんされて立候補してみたら、何故か相手候補に大差つけて勝っちゃったんだよ。


　生徒会室には、副会長である宇う都つの宮みや諒りようがすでにいた。


　パソコンに向かっていた諒はオレが部屋に入ると、こちらを見た。


　諒は一年からの友達で、そのときからいつもオレの傍そばにいた。二年になって、クラスは離れたけど、こうして生徒会室で毎日のように顔を合わすんだ。


　もっとも、生徒会って、別に毎日活動しなくていいんだけどね。でも、用がなくても、ついここに来てしまう。それはやっぱり、諒がいつもここにいるからなんだろうな。


「今日は遅おそかったな」


　諒はちょっと気き障ざな仕草で髪かみをかき上げて、オレに笑いかけた。


　笑うと、白い歯が見えて、そんなさわやかさが印象的なんだけど、そのわりに諒はシニカルな性格をしている。そのアンバランスさが魅み力りよくという噂うわさを女の子達がしていたのを、ちょっと小耳にはさんだことがあったけど、本人はいたってパソコン三ざん昧まいで、恋れん愛あいには興味はないみたいだった。


「担任に呼び出されてたんだよ」


　オレは自分専用の席と決めている席に腰こしかけながら、そう言った。


「へぇ。廉太郎みたいな優等生も呼び出しなんか食うんだ？」


　そう。何な故ぜか、オレは優等生ってことになってんだよな。まあ、成績よくないと、模型作っちゃいけないっていう家庭の掟おきてがあるからで、それでなきゃ勉強なんてしてないね。オレは勉強なんか好きでも何でもないし、成績いいのは模型に対する愛ゆえなんだよ。


「呼び出しっていうかさ。今度、新しい理事長が来るから、学校を案内してほしいって」


「ああ、生徒会長として？　でも、学校の案内なんて、生徒会長がするもんか？　理事長相手なら、学園長がすべきだろう」


「それがさ。今度の理事長ってのがかなり若いんだって。学園長はどうもそれを苦手にしてるらしいな」


　もっとも、それは担任の受け売りだ。結局、誰だれも案内したがらなくて、最終的にオレにお鉢はちが回ってきたらしい。


「でも、廉太郎が理事長に粗そ相そうをしたらどうするんだろうな。いろいろ問題アリなんじゃないか？」


「『廉太郎なら大だい丈じよう夫ぶだ』ってさ」


「おやおや。そんなに信用されちゃって。ま、おまえ、教師ウケするタイプだからな」


　教師ウケって一体何だって思うけど、やっぱり、模型店で年ねん齢れいの違ちがう人と友達になってきた経験がここに生かされてるんだろうか。


　そんな話をしていると、ドアが開いたかと思うと、山やま之の内うち篤あつ志しが入ってきた。


　篤志はフレームレスの眼め鏡がねをかけ、理知的な風ふう貌ぼうをした男で、オレの子供の頃ころからの模型友達だ。


「山之内君。君は部外者なんだから、入るときにはノックくらいしてもらえないかな」


　何故か篤志のことを嫌きらっているらしい諒は、冷たくそう言った。


「ああ、そうだね。今度からは気をつけるよ」


　篤志は毎回そう返すが、一度もそれを守ったことはない。篤志にしてみれば、生徒同士で、ノックもないだろうという気持ちらしかった。オレとしては、友達だから篤志の味方だけど、仮にオレの嫌きらいな奴やつが勝手に生徒会室に出入りしていたら、それはノックしろと言いたくなるだろうし、そういう意味では、諒の言うことにも理はあると思う。


　どうせなら、どっちもオレの友達なんだから、二人も仲良くしてほしいと思うのが人情だ。


　とはいえ、そんなに上う手まくいかないんだろうな。気が合うとか合わないとかは、それぞれのことだし、オレが強制できるものでもない。


　しかし、篤志もわざわざ諒が嫌ってると判わかってて、生徒会室にやって来なくてもいいだろうにと思う。


　だが、篤志はそんなことにお構いなく、オレに話しかけてきた。


「中庭で新しい飛行機のテスト飛行するぞ。見にこないか？」


「えっ、行く！」


　篤志は化学部の部長だが、それをそっちのけで、ゴムで飛ぶ模型飛行機の研究に没ぼつ頭とうしている。その研究はどっちかというと、化学ではなく物理の分野なんだと思うけど、篤志に言わせると、物理部がないのが悪いということだ。


「今度こそ、新記録に挑ちよう戦せんだな」


「おう。今度は自信があるぞ」


　オレが席を立つと、諒はパソコンの前で咳せき払ばらいした。


　うーん。それは行くなという意思表示、だよな。きっと。


「宇都宮君。君も来たければ来ていいよ」


　篤志はわざとらしくそう言った。


「誰だれが行くか。それより、廉太郎。今日はアンケートの集計を済ませてしまわないと。新聞部の奴やつらが催さい促そくしにくるぞ」


「うん……判わかった」


　オレは仕方なく席に戻もどった。


「篤志。オレがいなくても、新記録は樹立してくれよ」


「ああ。判わかった」


　オレと篤志は固い握あく手しゆを交わした。


「邪じや魔ましたね。宇都宮君。アンケート集計を頑がん張ばってくれたまえ」


　篤志は最後に諒にイヤミを言うのは忘れなかった。諒のこめかみはピクピクと動き、かなり頭にきている様子だった。いや、そこまで怒おこらなくてもと思うが、仲が悪いんだから仕方ないのかな。


「廉太郎。どうしてあいつなんかと友達なんだよ」


　諒は怒ってそう言うが、オレはあいつとの付き合いのほうが長いんだよ。もちろん、付き合いの長さなんか、その深さには及およばないと思うけど。ただ、諒はオレの趣しゆ味みを理解してくれてないからさ。そこが悲しいんだ。


　別に、諒に模型に興味を持てって言ってるんじゃない。オレがすごく模型のことが好きなんだってことを判ってほしいと思う。それは、そんなに難しいことじゃないと思うんだけどね。


「ま、いいじゃないか。それより仕事しようか」


　オレは諒の疑問に言葉を濁にごしつつ、キャビネットにしまっていたアンケートのファイルを取り出した。








　翌日。理事長は学校に来た…らしい。放課後、オレは担任に連れん絡らくを受けて、理事長室に向かった。


　だいたい、オレは理事長室なんてものが学校にあるとは知らなかった。もちろん、どこにあるのかも知らなかったんだけど、これまた担任に教えてもらって、その扉とびらをノックした。


「入りたまえ」


　エラそうな学園長の声がして、オレは中に入った。


　さすが理事長室というか、部屋の内部はなかなか豪ごう華かな雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。社長室みたいな感じかな。大きな木製のデスクが窓際にあって、手前には応接セットがある。壁かべには大きな油絵なんか掛かかってて、カーテンの生地だって、教室のものとは違ちがい高級そうだ。


「柏木君か。よく来たね」


　初老の学園長はソファから立ち上がり、オレを招いた。


　学園長の前のソファに座っているのが、例の理事長ってわけだな。オレは学園長に招かれるまま、ソファに近づいた。


「理事長。この子が我が校の生徒会長である柏木君です。成績も優ゆう秀しゆうで、学年では常に上位をキープしていて、運動神経もなかなかよく、体育会系クラブには属していませんが、その才能は……」


　何な故ぜだか学園長はオレのことを延々と褒ほめ称たたえていた。が、オレも理事長も、そんな紹しよう介かい、ロクに聞いちゃいなかった。


　オレは理事長の顔を穴の空くほど見つめた。理事長もオレの顔をじっと見つめている。


「柏木君。こちらが新しく理事長になられる早瀬さんだ」


　そう。理事長とは、オレの知ってる早顔高雅だったんだ。


　普ふ段だん着ぎではなく、スーツを着て、髪かみもセットしている早瀬だ。


　まさか、こんなところで会おうとは……いや、それよりも、まさか、うちの学園の理事長になってたなんて。


　前々から秘密の多い奴やつだとは思ってたけどさ。


　早瀬も驚おどろいているようだったが、学園長の手前か、立ち上がり、にこやかにオレに握あく手しゆを求めてきた。


「柏木君か。これからも学園の名を高めるために、頑がん張ばってくれたまえ」


　ゲーッと思いながらも、オレも学園長の手前、成績優ゆう秀しゆうな生徒会長という顔をして、早瀬と握手した。


「はいっ。頑張ります！」


「柏木君。よかったら、理事長に学園の中を案内してあげてほしいんだが」


　学園長がそう言った。よかったらも何も、最初からその予定で呼ばれたわけだが。


「はい。僕ぼくでよければご案内します」


　優等生な発言をして、オレは引きつりつつも笑顔を見せた。


　学園長は早瀬に挨あい拶さつをした後、部屋を出ていき、オレと早瀬は二人きりで残された。


　予定では、オレは学校案内しなけりゃいけないんだけど、二人とも、今はそんな心の余よ裕ゆうもなかった。動どう揺ようしまくりって感じでさ。


　早瀬は理事長室の扉とびらに鍵かぎをかけた。


　ドキッとする。


　いや、だって。鍵をかけたってことは、これからここで何か真しん剣けんな話をしようってわけだよな。世間話とかじゃないことは判わかってたけど、もしかして深刻な話になるんだろうか。


　同じ学校の理事長と生徒が仲良くしてるなんて、教育上、やっぱりマズイとか。別に何もやましい関係でもないし、ただ趣しゆ味みを通じての友達なんだから、どうだっていいじゃないかと思うんだけど。


　早瀬はオレのブレザーの肩かたに手を触ふれた。


「こっちにおいで」


　連れていかれたのは、応接セットのソファ。


　そこに小こ柄がらなオレはちょこんと座り、隣となりに腰こしを下ろす早瀬をちらっと横目で見た。


　早瀬の横顔は完かん璧ぺきなラインで構成されていて、ホントに芸能人みたいな美形だよ。それが、この学園の理事長だなんて、やっぱりどうしても信じられない。


　早瀬は、膝ひざの上に置いたオレの手に自分の手を重ねてきた。


「廉太郎……」


　そう呼ぶときの声は、いつもと同じなのに。


「君がこの学校の生徒だったなんて思わなかった」


「オレだって……あんたがこの学校の理事長だなんて思わなかったよ」


　何だかオレの声は掠かすれてしまっていた。


　オレは怖こわかったんだ。早瀬が今にも、じゃあ、今までの付き合いをナシにしようって言い出すんじゃないかと思って。


「ねえ、早瀬ってさ、ホントは何歳なんだ？」


「ホントも何も二十六歳だよ」


「何だ。理事長だって言われたから、実は三十も超こえてんのかと思ったよ」


　オレは乾かわいた声でハハハと笑ったけど、早瀬は一いつ緒しよになって笑ってなかった。


　う……。そんなにマジメな顔つきでオレを見ないでほしいんだけど。


「私は廉太郎と十歳も違ちがう」


　いや、そんなの、今いま更さら言わなくても、ずっと前からそうだったんだよ。


「だけど、模型の話をしてると、別に歳の差なんて感じないよな。ほら、模型に関しては、オレのほうが先生役だし」


　他ほかにも、年上のはずの早瀬のほうが、常識知らずということもある。そういうところが、いいとこのお坊ぼっちゃんふうで、オレはけっこう好きだったんだ。


「しかし、やっぱり、私はけじめはつけなきゃいけないと思うんだよ」


　突とつ然ぜん、早瀬はそう言った。


「そ、そりゃあ、そうだよね。けじめはつけなきゃいけないよ、うん」


　オレは次に来る早瀬の言葉をある程度予想しながらも、そう言うしかなかった。


「同じ学校の理事長と生徒はマズイと思う」


「でもっ、公言しなきゃいいんじゃないかな。オレも早瀬のこと黙だまってるし。それに、教師とかだったらヒイキとか言われるかもしれないけど、理事長とは別に接せつ触しよくがあるわけでもないじゃないか」


　早瀬はちょっと困ったような顔をして、首を横に振ふった。


「だから、けじめの問題なんだよ、これは」


　そういう四角四面なことを言う奴やつだったのか、早瀬は。


　今までが、ちょっと常識知らずのお坊っちゃんという印象だっただけに、とても意外だ。それに、いつもの早瀬とは違って、格好からして別人って感じなので、余計に、オレは早瀬がとても遠い人間のように思えてしまった。


「私だって、廉太郎と別れたくはないよ。でも、けじめをつけるためには、廉太郎が卒業するまで付き合わないほうが……」


「そんなの、やだよ！」


　オレは思わずそう叫さけんだ。


「そんなけじめなんか、いらない。だいたい、どうしてけじめなんかつけなきゃならないんだよ！　オレと早瀬は改めてけじめをつけなきゃならないような関係じゃないだろっ？　世間に対してやましいことなんか、ひとつもないのに！」


　オレはこのまま早瀬と離はなれてしまうのが嫌いやだった。卒業まで付き合わないでおこうなんて、どうして平然として言えるんだよ。


　遊園地では、あんなに楽しかったじゃないか。ドライブだって、食事をするのだって楽しかった。もちろん、いつも一いつ緒しよに模型を作ったり、そういう趣しゆ味みの話をするのも、すごく楽しいのに。


　どうして、こんなくだらないことで、別れようみたいなことを言うんだよっ。


　オレは侮くやしくて涙なみだを流していた。


　早瀬とはそんなに長い付き合いでもない。だけど、密度の濃こい付き合いをしていたから、そんなに簡単に離れられなかった。


　それと同時に、そんなことを簡単に言えてしまう早瀬の気持ちが、オレは悲しかった。友達だの師し匠しようだの思ってたのは、オレだけだったのかって。十歳も違ちがうのに、そんなことを思っていたのは、思い上がりみたいなもんだったのかって。


　早瀬にとっては、オレなんか、すぐに別れられるような、そんな軽い存在だったのか。


　口では、あんなに好きだの何だのって言って、キスまでしてきたくせに。


「泣かないで」


　早瀬はオレの肩かたを抱だいた。


「そんなに泣かれると、決心が鈍にぶるじゃないか」


「そんな決心なんてしなくていいって言ってるんだよ！」


　オレは早瀬の腕うでを振ふり払はらった。


「キスまでしたくせに……早瀬はオレのことなんか、どうでもいいんだ？」


　これじゃ、まるでオレのほうが子供みたいだ。小さな子供みたいにダダをこねて、大人の早瀬を困らせてるみたいで、オレはすごく自分が嫌になった。


「廉太郎……」


　早瀬はいきなりオレをギュッと抱きしめた。早瀬の胸に顔が押おしつけられる。


　いいのかな。オレの涙で早瀬のスーツ、濡ぬらしちゃうよ。だけど、悲しくて悔しかったから、オレは早瀬の胸の中で泣いてしまった。


「すまない。廉太郎。私は自分勝手なことを言ってた」


　違ちがうよ。勝手なこと言ってるのは、オレのほうだよ。頭の中では、早瀬の言うけじめって判わかるような気がするんだ。だけど、どうしたって、オレは卒業するまで、早瀬と会わないでいるってことが耐たえられなかった。


　そんな別れ方をする必要がどこにあるのかって思うし。


「君の気持ちも考えずに……。でも、私はそこまで君が私のことを想おもってくれてるなんて、思っていなかったんだ。嬉うれしいよ……」


　早瀬はオレの頭を撫なでる。


　頭を撫でられるなんて、子供のとき以来だ。早瀬って、オレのこと、やっぱり子供みたいだって思ってるのかな。


　でも、何だか気持ちいい。


　子供みたいに泣いて、頭を撫でられて……。気持ちいいから、このまま、ずっと早瀬の腕うでの中にいたいなあ、なんて思ったりして。


　子供だって思われてもいいよ。どうせ、早瀬とは十歳も離はなれているんだし。


　早瀬は頭を撫でていた手を難し、オレの両頰ほおに手を当てて、顔を覗のぞき込んでくる。


　嫌いやだな。こんな泣き顔、改めて見ないでほしいんだけど。


「好きだよ、廉太郎」


　いきなり唇くちびるが塞ふさがれる。


　ちょっと待てよ。「キスまでしたくせに」とは言ったけど、別にまたキスしたいって言ったわけじゃないんだってば。


　また早瀬は変な解かい釈しやくしてないだろうか。オレの言ったことを、自分の都合のいいように受け取ってるとか。


　しかも……。


　観覧車では、唇を軽く押おしつけられただけだったのに、何だか今は舌が入ってるんだ。


　これって、ホンモノのキス？


　いや、キスにホンモノもニセモノもないだろうけど、冗じよう談だんで済むものと済まないものがあるよな。舌まで入れられたら、オレ的には冗談では済まない。本気でキスしてんのかなって思ってしまうよ。


　そんなはずはないと思うのに。


　でも……。早瀬の舌がオレの舌に絡からんできてるよ。どうしよう。


　どうしようったって、嫌なら、突つき飛ばせばすむことなんだけど。うーん。そんなに嫌でもないしなあ。とりあえず、早瀬のしたいようにさせてやって、それからちゃんと話し合えば、誤解（？）は解けるはずだ。


　しかし、さっきまで、けじめがナントカって言ってなかったっけ。この人は。


　オレは呆あきれながらも、早瀬に身を任せていた。早瀬はオレにキスしながら、オレの身体からだのあちこちに触さわるんだ。まるで、恋こい人びとにするみたいにさ。


　一体、何のつもりだか、オレにはさっぱり判わからない。まさか早瀬は酔よってる……ってことはないよな。いくら何でも、酔っ払ぱらって学校に来ないだろう。酒くさくもないし。


　早瀬はオレのシャツの上から胸を触っている。どうやら、ブレザーのボタンは外されてるみたいだ。女の子じゃないから、そこは真まっ平たいららなんだけどな。ネクタイを外して、シャツのボタンも外しつつあるみたいだし、早瀬は何をしたいんだろうか。


「んっ……」


　シャツの下の肌はだを直じかに触られて、ビクッとする。


　いや、だって。意味深な手つきで胸を直接触られたら、誰だれだってビックリするよね。オレは抗こう議ぎの意味で、早瀬の胸を押おしたけど、離はなれてくれなかった。それどころか、ソファに押し倒たおされてしまった。


　どうにも、男に襲おそわれてるかよわい女の子の図、でしかない。オレは早瀬の頭をポカポカ叩たたいたけど、それでも、しつこく、早瀬はオレにキスしていた。


　オレの口の中は、早瀬に蹂じゆう躙りんされ放題だった。舌は絡からんでくるし、唾だ液えきは混じり合うし、そのうちに、オレは抵てい抗こうするのを忘れそうになってきた。


　こんなキスをされたのは初めてだし、何かこう、頭が朦もう朧ろうとなってくるんだ。


　変だよ、オレ……。オレよりもっと変なのは、早瀬のほうだけどさ。


　オレの抵抗がなくなったからか、早瀬はまたオレの胸を撫なで始めた。


「あ……」


　気がつくと、唇くちびるは離れていた。だけど、それで自由になったかっていえば、そうじゃなくて、早瀬はオレの耳を舐なめていた。しかも、指はオレの乳首を撫でている。


「バカッ……何でこんなことっ……」


「廉太郎が好きだから」


「は……？」


　好きだからキスをする。でもって、服を脱ぬがせたり、触ったりする。


　まともな答えのように思えるけど、そうじゃない。だって、まず第一に、オレと早瀬は男同士だからだ。それに、キスしていいとか、触っていいとか、オレが同意したわけでもないのに、どうして無理やりこういうことに持っていくんだよ。


　しかも、理事長室で。


　しかもしかも、けじめをつけようなんて言った直後に。


「は…早瀬っ！」


　一刻も早く、オレは何とか早瀬に正気を取り戻もどさせなきゃいけなかった。オレはとにかく早瀬から逃のがれようと、手足を動かして暴れた。


「どうして抵抗するんだ？」


「するだろ、普ふ通つう！」


「君は私のことが好きなんだろう？　離はなれたくないんだろう？」


「そうだけどっ……」


「だったら、いいじゃないか。こういうけじめのつけ方だって、あるはずだ」


　……あるのか？　ホントに？


　オレはその疑問を早瀬にぶつけることができなかった。


　次の瞬しゆん間かん、早瀬はオレの首筋にキスしてきたからだ。


「わっ……やめろって……」


　身体からだがひとりでに跳はねる。いや、身体は早瀬に押おさえつけられているから、痙けい攣れんしたようにビクビクと震ふるえるだけなんだ。


「ああ、ここが好きなんだね」


「好きなんかじゃ……」


　再び同じ場所にキスをされる。途と端たんに、身体中を電流が流れるような衝しよう撃げきを受ける。


　一体、何なんだよ……。


　オレ、こんな変なところが感じるわけ？　信じたくないけど、そうみたいだった。すごく気持ちいいっていうか、気持ちよすぎるくらいだ。


　頭がクラクラしてくる。


　胸もいじられてるよ。でも、オレにはそれを撥はね除のける力はなかった。


　だって、力なんか抜ぬけちゃうよ。気持ちいいんだから。


　早瀬の唇くちびるが首筋から鎖さ骨こつ辺りに下りてきている。そんなことをして、何になるのか判わからないけど、早瀬がオレを自分の意のままにしたいんだってことだけは判った。


「やだっ……早瀬っ」


　オレは理事長に学校案内をするために、ここに来たのに。どうして、こんなことをされなきゃいけないんだよ。


　早瀬の舌が胸を舐なめている。胸だよ、胸。それなのに、すっかり雰ふん囲い気きに呑のまれて、オレは嫌いやだと言いながらも喘あえいでいた。


　早瀬の舌や指があちこちをくすぐるように動くんだ。でも、オレはくすぐったいっていうより、何だか違ちがう方向で喘いでいるような気がする。


　ダメだよ。こんなの。ここは理事長室なのに。


　でも、理事長自らがオレをこんなふうにさせてるんだから、どうしようもない。


　これじゃ、早瀬はまるでオレのこと、自分の恋こい人びととでも思ってるような……。あれっ、ちょっと待てよ。恋人、と思ってるんじゃないだろうな、まさか。


　好きだって言われて、キスされたよな。観覧車のてっぺんで、幸せになろうなんてプロポーズまがいの言葉をかけられてさ。


　で、オレも好きだなんて言ったような……。もちろん、オレはそういう意味じゃなくて、単に友達として言ったんだけど。


　それで、さっきのけじめが云うん々ぬんという話のときだって、オレ、早瀬に何て言った？　キスまでしたくせに、オレのことどうでもいいんだ？…って言ったよな。


　それって……。受け取りようによっては、オレがすごく早瀬のこと好きだって言ってるようにも聞こえるぞ。


　まさかと思うけど、早瀬はそんなふうに思ってるんじゃないかな。


　早瀬って、いつもちょっとズレてるし。


「あのっ……早瀬っ」


　オレは早瀬のくすぐるような舌や指の動きに刺し激げきされながら、必死で早瀬の誤解を解こうとした。


「君は喋しやべらなくていいんだ。私に全部任せて」


　だから、任せたら、どうなるのか怖こわいんだよ。もしかして、これって、貞てい操そうの危機？


「早瀬！……あっ…」


　変な声を出してしまったのは、早瀬がオレの乳首を舌先で舐なめたからだ。


　でも、感じたわけじゃないよ。ただ、すごく、くすぐったいだけで。


　オレは必死でそう思い込もうとした。だって、そんな場所を舐められて感じるなんて、それこそ早瀬の思うツボだし、やっぱり男として、情けないじゃないか。


　だけど、早瀬はオレの気持ちなんか全然判わかってないようで、そこを舐なめながら、手をオレの下半身に伸のばしてきたんだ。


「あ……。バカッ……」


　早瀬はオレの股こ間かんに触ふれた。


「ずいぶん元気になってるね」


「…………」


　そう。何と恥はずかしいことに、撫なでられたり舐められたりしてる間に、オレは立派に勃たってたんだ。


「仕方ないだろっ。早瀬が変なことばっかりするから……」


「そうだね。でも、君が敏びん感かんすぎるから、いけないんだよ」


　何でだよ。オレが敏感だとどうしていけないんだよ。そんなの、言いがかりじゃないか。


「私だって、ほら……」


　早瀬はオレに腰こしを押おしつけてきた。


　おいおい。早瀬のほうも元気になってしまっている。


「ここをどこだと思ってるんだよ……」


　オレは呆あきれてそう言うしかなかった。


「理事長室だね」


　早瀬は真ま面じ目めな顔で言った。


「判ってるなら、もうやめろよ。こんなこと続けてたら、引っ込みがつかなくなるし、オレ達、二人とも男なのに……」


「男同士だといけないのか？　廉太郎は私のことを好きだって言ってくれたじゃないか。あれは噓うそだったのか？」


　早瀬は真しん剣けんに訊きいてくる。どうも冗じよう談だんじゃないらしい。


「そりゃあ、言ったけど、それは友達として言っただけで、何も変な意味じゃないんだよ」


「私だって、変な意味では言ってない。真面目に廉太郎が好きなだけだ」


　どうにも、話が一方通行っていうか、オレと早瀬の意見はかなりズレてるよ。


「いや、変な意味ってのは、まっとうな恋れん愛あいじゃないっていう意味だよ。ほら、オレ達、男同士なんだし、それだけですでに世間一いつ般ぱんでは普ふ通つうじゃないじゃないか」


　これで早瀬も納なつ得とくしてくれるかなって思った。


　でも、全然そうじゃなかった。


「どこが悪いんだ。君の言ったとおり、好きだという感情は、間ま違ちがっても世間に後ろ指をさされるような、そんなやましいものじゃない」


　違うよ。オレが言ったのは、ただの友達同士だから、やましくないって言ったんだよ。誤解どころか、それは曲解だ。ホントに都合よく解かい釈しやくしてるだけじゃないか。


　だいたい、オレは十六歳だ。大人がいたいけな少年に、こんなことしていいと思ってるのか。それで、後ろ指をさされないなんて、本気で思ってるんじゃないだろうな。


「嬉うれしいよ。廉太郎……。こんなに感じてくれて」


　早瀬は再びオレの股こ間かんに触ふれた。いや、触れただけじゃなくて、ズボンの上からそこを刺し激げきするように、擦こすり上げたんだ。


「やめろっ……ああっ…」


　普ふ段だん、人からそんな行こう為いをされることはないから、過か剰じように感じてしまうんだろう。でなきゃ、嫌いやだとかやめろだとか言いながらも、こんな恥はずかしい声を出してるオレは、ヘンタイみたいじゃないか。


「可か愛わいいな。もっと気持ちよくしてあげるからね」


　ハッと気づくと、早瀬はジッパーを下ろして、その中に手を滑すべり込ませてしまっていた。


「あ……やっ……」


　下着をかき分けて、早瀬の手がそこを直じかに触さわる。オレはビクンと身体からだを揺ゆらした。


　人に触られたのは、初めてなんだよ。しかも、こんな元気になった状態を人に触られるなんて……。


「やだ……」


「噓うそだね。本当は気持ちいいんだろう？」


　いいけど、嫌だ。友達に触られて、気持ちよくなってるなんて、マズイじゃないか。


「離はなせ…っ」


　そう言いながらも、オレははあはあと喘あえいでいる。


　だって、気持ちいいんだよ。友達だろうが何だろうが、刺激されると、気持ちよくなるもんなんだな。誰だれに触られてもそうかって言われたら、もしかしたら違ちがうかもしれないけど、それでも、早瀬に触られて、感じてるのは事実だった。


「窮きゆう屈くつだね。出してあげよう」


　早瀬はベルトを外して、サッとパンツごとズボンを膝ひざまで下ろしてしまった。


　こんな、みっともない格好……！


　オレは顔を真まっ赤かにしてしまった。


「苦しかっただろう？　もう大だい丈じよう夫ぶだからね」


　早瀬は先せん端たんを指で撫なでながら言った。じろじろとそこを観察されてるみたいだし、もうどうしようかってところだ。


　この判わからずやを蹴けってしまいたいけど、それにしたって、撫でられるのは気持ちいいしなあ。いやいや、このままだと、とんでもないことになってしまいそうだ。


「もう、やめてくれよ……」


　オレはそこを手で覆おおい隠かくしながら言った。


「どうして？」


　また、この議論を繰くり返すのか。オレはうんざりしながらも、口を開いた。と思ったら、いきなりまたキスをされていた。


　というか、これって、明確に狙ねらった口くち封ふうじ？　いや、ちょっと本来の意味とは違ちがうけど、文字通り、オレは口を封じられて、喋しやべれなかった。


　早瀬の手は、オレの手を退どけて、そこを刺し激げきする。


　うわあ。出ちゃいそうだよ。


　とにかくもっと気持ちよくさせて、文句を言わせないようにしようという早瀬の勝手な意図が見え隠れするものの、オレはそれに抵てい抗こうするすべを持たなかった。実際、キスされながら、そこを刺激されるのって、ただ触さわられるより気持ちがいいんだ。


　でも、もちろん、こんな場所でイッちゃうわけにはいかないじゃないか。後始末の問題だってあるしさ。


　ふと、早瀬は手を止めた。握にぎってるだけの状態になって、唇くちびるを離はなす。


「あ……あのっ……」


「何？」


　早瀬は目の前でにっこり微ほほ笑えんだ。


　何ってさ……。


　すごく気持ちよくなってたのに、途と中ちゆうでやめられたら、オレだって、何だか物足りない。しかも、まだ早瀬はそこを握ってるんだよ。だったら、その手をもう少し動かしてくれたらと思う。


　いや、そう思ってどうするんだ。刺激を続けられたら、困るのはこっちのほうなのに。


「手を離してくれよ」


「嫌いやだ」


　早瀬はそう言うと、まるで自分のものであるかのように、それを二度擦こすり上げた。


「ああっ……」


　そんな中ちゆう途と半はん端ぱな刺激なんて与あたえないでほしい。


　思わず、オレは自分で腰こしを揺ゆらしてしまった。


　案の定、早瀬はクスッと笑った。


「やめろとか言ってるくせに。廉太郎の口と身体からだは意見が違うみたいだね」


　頰ほおがカッと熱くなる。


　早瀬の言うことは意地悪だったけど、それは本当のことだ。オレは確かに、口ではいろいろ言ってるのに、身体はあまり抵抗してない。それどころか、腰なんか揺らしちゃったりして。


　オレのスケベ。


　でも…でもっ、こんな状態で我が慢まんできないよ。


「こんなに濡ぬらして」


　早瀬は分ぶん泌ぴつされた液を指ですくい取って、舐なめた。


「バカッ……やめろよ……」


「恥はずかしい？」


　オレは仕方なくコクンと頷うなずいた。


「何が恥ずかしいのかな？　私に触さわられること？　それとも、私に触られて感じたこと？」


　そんなこと言えっていうのか。そんなことを口にすること自体も恥ずかしいんだよ。


　黙だまってると、早瀬はまた少し手を動かした。


「それとも、私に触られて感じたところを見られたこと？」


　身体からだが欲求不満でたまらなくて、オレはもう泣き出しそうになってしまった。


「その全部だよ！」


　オレがそう言うと、早瀬は微ほほ笑えんだ。


「可か愛わいいな、廉太郎」


「だから……手を離はなしてくれよ……」


「判わかったよ」


　早瀬はようやくオレを解放してくれた。ホッとしたのも束つかの間ま、オレはこれからどうするべきか考えてしまった。


　ギリギリまで感じてるそこを、オレは元通り下着やズボンの中にそれを納めて、じっと我が慢まんしなきゃならないんだろうか。


　そんな……。


　それは、とても気の遠くなるようなことだった。


　今だって我慢できないのに。


　でも、我慢しなけりゃ、どうするんだよ。自分の手でイッちゃうわけにもいかないだろう。


　早瀬が面おも白しろいものを見るような目つきで、オレをじっと見ていた。


　目に涙が滲にじんでくる。どうしてこんな思いをしなくちゃならないんだろう。あれもこれも、全部、早瀬のせいじゃないか。早瀬がオレをこんなふうにしたのに、どうして一人、悠ゆう々ゆうと見物なんかしてるんだよっ。


　オレは半分泣きながら、それに手を触ふれた。


　落ち着け。落ち着け。


　頭で念じたものの、触れれば、その先を続けたくなる。


　ダメだ。ここは理事長室だよ。でも、理事長の早瀬がオレをこんなふうにしたんだし、オレがこのまま自分でイッちゃっても、責任は早瀬にあるに違ちがいない。


　いや、だからって、離はなせとか言っといて、今いま更さら、自分でやれないだろう。


　オレはそれを握にぎったまま、どうするべきか考えた。


　結論ははっきりしている。こんなものは、さっさと仕し舞まうに限る。そうして、サッとトイレにでも駆かけ込めば、話は簡単だ。


　学校のトイレでやるなんて、最低だと思うけど、それでも、理事長室で早瀬に見られながらするより、ずっとマシだ。


　でも、仕舞えないんだよ。それどころか、握ったら、そのまま手を動かしてしまいそうだった。あとちょっとの刺し激げきでイッてしまえそうなだけに、オレはそのまま動けなかった。


　早瀬はクスクス笑っている。


「笑うなよ！　こんなふうにオレをしたのは、早瀬じゃないか！」


「そうだね。でも、君が離せって言うから」


　オレは何の反論もすることができない。


「意地悪はもうやめようかな」


　早瀬はオレが引き上げようとしていたズボンと下着を、さらに引き下げ、足から抜ぬいてしまった。


「何するんだよ」


「君が期待していることをしてあげよう」


「オレは何も期待なんて……」


　だけど、何だかドキドキする。早瀬が刺し激げきしてくれるなら、オレは自分でしなくて済む。そうしたら、少なくとも自分に対しては言い訳が立つじゃないか。


　早瀬が無理やりしたんだって。


　オレはどうにも我が慢まんなんてできそうになかったから。


「手を難はなしてごらん」


「だって……」


　オレは自分からそういうアクションは起こせなかった。あくまでも、早瀬に無理やりって状じよう況きようじゃないと、自分からそれを望んだことになるからだ。


「困ったね。本当はイキたいくせに」


　早瀬に見み透すかされてるのは判わかってたけど、オレは恥はずかしくて目を逸そらした。


「じゃあ、君が手を難したくなるようにしてあげようね」


　早瀬はオレの両足を摑つかむと、膝ひざを折り曲げるようにしてぐいと押おし上げた。


「可か愛わいいオシリが見えてるよ」


　早瀬は笑いながらそう言うと、そのままオレの内うち股またにキスをした。身体からだがその刺激でビクッと震ふるえる。


「まだ出しちゃダメだからね。制服が汚よごれる」


　オレはその一言で、正気を少しだけ取り戻もどした。


　そうだ。制服が汚れたら、帰れないじゃないか。


　早瀬はオレの手の隙すき間まに舌をねじ込んできた。まさか、そんなことをされるとは思わなかったので、オレは仰のけ反ぞってしまった。


　だって、そんなところを舐なめられてるんだよ。


　もちろん、今までそんなことされたことはない。オレは今まで恋こい人びとの一人だって、いなかったんだから。


　頭の中が熱くなってくる。


　もっと舐められたい。もっと気持ちよくなりたい。


　オレの頭は今やそればっかりで占しめられていた。他ほかのことは考えられない。ここがどこであろうと、早瀬が男だろうが、もうどうでもよかった。


　ただ、今さえよければ……。後のことは後で考えればいいじゃないか。


　オレは自分から手をずらしていった。早瀬はその後を追うように、ずらした部分から舐めていく。


「あっ…んっ……」


　今、先せん端たんを舐められてる。こんな痺しびれるような感覚は初めてだった。


　気持ちよくって、オレは溜ため息いきを洩もらした。


　こんなに気持ちよかったら、すぐにイッてしまいそうだ。オレはそんなことを考えながら、早瀬の舌の動きを堪たん能のうしていた。


　まるでソフトクリームみたいに下から舐なめ上げて、先せん端たんの敏びん感かんな部分を舌先でつついて……それから……。


　早瀬はすっぽりと口に含ふくんでしまった。


「えっ？」


　舐められるよりも、もっとすごい感覚がオレを襲おそった。


　早瀬の口の中はあったかくて、濡ぬれていて、早瀬の唇くちびるや舌がオレのに絡からみついてきて、心臓がドキドキしてくる。


「ああっ……」


　キュッと吸われて、耐たえられないと思った瞬しゆん間かん、オレは熱を放っていた。


「あ……早瀬っ」


　オレが放ったものを残らず口で受け取って、早瀬はようやく顔を上げた。


　目が合ってしまう。


　うわあ。めちゃめちゃ恥はずかしいっ。


　オレは何をどうしたらいいのか、もうわけが判わからなくなって、目を閉じてしまった。閉じたところで、オレが早瀬に口でされて、イッちゃったことには変わりはないんだけど。


　早瀬はオレが目をつぶったのをいいことに、オレの大事な部分をいじり回した。イッちゃったオレとしては、今いま更さら、それがダメだとは言えなくて、じっと早瀬が飽あきるのを待っていた。


　再びそこに温かいものが触ふれる。


　薄うす目めを開けると、早瀬がまたそこを舐めていた。


　イッた後でも、舐められると気持ちいいよ。でも、もうしてくれなくてもいいのに……と、オレはぼんやりと思っていた。


　一いつ旦たん、興奮が収まったこともあって、今度はそれが緩ゆるやかな刺し激げきに感じる。オレは穏おだやかな心地よさに、身を委ゆだねていた。


　だって、ここまでされたのに、いきなり「じゃっ、またなっ」とは帰れないじゃないか。早瀬に恥ずかしいところを見せてしまったし、オレは顔を合わせることすら恥ずかしかったんだ。


　早瀬の掌てのひらがオレのオシリを撫なでている。これまた、穏やかな感じで。


　だけど、早瀬のキスが下りていき、普ふ段だんは隠かくれている場所にある蕾つぼみに触れたとき、オレはさすがにマズイと思った。


　一気に頭から血が下がったような気がした。


　目的はそこだったのか…と思うと。


「は…早瀬っ！」


　オレの呼びかけを無視して、そこに舌を這はわせている。そりゃあもう、熱心に。


　どうしよう……。


　オレは模型のことならいろいろ知ってるけど、こういうのは苦手だ。ていうか、女の子と付き合ったこともないし、エッチのやり方だって、詳くわしくは知らない。


　だけど、そんなオレでも、早瀬が何をしたがってるのかは判わかった。


　早瀬の舌がそこに触ふれる度、オレの身体からだは魚みたいに跳はねた。そんなところが気持ちいいなんて知らなかったし、知りたくもなかったのに。


「やだっ……早瀬っ」


　今までさんざん嫌いやだと言い続けてきたけど、今度こそはホントのホントだから、やめてほしいと思う。だけど、早瀬はそれを信じてくれるんだろうか。


　それに……本当にオレ、やめてほしいのかな。


　自分の身体に問い掛かけてみる。


　舐なめられて、再び前のほうは勃たち上がりかけているんだ。それはとっても気持ちいいって証しよう拠こだよ。


　でも、身体はともかく、オレの理性はやめてほしいって思ってる。だって、早瀬がしたがってるのは、身体をつなげるセックスだろう？


　そんなの、こんな場所で、するもんじゃないだろう？…じゃなくて、男同士の早瀬とオレが、どうしてセックスなんかしなくちゃならないんだ？


　早瀬はもしかしてそういう趣しゆ味みの持ち主だったかもしれない。だけど、オレは違ちがう。最初から嫌がってたじゃないか。


　いや、待てよ。オレ、嫌がってたっけ？　嫌だとは言ったけど、結局、勃っちゃって……逃にげるチャンスはあったのに、やっぱりされちゃって、挙句の果てに……。


　だったら、強引で勝手な早瀬の理り屈くつからすると、オレも早瀬とセックスしたがってるということになるかもしれない。


　そうじゃない。そうじゃないよっ。


　オレは慌あわてて、無理に身体を起こそうとした。だけど、早瀬の手で腰こしが固定されていて、動けなかった。


「早瀬っ！」


　オレは泣き声を上げた。


　このままヤラれちゃうのかと思ったら、泣けてきてしまう。オレはそんなつもりはなかったのに……。ただ、早瀬と友達でいたかっただけなのに。


　不意に、舌だけでなく、指も触れる。


「あ……」


　指が静かにそこに埋うずめられていく。


　何だか、めちゃめちゃ興奮してきてしまった。今まで、あり得ないと思っていたことを、されているから。


「すごく締しめつけてるね」


　早瀬は嬉うれしそうに言った。


　それって、オレがまるで喜んで締めつけてるって言いたいのか。そうじゃないよ。ただ、オレは初めてのことにビックリしてるだけなんだって。


「こんなふうに動かすと、感じる？」


　早瀬は埋うずめていた指を引き出しかけ、それから、また深く沈しずめていく。


「あ…あっ…あっ……」


　何だか自分が自分でないみたいだ。そんなところが感じるなんて。


　だけど、身体からだの内側の器官が擦こすれていくのが、たまらなくって、オレは思わずヘンな声を上げていた。


「気持ちいい？」


　オレは泣きそうになりながら頷うなずいた。


　だって、それは事実だったから。認めたくはなかったけど、もっとしてほしかった。


「素直だね。そういう廉太郎はとても好きだよ」


　早瀬はそう言うと、するりともう一本の指をそこに沈めた。


「ああっ……」


　オレは腰こしをくねらせてしまった。


　恥はずかしいよ、こんなオレ。判わかってるけど、でも、どうしようもないし。


　前の部分はもう立派に復活って感じで、我ながら嫌いやになる。オレって、こんなにイヤラしい奴やつだったんだ。


　早瀬はオレのわずかに残った理性を吹ふき飛ばすように、指の出し入れを操くり返す。その度に、オレは恥ずかしい声を上げていた。


　もう、どうなってもいい。


　いや、ホントはよくない。だけど、もう我が慢まんできないよ。


　オレはどんどん高まっていった。


　不意に、早瀬は指を引き抜ぬいた。


「えっ……」


　オレはビックリして、目を開けると、早瀬の顔を見た。


　早瀬は意味深な笑顔を見せている。


　う……。もしかして、早瀬はオレを……。


「いいよね？」


　そう言いながら、当然のように早瀬はベルトを外して、そこをくつろげている。


「あの……やっぱり、これってマズイよ」


「でも、今いま更さら、止まらないよ」


　早瀬はオレに我が慢まんしていたものを突つきつけるように見せた。


　ああっ、そんなもの、入るものかっ。


　だけど、オレのその部分に擦こすりつけられちゃうと、もういいかなあなんて思ったりして。指が入ったなら、それだって入るかもしれない。


　でも、痛そうで怖こわいし。


　オレがいろいろ考えている間に、早瀬はすっかり準備を整えていた。


　スタンバイＯＫってやつ？


　早瀬はオレの足を抱かかえて、ぐっと押おし入れてきた。


　自分の中に別の何かが入ってくる。指より太くて、存在感のあるそれは、早瀬のものなんだ。


　もしかして、オレははやまったかもしれない。だって、やっぱりきついよ。そんなの、入んないよ、絶対。


　それに、そもそも、どうしてオレと早瀬がこんなことをしなきゃならないんだろう。熱に浮うかされたみたいになって、気持ちよさに負けたオレがいけないんだけど。


　それでも、これはちょっと拷ごう問もんみたいだった。


「は…やせっ……」


「もう少し我慢して」


　早瀬はとうとう最後まで入れてしまった。


　改めて、ぴったりとそこにはまってしまってるそれのことを思い、オレは眩暈めまいがしてしまいそうだった。


　オレの中に早瀬がいるんだよ。


「廉太郎の中はすごく気持ちいい。ありがとう」


　ニコッと笑われて、オレはドキッとする。


　こんなときでも、早瀬の顔は整っていて、綺き麗れいだったから。


　ああ、でも、相手が綺麗だろうが、そうでなかろうが、関係ないって。オレは半分騙だまされたみたいな成り行きで、エッチされてるんだよ。


　それも男相手にこのオレが。


　ああ、神様っ。


　でも、神に祈いのろうがどうしようが、事実は変えられない。オレは早瀬に組み敷しかれて、身体からだの内部に早瀬を受け止めていた。


　ものすごい圧あつ迫ぱく感だ。痛いっていうより、そっちのほうが強くて、オレは叫さけんでしまいそうだった。いやいや、理事長室で叫ぶわけにはいかない。


　本当だったら、オレは理事長に学校を案内しているはずなのに。


　早瀬はそろそろと腰こしを動かした。


「わっ……」


「痛い？」


　さすがに心配そうに尋たずねられた。そんな顔をされると、オレは単純だから、早瀬も心配してくれてるんだなあって思ってしまう。


　どうせだったら、早瀬なんか悪人みたいにしてくれればいいのに。


　そうしたら、オレは早瀬なんかバカヤローって単純に思えるのに。


「早瀬はオレのこと……」


「好きだよ。とても好きだ。愛してる」


　それを早く言ってくれてたら、オレだって、早瀬の気持ちに気づいていたぞ。好きだってだけじゃ、普ふ通つうはみんな友達としてだって思うよ、絶対。


「私はもっともっと廉太郎を気持ちよくさせてあげたい」


　早瀬はそう言いながら、腰こしを動かしていく。情けないことながら、その腰の動きひとつで、オレは完全に翻ほん弄ろうされていた。


　身体からだの中に別の感覚が生まれる。


　オレ……オレ……。おかしくなりそう。


　何だか気持ちいい。


　早瀬が動く度に、痛みよりも快感がオレを支配するようになってしまった。


　オレは早瀬にしがみついた。


　早瀬の仕立てのよさそうなスーツにシワが寄りそうだけど、仕方ない。オレは目の前のものにすがりついてなけりゃ、どうにかなってしまいそうだったからだ。


「早…瀬……っ」


「廉太郎……！」


　お互たがい夢中で抱だき合ってる。まるで、すべてを許し合った恋こい人びと同士みたいに。実際はかなり違ちがうけど。


　早瀬はオレの勃たち上がってるものに触ふれた。興奮してるそこを擦こすり上げられて、オレも盛大に盛り上がってしまった。


　またイキそうになる。でも、このまま出しちゃったら……。


「大だい丈じよう夫ぶだから」


　オレの半分苦しそうな様子から察して、早瀬はそこに、どこから出したのかハンカチを押おし当てる。


「あっ…ああっ……！」


　安心して気が緩ゆるんだのか、すぐにオレはイッてしまっていた。


　めくるめく快感に頭がボーッとなっていると、不意に早瀬の腰こしが押しつけられた。それと同時に、オレの中で何かが弾はじけたような気がした。


　えっ。まさかと思うけど……。


　中出しされちゃった。


　今度は呆ぼう然ぜんというか、目の前が真っ暗になってしまった。


　いや、最終的にはそうなるのは判わかってたよ。それがなけりゃ、早瀬だって、終わるに終われない。それはオレだって一いつ緒しよだから。


　でもさ。中で出すなよ。頼たのむから。


　もう一体、どうしてこんなことになったんだろう。オレは本当に声を上げて、泣きたくなってしまった。


　泣いたって、この状じよう況きようが変わるわけじゃないけどさ。


　中からずるりとそれが取り出される。圧あつ迫ぱく感がなくなってホッとしたが、何となく淋さびしいような物足りないような、そんな感じもした。


　ああ、オレって、もう早瀬に慣らされてるじゃないか。


　後こう悔かいするのは虫がよすぎるよな。結局、自分も気持ちよくなって、喘あえいだりしてたんだから、全部、早瀬のせいにするのは間ま違ちがってると思う。


　でも…でもっ、何となく理り不ふ尽じんだよ。オレは別に、そういうつもりで早瀬と付き合ってたわけじゃないんだから。


　ただの、趣しゆ味みの模型友達だったはずだ。


「大丈夫かい？」


　ハンカチで後始末をしながら、一目で上じよう機き嫌げんと判わかる早瀬が訊きいてくる。


　そういう単純な性格の早瀬が好きだったんだけどね。今はそれが憎にくらしくなってくるよ。オレをこんな目に遭あわせたくせにって思ってしまう。


「大だい丈じよう夫ぶなわけないだろっ！」


　オレの怒いかりの発言に、早瀬はビックリしたような顔をする。


「どこか痛むのか？　ここか？」


「あっ、バカッ。触さわるな」


　早瀬はオレの足を広げて、さっきまで早瀬を受け入れていた場所を指で探る。


「ああっ……あっ」


「……気持ちよさそうだよ？」


　早瀬は思いっきり真ま面じ目めに訊いている。一体、どこが大丈夫じゃないのかと言いたいのだろう。


「身体からだじゃなくて……オレの精神的問題なんだよ！」


　不覚にも、また感じてしまったオレは赤くなりながら、そう叫さけんだ。


「精神的問題？」


　早瀬は見当もつかないといった感じで首をかしげる。


「何か問題でもあったかな？」


「大ありだ！　ていうか、その前に……指、出せよ」


「ああ、ごめんね。つい気持ちよくって。君も感じてるし」


　わざわざ確認させるなよ。恥はずかしいから。


　やっと指が引き抜ぬかれて、オレはホッと息をつく。


　本当にオレの身体をこんなふうにしやがって。


「あのなあ。オレは早瀬のこと好きだって言ったけど、それは単なる友達としての感情で、つまり友情ってやつだよ」


　そこだけは絶対間ま違ちがえられてはかなわないので、早瀬の目を見つめて、はっきりと言った。まあ、下半身は丸出しで、こんなことを言うのもヘンなんだけどさ。


　早瀬はそれを聞いて、ショックを受けたような顔をした。


　さすがに、自分のしたことを振ふり返って、反省したに違いない。


「あんたは何か勘かん違いしてたみたいだけど、オレはあんたとエッチなんかするつもりはなかったんだからな。それを無理やり……」


　早瀬はオレの言葉を遮さえぎるように、厳しい声で言った。


「じゃあ、君は、一時の快楽と引き換かえに、好きでもない奴やつと身体をつなぎ、愛の行こう為いを営む人間だったのか？」


　ムッ。それじゃ、オレのほうが悪い奴みたいじゃないか。そうじゃないだろ。オレが嫌いやがってたのに（そうは見えなかったかもしれないけど）、勘かん違ちがいでレイプまがいのことをした早瀬のほうが絶対悪いはずだ。


「失礼なことを言うなよ。あんたが無理やりキスしてきたり、触さわったりするから、身体からだだけ先走っちゃっただけで、オレはそんなつもりなんかないのに……」


　早瀬があまりに冷たい目でオレを見るから、それ以上、続けられなくなってしまった。ホント、早瀬って、地顔がクール系だから、怒おこると怖こわいよ。


「君は友達の誰だれにでも、触られたら感じてしまうのか？」


「そんなわけないだろっ！　それはいくら何でもオレに対しての侮ぶ辱じよくだ！」


　早瀬は口元に笑みを浮うかべた。


「だろう？　ということは、君は私だから特別に感じたことになる」


「いや、それは……」


　そうだけど、でも、そうじゃないんだ。オレは早瀬のこと、友達以上に思ったことはない。


　でも実は、もしかして、早瀬の言うとおり、オレは友達の誰にでも同じことをされたら感じてしまうような奴やつだったりして。


　そんなバカな……。


　そうは思うが、だんだん自信がなくなってきてしまった。


「判わかってる。君は恥はずかしがりやだから、そういうことを言ってしまうんだよね」


　早瀬はオレの前まえ髪がみを撫なでると、額に優しい仕草でそっとキスをした。


　待てよ。その結論は何なんだ。


「君は真ま面じ目めで純じゆん粋すいだ。だから、私とのことが自分で許せなかったんだ。理事長と生徒。それは許されない恋こいだよ。でもね、だからこそ、私達は強く結ばれるべきなんだ。どんな障害にも負けないくらいの強い結びつきを」


　早瀬の言う、別れとは別のけじめって、こういう意味だったのか。妙みように納なつ得とくしかけてしまったが、問題はそんなところにあるんじゃなかったはずだ。


「君が友情だなんて言葉で、私への気持ちを抑おさえ込もうとしているのは、涙なみだが出るほど嬉うれしい。けれど、それは正しいことじゃない。君が私のことを好きなのは、君を抱だいていて、よく判ったよ。君の身体のすべてが私を求めていて、嵐あらしのような強い情熱で私を縛しばるんだ。こんなに君に愛されてるなんて、私は本当に幸せ者だ」


　オレはただただ呆ぼう然ぜんとするしかなかった。


　どうして、オレの日本語が通じないんだろう。もちろん、早瀬がオレの言うことを自分の都合のいいように曲げて解かい釈しやくしているからだ。


　しかし、それは早瀬に悪意があってのことじゃない。ホントに本気でそう思い込んでいるんだよ。


　だけど、早瀬の熱弁を聞いていると、だんだん、オレまで暗示にかかってしまいそうだった。


　オレが本当に早瀬のことが好きで、それでも身を引こうと、愛情を友情だと言い張っているという……。


　いや、そうじゃないはずだ。


　オレはただ早瀬のテクニックに陥かん落らくしただけだ。他ほかにほんっとうに何にもないのに。オレは普ふ通つうの感じやすいお年とし頃ごろの少年なだけなんだってば。


　早瀬はオレの顎あごをそっと持ち上げた。


　早瀬の瞳ひとみが愛いとしげにオレをじっと見つめる。その瞳につい見とれているうちに、早瀬はオレに口づけた。


　愛情を込めたような熱いキスで、オレは眩暈めまいがしてしまった。


　少なくとも、早瀬は本気でオレのことを好きなんだ。それなのに、オレってば、別に好きでも何でもないくせに、早瀬を弄もてあそぶようなことを結果的にしてしまったんだって思った。


　もちろん、それはオレのせいじゃない。早瀬が悪いわけでもないけど。


　でも、オレはちゃんと申告したからな、と思う。オレの気持ちは友情なんだって。確かにそう言ったんだ。勝手に自分のいいように解かい釈しやくしたのは早瀬のほうだから。


「どんな障害があっても、二人で乗り越こえよう。私は誓ちかうよ。君を一生愛すると」


　そう言って、早瀬はオレをギュッと抱だきしめる。


　オレはもう呆あきれてしまって、ハイハイと心の中で返事をした。


　もう、どうでもいいや。いや、本当はよくないに違ちがいないけど、今の時点で、オレは早瀬をどうやって説得したらいいのか、さっぱり判わからなかったからだ。


「とにかく……学校案内だ」


　オレは自分を取り戻もどすために、最初の話に戻した。


　まるで、予定どおり学校案内をすれば、元のオレと早瀬に戻れるような気持ちで。








　家に帰って、オレは自分の部屋のベッドに寝ねそべって、今日のことを思い返していた。


　やっぱり無理なことをすれば、いろいろおかしくなるもので、大だい丈じよう夫ぶだと思ったのに、オレの身体からだは理事長室のソファから起き上がってみると、あちこち痛みが走った。


　それでも、オレは早瀬に学校案内をした。


　さすがに、早瀬もこれは真ま面じ目めにオレの言うことを聞いていた。時々、質問なんかしたりして、そういうところを見ると、理事長なんだなあと思ったりして。


　理事長室のことは、いっそ、なかったことにしてしまいたい。オレは理事長然とした早瀬を見ながら、そう思った。


　こんなピシッとした格好いい早瀬が、さっき理事長室でオレにあんなことを……。そう思うと、黒板消しで何もかも消してしまいたい衝しよう動どうにかられた。ホント、黒板消しで消えるものなら、オレはそうしてしまっただろう。


　そんな複雑な気持ちで、オレは学校を一周して、理事長室の前に戻もどった。


「それじゃ、学校案内はここまでということで」


　オレはこれでおしまいという意味で、早瀬に一礼した。もちろん、早瀬とはここで別れるつもりで。


　早瀬は去ろうとするオレの手首を摑つかんだ。


　えっと思って、顔を上げると、早瀬はにっこりと微ほほ笑えんだ。


「学校案内してくれたお礼に、私の車で家まで送ってあげよう」


　早瀬の車って言えば、いつものアレだろうか。乗りたいのはやまやまだ。身体からだもきついし。だけど、そういうわけにはいかないだろう。


　だって、それこそ、けじめってやつがあるからだ。オレと早瀬がこれからどんな付き合いをしていくのか判わからないけど、理事長として訪れた学校で、こんなことを言っちゃダメだ。


　オレはちょっと怖こわい顔をしてみせて、小声で言った。


「オレはオレのすることがあるし、早瀬は早瀬でちゃんと理事長としてやることあるだろう？　それこそ、公私混同でけじめがないぞ」


　早瀬はそれを聞いて機き嫌げんを悪くするどころか、嬉うれしそうな顔をした。


「君のそういうところが好きなんだよ」


　そういうところって一体。オレには早瀬の考えてることがさっぱり判らないよ。


　オレは呆あきれながらも、再び注意した。


「そういうセリフ、学校内では禁止だ。もちろん今日みたいなことも……だ」


　それをどう受け取るかは、早瀬次第だ。いや、もっとちゃんと判るように言わないと、早瀬には通じないのかな。普ふ通つうに言っても通じない奴やつだし。


「判ってる。廉太郎は恥はずかしがりやだから」


　……全然判ってないじゃないか。オレの言ってることはそうじゃないだろう？


　オレは呆れながら、微笑んでいる早瀬の顔を眺ながめていると、学園長が現れた。


「柏木君。理事長に案内してくれたかな？」


　学園長もやたらとニコニコしている。でも、こっちは単なる愛あい想そ笑いだな。頭を下げるのは嫌いやなんだけど、立場的に理事長には弱いんだろう。


　ま、オレには関係のないことだけどね。


「はい。じゃ、僕ぼくはこれで失礼します」


　オレはさっさと二人に頭を下げて、その場から離はなれた。これ以上、ここにいると、早瀬に何を言われるか判ったものじゃないからだ。


　さすがに早瀬だって、オレがいないところでは、普通に理事長として振ふる舞まえるだろうから。


　そして、オレはそのまま家に帰ってきて、今に至るというわけだ。


　オレはベッドに寝ね転ころび、天てん井じようなんか見上げていた。


　オレの家は二階建てで、部屋は二階部分にある。父親が模型好きだから、あちこちに模型が飾かざってある家だけど、オレの部屋にはオレの力作が所狭せましと並んでいた。


　この部屋に、何度か早瀬を呼んで、一いつ緒しよに模型を作った。あまり器用でない早瀬の代わりに、細かい作業をしてやったり、コツを教えてやったり……。


　最新コレクションを並べる棚たなの隅すみに、早瀬の作りかけの飛行機があった。練習作なわけだけど、仕事で忙いそがしい早瀬は、休みの日にここでオレと作って、完成したら、家に持って帰るんだ。


　家でも自分でコツコツと作ってるのがあるみたいだけど、それができたら、自分の家にオレを呼んでくれるって言ってたっけな。


　早瀬の家って、どんな家なんだろう。二十六歳の若さで理事長になるなんて、やっぱり家がお金持ちとかなのかな。


　それ以上の想像はできなかったし、オレにあんなことをした早瀬のことを、こんなに気にしてるなんて、何よりも自分が情けなかった。


　オレはもっと怒おこってもいいはずなのに。


　だけど、早瀬のあの自分勝手な理り屈くつを聞いていると、何だかそれが正しいような気もしてくるから不思議だ。


　いや、そんなはずはない。早瀬が正しいはずはないよ。オレは騙だまされてるんだって。


　階段を誰だれかが昇のぼる音がする。オレはボンヤリとそれを聞いていた。


　どうせ隣となりの部屋の姉さんだよ。短大生なんだけど、今日は帰りが早いな。いつもバイトばっかりしてるのに。


　コンコンとノックの音。


「開いてるよー」


　どうせ姉さんだと思ってたから、オレはベッドに転がったまま、そう返事をした。


　ドアが開く。そこには早瀬が立っていた。


「何で……あんたがここに来てるんだよっ」


　オレは慌あわてて上半身を起こした。


　早瀬は母さんと顔見知りだから（というより、早瀬は母さんのお気に入りなんだ）、部屋に上がっていいよってことになって、通されたんだろうけど。


「だって、あれからすぐに君が帰ってしまうから」


　早瀬はオレが動どう揺ようしているのを不思議そうに見つめて、そう言った。


「フツー帰るだろ。学校案内は終わったんだし」


「私が一緒に帰ろうと誘さそっていたのに」


　やっぱりオレがあんなに公私混同だって言ってたことを、早瀬は何にも気に留めてなかったってことだよな。


　いやいや、それでこそ早瀬。というのか、早瀬はとことんズレてるんだよ。やっぱり、早瀬の傍そばにはオレがいて、いちいち常識で諭さとしてあげないといけないのかな。


　そんな義務はないし、何でオレがそんなことを……って思わないでもなかったんだけど。


「頼たのむから、学校に来るときは理事長としての務めをまっとうしてくれよ。理事長が何をやる仕事なのか、よく判わかんないけど、少なくとも、一生徒相手に一いつ緒しよに帰ろうなんて言ったらダメなんだ」


　オレの言葉をどういうふうに理解したのか、早瀬は微ほほ笑えんだ。


「言っとくけど、オレが恥はずかしがりやだからじゃないぞっ。そんなの常識なんだからな」


　オレは先回りして釘くぎを刺さした。


「もちろん私もある程度のけじめは必要だと思うよ。でも、私の理性を突つき破るくらい君は魅み力りよく的だし、こっそり君をドライブに誘さそうくらい、いいじゃないか」


　どこが魅力的なんだよ。ホンットに普ふ通つうの男子高校生なオレのどこが。


　オレは早瀬のあまりのワガママな発言に業ごうを煮にやして、溜ため息いきをついた。


「ひどいな。あんなに激しく愛し合ったのに」


　オレはカッときて、思わず枕まくらを投げつけた。


「だっ…誰だれが愛し合ったんだよっ」


「もちろん君と私」


　早瀬は自信満々だ。オレはドッと疲つかれてしまって、そのままベッドに倒たおれてしまった。いや、ホントに倒れたわけじゃなくて、もうどうでもよくって、身体からだの力が抜ぬけてしまったからだ。


「廉太郎！　もしかして、どこか痛いとか？　救急車を呼ぼうか？」


　大げさに慌あわてている早瀬に、オレはもういっそのこと起きないでおこうかと思ったくらいだ。


　でも、そんな真ま似ねをしていたら、本当に救急車を呼びかねないよ、この男は。


　オレは仕方なく顔を上げた。


　心配そうにオレを見ていた早瀬は、明らかにホッとしたような顔をして微笑んだ。


「よかった。君が初めてだったから、気を遣つかったつもりだったんだけど、やっぱり大変なんだろうね、アレは」


　いちいち思い出させないでほしい。でも、あれって、気を遣ったつもりだったのか？　オレとしては、とてもやるせない気持ちだ。


　まあ、済んだことは、今からグチグチ言ったところで、どうしようもない。本当にこれから、オレと早瀬はどうなるんだろう。


「なあ……早瀬。オレ、あんたにはついていけないよ」


「どうして？　私が理事長だから？」


　すでにズレている会話をオレはどうしたらいいだろう。


「そうじゃなくてさ。オレ……」


　理事長室での話を思い出すと、確かオレが早瀬のことを友情で好きだって言ったことは、早瀬の中で否定されているんだったっけ。また、同じ議論を蒸し返すのは嫌いやだな。どうせ早瀬は理解なんかする気はないんだしさ。


　だったら、別の方面から、これ以上、エッチなことをされないように説得しないと。そうしなけりゃ、二人きりでいたら、必ずエッチになだれ込むことになりそうだ。


　待てよ。今もひょっとして、オレと早瀬は二人っきりなんじゃないかな。


　しかも、オレはベッドの上にいるし。それに、早瀬はオレに断りもなく、ベッドに腰こしを下ろしているし。


「あ、あのっ……早瀬！」


「何？」


　早瀬はにこにこと微ほほ笑えんだ。


　ああ、その笑顔が何だか悪あく魔まみたいに見えるのは何な故ぜだろう。悪意はないんだけど、善意と信じて悪いことをする人みたいだよ。


「オレの家って、その、壁かべなんか薄うすいし……理事長室みたいなことは……」


「何だ。そんな心配していたのか。私は廉太郎の嫌がることはしないよ」


　ホントかっ。


　オレは心の中でそういうツッコミを入れた。


　だって、早瀬はオレが嫌がってるかどうかってのを、勝手な判断で決めるからさ。オレが嫌だって言ってても、早瀬が嫌がってないと解かい釈しやくしたなら、それは嫌がってないことになるんじゃないだろうか。


　少し賢かしこくなったオレは、早瀬の顔を疑いの眼まな差ざしで見つめた。


「だって、ほら……」


　ちょうど、階段を昇のぼってくる足音が聞こえる。


　そして、コンコンと控ひかえめなノックがされたかと思うと、家の中なのに何故か薄うす化げ粧しようなんかしている母さんが現れた。コーヒーやケーキを載のせたトレイを手にして。


「早瀬さーん、ゆっくりしてってくださいね。よかったら、お夕飯を食べていかれませーん？」


　恐おそるべし、マダムキラー。


　というか、母さんが夢中になるのも判わかる気がする。早瀬って、やっぱり見た目はすごくカッコいいし、顔立ちもホント綺き麗れいなんだよ。微笑まれたら即そく座ざにアウトって感じだ。


　しかし、早瀬を夕食なんかに誘さそうなよ。こいつ、オレをゴーカン（ちょっと違うけど）をした奴やつなんだぞ。


　でも、母さんだけじゃなくて、姉さんも早瀬の外面に騙だまされてるし、父さんは「模型を好きな奴に悪い奴はいない」が口くち癖ぐせだし。何だかいつの間にか、早瀬って、オレの家族に公認されてるみたいだ。


　いや、公認っていったら、別の意味に取れるけど、そうじゃなくて、ちゃっかりオレの家族に馴な染じんでるんだ。普ふ通つうに考えたら、早瀬みたいなタイプはとてもじゃないけど、うちみたいな庶しよ民みん的な家族には馴染まないと思うんだけどさ。


　理事長云うん々ぬんみたいな話は置いといても、早瀬はどこか品がよくて、育ちがいい感じがするんだよな。


「じゃあ、せっかくですから、お言葉に甘あまえて……。いいですか？」


　早瀬が母さんに微ほほ笑えみかける。たちまちポーッと頰ほおが赤く染まる母さんを、オレは哀あわれみの目で見てしまった。


　騙だまされる気持ちは、オレにはよーく判わかるよ。男のオレでさえ、早瀬に微笑みかけられると弱いんだから、女の母さんが頰を染めたくなるのは判る。


　でも、早瀬。オレにあんなことしておきながら、図ずう々ずうしくも、オレんちで夕飯を食うつもりなのかっ。


　結局、早瀬には罪の意識なんかないから、仕方がないのかもしれない。


　オレはどうやったら、早瀬に罪の意識を植えつけることができるかな。もしかして、そんなの無理なのかな。


「すぐに用意しますね。しばらく廉太郎の部屋でお待ちになっててください。すぐにお呼びしますからっ」


　母さんは早瀬に見つめられて、上うわ擦ずった声で答えていた。そして、ケーキとコーヒーをいつもオレと早瀬が模型を作ってる作業テーブルの上に置いて、夢でも見てるような足取りで部屋を出ていった。


「廉太郎のご家族にはいつもよくしていただいて……廉太郎の恋こい人びととして、ご家族に受け入れられてるようで嬉うれしいよ」


「だ…誰だれが恋人だっ！」


　だいたい、家族の誰も、早瀬がオレの恋人だなんて想像もしてないぞ。


「私は廉太郎が好き。廉太郎は私のことを好きでいてくれる。そして、身体からだを重ねて愛し合った。だったら、二人は恋人だろう？」


　あああっ、どうしよう、反論できない。反論しようとすれば、また、理事長室での話を繰くり返さなきゃいけなくなる。


　だけど、早瀬はオレに好かれているって思い込んでるし、それをオレは違ちがうって証明できないから、どうしようもないんだ。


　本当にオレ達、どうなるんだろう。これから。


「せっかくだから、ケーキとコーヒーをいただこう」


　早瀬は立ち上がると、勉強机の横にある作業テーブルに着いた。


「早瀬……」


「ん？」


　早瀬に優しげな視線を向けられて、ドキッとする。


　ああ、オレ、こういうときの早瀬の顔に弱いんだ。クールな瞳ひとみがオレを見た瞬しゆん間かんに優しく細められて、何だかこう、自分が早瀬にとって特別な存在なんじゃないかって思ったときなんか、すごく胸の中があったかくなったりして。


　こいつは油断がならない奴やつなのに。


「コーヒーが冷めてしまうよ」


「あ…ああ」


　オレも作業用のテーブルに着いた。この間まで、オレと早瀬はここで模型を作るだけの、ただの友人関係だったのに、今はどうしてカラダの関係なんかあるんだろう。


　信じられないよ。でも、理事長室でやってたことは本当のことだ。何というか、消せない汚お点てんって感じもするけど。


「不思議だな。私はずっと廉太郎のことを見ていて、好きでたまらなかったけど、こうして君の恋こい人びとになれるなんて」


　だから、それは勘かん違ちがいなんだってば。


「一生、君を離はなさないよ」


　そういえば、そんな懐なつメロがあったような気がする……。


　歌の中にそんなクサいセリフが出てくるんだよ。「幸せだなあ」とかって。


　オレ、もしかして一生、早瀬の傍そばにいなきゃならないのか。


　おいおい。女の子なら、結けつ婚こんってこともあるだろうけど、オレは男だぞ。オレをどうやって一生離さないつもりなんだよ。


　そんなの、無理だって。


　そう思うけど、早瀬はそんな無茶を通してしまいそうなところがあった。それこそ、オレがこのまま早瀬に引きずられていったら、そういうことになってしまいそうだった。


　早瀬は優ゆう雅がな仕草でカップを持ち、唇くちびるに運んでいく。その形のいい唇にオレぱあちこちキスされちゃったんだって思ったら、顔がひとりでに赤くなってくる。


　バカバカッ。オレのバカこそんなこと思い出して、どうするんだよ。


「どうしたのかな？」


　早瀬はオレの妄もう想そうを見み透すかかしたように、端たん整せいな顔に笑みを浮うかべた。


　恐おそるべき男前だ。本当にオレは早瀬が怖こわいよ。マジでオレ、このまま一生、早瀬の奴ど隷れいになってしまったりして。


　いや、ちょっと持てよ。オレは早瀬の師し匠しようじゃなかったのか。


　そうだ。オレと早瀬の間には、模型という趣しゆ味みが恋れん愛あいなんかの前にあったはずだ。


「今日は模型……作らないのか？」


　オレは作りかけの早瀬の飛行機を指差して言った。


「私は本当のことを言って、毎週、君の家に押おしかけて悪いんじゃないだろうかと、ずっと思っていたよ。だって、君は高校生で勉強もあるだろうし、何より模型のスペシャリストだ。私の世話を焼くより、自分の模型を自由に作りたいんじゃないかと」


　何だよ。急に……。


「そんなことない。オレは早瀬にいろいろ教えるのが楽しかった」


　本気になってそう言うと、早瀬はにっこり微ほほ笑えんだ。


「そうだね。こうして廉太郎が私を受け入れてくれたんだから、私は遠えん慮りよなく、ここに寄せてもらうよ。私にはまだまだ教えてもらわないといけないことがたくさんあるから」


　しまった。うっかり、早瀬がこの部屋に来る口実を与あたえてしまった。まあ、部屋に来ること自体はいいよ。模型を作ることも、アドバイスすることも楽しい。


　だけどさ……。


「言っとくけど、ここでするのは、模型作りだけだからな」


　オレは早瀬に念を押した。


　早瀬はフッと笑う。意味深な目つきをして。


「私が怖こわいとか？」


　ムッ。何だよ。何でオレが早瀬を怖がらないといけないんだよ。


「怖くて言ってるんじゃない！」


「判わかってる。私はさすがに愛する廉太郎のご家族に嫌きらわれるわけにはいかないから、ここでは我が慢まんするよ」


　そういうところには常識があったのか。オレはホッとする。


　早瀬のことだから、愛する者同士はどこで何をしても当然みたいな非常識を振ふりかざすんじゃないかとビクビクしていたんだ。だって、理事長なのに学校内でオレをあんな目に遭あわせたんだよ。信用できなくて当たり前じゃないか。


　何だか腹が立つっ。


　オレはケーキにグサッとフォークを突つき刺さして、口に放り込んだ。


　だいたい、早瀬が来ると、何でいつもケーキなんだよ。オレは饅まん頭じゆうとか、せんべいとか和菓子のほうが好きなのにっ。


「廉太郎……」


　早瀬は手を伸のばして、オレの唇くちびるに触ふれた。そして、ゆっくり顔を近づけてきた。


　おい。待て。ここでは、我慢するんじゃなかったのか。


　早瀬はオレの唇の端はしをペロッと舐なめた。


「えっ？」


「クリームがついてる。そんなにケーキが好きなのか？」


　紛まぎらわしいことをするなよ。オレは顔を近づけられて、てっきりキスされると思って、ドキドキしちゃったのにさ。


　いや、もちろん、オレは早瀬にキスしてもらいたいわけじゃないよ。でも、いかにも、そんな雰ふん囲い気きだったんだよ。…って、オレの考えすぎなのかな。


「我慢するのも大変なもんだな」


　早瀬はクスッと笑った。


　そんなことを言いながらも、余よ裕ゆうじゃないか。


　オレって、とことん、早瀬の掌ての中で弄もてあそばれてる感じがする。本当はオレがどんなことを考えてるのかなんて、早瀬は全部知ってたりして。オレの気持ちを思いっきり曲解していたから、まさかそんなことはないと思うけど、もしそうだったら、早瀬って、相当性格悪いよな。


　オレはテーブルに肘ひじをつき、思いっきり溜ため息いきをついた。


「どうかした？」


　早瀬は自分が溜息の原因だとは露つゆほども思っていないようだ。オレだって、早瀬に反省してもらおうとは、もうこの段階では思ってないんだけどさ。


　ただ、これ以上、エッチなことは何もされたくない理事長室での出来事は、もうただの悪夢だったと思おう。


　そうだ！　オレと早瀬はただの模型友達なんだからっ。


　早瀬が何かエッチなことを仕し掛かけてきそうになったら、逃にげるんだよ。どんな手を使ってでもさ。


　幸い、この家にいるときは、オレに手を出さないつもりらしいし。


　ということは、模型を作るときだけ会えば、早瀬と今までどおりの関係が続けられるってことじゃないか。


　学校ではオレは生徒会長で、忙いそがしい日々を送っている（暇ひまなときも生徒会室に入り浸びたってるだけだが）。理事長のことなんか知ったことか。


　オレはにんまりと笑った。


「早瀬っ。作りかけのを作ってしまったら、また模型店に行こうな」


　オレの計略にも気づかずに、早瀬は微ほほ笑えんだ。








　オレはそれからしばらく生徒会活動に専念した。


　まあ、そんなことをしなくても、早瀬は別に毎日学校に顔を出してるわけじゃないみたいで、あれから学校で顔を合わすことはなかった。


　そんなわけで、早瀬とは日曜にオレの家で会うだけだ。当然、エッチもナシだよ。相変わらずアヤしいムードはつくってくれるけど、それだけだ。


　ああ、家族がいるって、いいなあ。


　オレはしみじみと思った。


　ドライブに行こうとか誘さそわれるけど、ＢＭＷは惜おしいが、きっぱりと断っている。車に乗ったら最後、どこに連れていかれるか判わからないじゃないか。ヘンなホテルなんかに連れ込まれたら困るから。


　ラブホなんか、早瀬のイメージじゃないけどね。早瀬ならシティホテルかな。イブにスウィートなんか予約しちゃって、薔ば薇らの花束を手に迎むかえに来たりして。


　…なんて、想像してたら、ホントになりそうだから、やめておこう。早瀬もどうせ高校生を引っかけるなら、オレなんかじゃなくて女の子にすればよかったのに。そうしたら、イブに薔薇の花束だとかスウィートだとかで、きっとポーッとなるぞ。いやいや、その前に、早瀬の姿形だけで、女の子はもうメロメロだよ。


　やっぱり、オレは男なんだから……。


　早瀬の思うような『恋こい人びと』なんかにはなれないよ。


　こんなふうに二人きりになるのを避さけてれば、早瀬もいずれオレの気持ちを判ってくれるかもしれない。まあ、希望的観測ってやつだけど。


　今日は全校集会のある日で、どうやら、この間の理事会で正式に理事長の引き継つぎを行った早瀬が、挨あい拶さつをするらしい。


　講堂に集められた生徒達を前に、あの早瀬がどんな挨拶をするんだろう。どうせ、誰だれの挨拶もみんな聞いちゃいないけど、気になる。


　オレは司会を務めるから、みんなとは違ちがう場所でスタンバイしていると、諒が傍そばにやってきた。諒は何もしないけど、一応、オレの補ほ佐さってことで、集会のときにはいつも一いつ緒しよにいるんだ。


「進行の打ち合わせした？」


　オレの座っている椅い子すの横に、諒は腰こしかけながら訊きいてきた。


「いつもどおりだよ。別に変わったこと、やらないし」


　諒はオレが渡わたした進行メモに目を落とした。


「理事長挨拶か。今度の理事長って……早瀬高雅…っていうのか？」


　オレはドキッとした。早瀬の名前を口に出されたからだ。


　諒は進行メモに書いてあったことを読んだだけだっていうのに、オレは早瀬の名前を聞いただけで、ドキドキするんだよ。


　やっぱり、オレ、緊きん張ちようしてるのかな。学校では久しぶりに早瀬と顔を合わせることになるし。


「廉太郎はこの早瀬って奴やつに会ったことあるよな？」


「ああ、そうだよ」


「どういうふうに見えた？」


　何で諒はそんなことを訊きくんだろう。理事長がどんな奴やつだって、聞係ないだろうに。


　横を見ると、諒はじっとメモを見ている。その横顔は、オレがいつも見慣れている諒とは違ちがっているような気がした。


　どうしてだろう……。


　そう思いながら、ともかくオレは諒の質問に答えた。


「えーっと、若い人だったな。ちょっと怖こわそうな人かなって思ったら、意外と優しくて。でも、変な人だったかも」


　早瀬と初めて会ったときの正直な感想を述べてみたが、これで通じるだろうか。


「優しい人だった？」


「うん。一応、そんな感じだったけど……」


　それが一体どうしたんだろう。もしかして、諒までもが早瀬のことを知っていたりして。


　まさか。いくら何だって、そんな偶ぐう然ぜんあるわけないじゃないか。


　教職員が座ってるところから、ざわめきが聞こえた。そっちを向くと、早瀬が学園長と共に講堂に入ってくるところだった。


　前もって教職員には挨あい拶さつというか、顔合わせみたいなものはあったんだよな。早瀬は先生達に会え釈しやくをしながら、オレが座ってる場所の近くまでやって来た。どうも途と中ちゆうの女教師達をトリコにしてるっぽいところが、さすが早瀬って感じだな。


　早瀬と目が合う。


　オレを見ると、何だか蕩とろけそうな笑顔を向けてきて、オレはどうしようかと思った。そんな顔されたら、オレも無下にはできないしさ。とりあえず黙だまって頭を下げたけど。


　早瀬の視線がふとオレから逸それた。


　オレの横にいる諒に目をやったらしい。諒を見ると、何だか食い入るような目つきで早瀬を見つめている。


　ああっ、やっぱり、この二人って知り合いなのか。


　諒は何かを吹ふっ切るように目を逸らすと、立ち上がった。


「廉太郎。僕ぼく、ちょっと気分悪いから」


　そう言うと、諒は早瀬の横を通っていく。早瀬は諒に話しかけたみたいだったけど、ここからは聞こえなかった。諒は一いつ旦たん立ち止まりながら、もう一度、刺さすような視線で早瀬を睨にらみつけて、去っていった。


　何なんだ、今のは……。


　オレは見てはいけないものを見た気分で、心臓がドキドキしていた。


　まるで何かのドラマを見ていたみたいだった。恋れん愛あいドラマみたいなやつだよ。愛と憎にくしみが紙かみ一ひと重えで、主人公達がくっついたり離はなれたりする話。


　早瀬が実はオレと同じように諒とも知り合いで、その上、手を出していて、そのことを早瀬は何とも思ってないけど、諒はすごく早瀬のことを憎にくんでる……みたいな話をオレは想像してしまった。


　ああ、これはただの想像だよ。そうは思うけど、早瀬と諒が知り合いだったっていう想像も当たってたんだし、こっちの想像だって当たってるかもしれないじゃないか。


　もし、そうだったら……どうしよう。


　冷静に考えれば、すごくバカだとは思うんだけど、今の二人の雰ふん囲い気きを見てると、どうしてもそんなふうにしか思えないんだよ。


「柏木。そろそろ始めるぞ」


　一人、想像しすぎて苦く悩のうしていたオレは、教頭から急せかされて、マイクの前に立った。


　あれこれといろんなことを考えていたオレだけど、幸い大したミスもなく、集会はどんどん進んでいく。


　早瀬が壇だん上じように登場すると、女の子がヒソヒソとおしゃべりしていた。やっぱり、ここでもあの容姿は目立ってるんだよな。


　早瀬の挨あい拶さつを聞いていると、どうも早瀬のおじいさんがこの学校を創立したらしくて、前の理事長は早瀬のお父さんだったらしい。


　そういえば、前理事長って、突とつ然ぜん亡くなったんじゃなかったっけ。夏くらいだったかな。集会で黙もく禱とうさせられたことがある。そして、それで、しばらく理事長代行を副理事長がやってたんだ。


　そうか。お父さんが亡くなったんだ……。歳はいくつだったか知らないけど、やっぱりショックだよな。


　オレは壇上の早瀬を見つめた。


　早瀬はいつも自分勝手だけど、そういうことを考えたら、何だか同情したくなってくる。いや、それと早瀬の性格とは何の関係もないんだけどさ。


　そうだ。それより、気になるのは、早瀬と諒の関係だ。どっちかにそれを訊きかないことには、オレは落ち着かないよ。


　それとも、何だかワケありっぽかったから、訊かないほうがいいのかな。でも、気になるし、それとなく訊いてみるというのはどうだろう。


　そんなことを考えているうちに、早瀬の話は終わってしまったらしく、講堂は拍はく手しゆに包まれ、早瀬が壇上から降りてきた。


　うわっ。目が合った。


　どうでもいいけど、こんな場所でオレに微ほほ笑えむなって。どんな顔していいか判わからないじゃないか。


　オレはわざとらしく進行メモに目を落として、マイクに近づいた。


　司会役なんだから、司会にオレは徹てつするんだ。


　次に学園長の話が始まる。進行してしまうと、学園長が話し終わるまで、オレは用がないから、元の椅い子すに戻もどろうとした。


「何であんたがここに座ってるんだよっ」


　オレの席の横──つまり本来なら諒の席に早瀬が座っていた。


　オレは小声で文句を言ったつもりだけど、早瀬はわざとらしく唇くちびるに人差し指を立てた。


「理事長さんの席はきっとここじゃないと思いますけど」


　ムッときて、オレはわざと冷たい口調で言った。すると、早瀬はプッと吹ふき出す。


「学園長の話の途と中ちゆうで笑っちゃいけないんですよ。学園長って、自分が馬ば鹿かにされたんじゃないかって、すごく気にするタイプの人だから」


　前に、生徒同士が話の途中に喋しやべってて、笑ってたことがあるんだよ。学園長の話とは全然違ちがうことを喋ってたんだけど、後で担任を通じて呼び出されて、長時間説教されたって聞いたことがある。しかも正座させられてさ。


　もちろん人の話を聞かないで、喋ってたのは悪いかもしれないけど、説教の内容が、それに対してじゃなくて、「笑われたこと」に対してだったらしいんだ。


　意外と大人も大変だよな。コンプレックス抱かかえちゃって。


　学園長よりずっと年下だけど、早瀬だって、いい大人のクセに子供っぽいところがたくさんあるわけだし。


　その子供っぽさがいい方向に働けば、『何かいい奴やつ』くらいにはなれるのにさ。学園長だけはダメだね。


「なかなか君と学校で会えなくて、淋さびしかったんだよ」


　いつものクサいセリフで早瀬はオレを口説こうとする。


「オレは別に淋しくないよ。だって、休みの日にはいつも会ってるじゃん」


「いや、もちろん会ってるけど……」


　学校で会ったら、理事長室に連れ込めるのにってことだろうか。ホントに恐おそろしい奴だよ、早瀬って。用心のため、生徒会活動にいそしんでいて、本当によかったと思う。


「なあ、早瀬」


　オレは諒のことをそれとなく訊きこうとしたが、女教師が近づいてきたので、口を閉じた。


「理事長、こちらに椅子が用意してありますが」


「いや、私はここでいい」


　そりゃあ、早瀬にしてみれば、邪じや魔まされちゃかなわんといったところだろう。


「あ、でも、私が学園長に怒おこられてしまいますから」


　ホントかどうか判わからないが、そう言われては、さすがに早瀬も席を移動しないわけにはいかないだろう。


　早瀬は立ち上がり、オレをちらりと見て微ほほ笑えんだ。


「また機会があったら、話をしよう。柏木君」


　だーれが柏木君だよ。気き障ざなんだからな、まったく。


　そう思いながらも、オレはハイと返事をして、早瀬に頭を下げた。








　それから早瀬がどうしたか知らないけど、集会が終わった後、オレは諒を探した。クラスには戻もどってないみたいで、ひょっとしてと思って生徒会室に行くと、そこにいた。


　いつもみたいにパソコンを開いていたけど、オレが部屋に入っていっても、無表情でモニターに向かっていた。


「何してるんだ？」


　オレが声をかけると、諒はこちらを向いた。


「ゲームだ」


　モニターを覗のぞき込むと、確かにゲームの画面になっている。


「どうしたんだ？　集会サボってさ。早く教室に行かないと、授業始まるぞ」


　オレがそう言うと、諒は少し笑った。


「授業が始まるのに、廉太郎は何しに来たんだ？」


　オレが諒を探しにきたのは判わかってるってことか。いつもながら、諒は鋭するどい。というか、それくらい誰だれだって判るかな。


「諒の態度が変だったから心配でさ。もしかして、諒はあの理事長と……」


「嬉うれしいな。廉太郎に心配されるなんて、初めてだよ」


　オレの言葉を遮さえぎって、諒はそう言った。


　やっぱり二人は知り合いだったんだなと思ったけど、そのことについて諒はオレに突つっ込んでほしくないみたいだったから、これ以上、何か言うのはやめにしようと思った。


「初めてかな。でも、諒はしっかりしてるから、心配することなんてないもんな」


「そうでもないけどね。まあ、僕ぼくはどちらかというと、世話焼きのほうだし」


　諒はクールそうに見えて、意外に周りに気配りするタイプなんだ。いつも小こ憎にくらしいほど冷静だし、気に食わない奴やつには氷のように冷ややかだけど、気に入った奴にはとことん優しいんだ。


「諒……もし悩なやみがあったら、いつでもオレに相談していいからな」


「いきなり何だ、それ」


　諒は笑ったけど、全然目が笑ってなかった。


　ううう。やっぱり変なこと言っちゃったかな。要するに、遠回しに早瀬との関係はどうなんだって、言ってるようなもんじゃないか。


「えーっとさ。諒は何かあっても、自分で全部抱かかえ込んじゃうタイプみたいだからさ。人の世話は焼くけど、自分のことはいつも後回しみたいなところがあるし」


「……そうかな」


　諒はオレの目をじっと見ている。


「そりゃあ、オレなんかじゃ頼たよりないかもしれないけど、友達なんだから、秘密は守るし、オレにできることだったら何でも協力するから」


「何でも？　ホントに？」


　諒は口元に笑みをたたえていた。その表情を見ると、どうせできないだろうと言われてるみたいで、ちょっとムッとくる。


「だから、オレにできることだったらって言ってるだろう？　オレは大して役に立たないかもしれないけど、これでも諒を心配してるんだよっ」


　ごまかしたって、諒の態度がおかしいのは、ちゃんと判わかってるんだからな。


　そういう思いを込めて見つめると、諒はやっといつものように笑ってくれた。


「ごめん。廉太郎を疑ってるわけじゃないんだ。ただ、いろいろと心の整理がつかなくて」


「うん。判る。諒がしたいようにしていい。オレも意外と頼りになるんだってことが判ってもらえば」


「そうだな。廉太郎も意外にね」


　諒はいつもの諒にすっかり戻もどったみたいだった。そういうイヤミなセリフがそんなに似合うのは、諒しかいないよ。


　諒はゲームの画面を閉じて、パソコンを終しゆう了りようさせた。


「ここでサボってると、生徒会が活動禁止になってしまうから、教室に行って居い眠ねむりでもするか」


　諒の居眠りって、確か妙みように堂々と机の上に顔を伏ふせて寝ねるので、けっこう目立つんだ。それでも、ここでサボられるよりはマシなんだけど。


「そんなことしたら、諒だけ活動禁止になったりして」


「そろそろ期末だろ？　どうせ試験前は禁止って決まってるからな」


　そういえば、そうだ。早瀬を避さける手段として、生徒会活動に専念してきたオレだが、しばらくその手は使えなくなるってことだよな。


　あ、でも、その代わり、試験前だからと言って、早瀬のしつこい誘さそいを断れるか。高校生にとって、試験は切札だよな。


「なあ、廉太郎……あの理事長ってさ……」


　諒は立ち上がりながら、ふと言った。


「ロクな奴やつじゃないと思うなあ」


「な、何でっ？」


　いや、オレもある意味ロクな奴じゃないと思うけど、そう言うからには、諒もオレと似たような経験をしたのかな。


「あんな気き障ざっぽくカッコつけてる奴は、どうせロクな奴じゃないって。ただそれだけの話」


　諒は半分ごまかしたように言ったけど、やっぱり早瀬のことをよく知ってるんだろう。気障っぽくカッコつけてるっていっても、ただ目が合っただけで、そんなふうには思えるはずがない。


　一体、諒と早瀬の間に何があったんだ。


　オレはドキドキしてしまった。早瀬はオレにああいうことをした奴だけれども、アレ以外はいい奴なんだ。友達だって思ってる。もちろん諒だって、大事な友達だ。


　オレの友達二人が実は何だか微び妙みような関係だなんて、間に立たされたオレはどうしたらいいだろう。


　まあ、諒はオレと早瀬の関係なんて知らないわけだけどさ。


　ていうか、もし知られたら、無茶苦茶困る。諒に、あんな奴の友達だったなんて……って、頭から軽けい蔑べつとかされたらどうしよう。


　別に軽蔑されるようなことじゃないんだけど、今の諒を見ていると、そんなふうに思い込みそうな雰ふん囲い気きがあった。もちろん、オレ自身は早瀬と友達だってことを、恥はじてるわけじゃないよ。友達以上の関係に一時なったことはさすがに恥じるけど。


　とにかく、諒に、早瀬とのことを訊きけない以上、早瀬に訊くしかない。これをそのままにしておくと、とんでもないことになりそうだし。


　諒のことを裏で探るみたいで悪いと思う。でも、知らないで、とんでもない結果になるよりはいいんじゃないかな。別にオレは興味本位で知りたいわけじゃないんだから。


「じゃ、また放課後に」


　諒とオレはそうやって別れて、何とか授業が始まる時間に間に合った。








　放課後、いつものように生徒会室に入り浸びたって、それからオレは諒と一いつ緒しよに帰ろうと校門に向かっていた。


　諒とは電車が同じなんだよ。いつものように冗じよう談だんを言いながら歩いていると、オレは駐ちゆう車しや場じように早瀬の車を見つけた。


　まだ学校にいるのか……。


　意外だったけど、まだいるなら、今日がチャンスってことかもしれない。オレはしばらく駅に続く道の途と中ちゆうまで歩いて、突然、思い出したように言った。


「諒。オレ、学校に忘れ物したから、先に帰ってていいよ」


「えっ、一緒に行こうか？」


「いいから。いいから。せっかくここまで来たのに悪いし。じゃあなっ。また明日！」


　無理やり諒の背中を押おして、振ふり向いた諒にニコニコして手を振った。諒は怪け訝げんそうな顔をして振り返りながらも、オレに軽く手を上げた。


「じゃあ、明日な」


　諒が傍そばにいたら、早瀬と話なんてできないもんな。オレは諒と別れた後、急いで学校に引き返した。


　よかった。まだ早瀬の車があった。


　オレは駐車場を見み渡わたせる記念碑ひの下に腰こしを下ろして、早瀬が出てくるのを待った。


　やがて、早瀬が玄げん関かんから出てくるのが見えた。でも、早瀬は一人じゃなかった。誰だれだろう。教師じゃないと思うんだけど、早瀬よりかなり年上の男が傍にいた。


　どうしよう。オレは声をかけてもいいものかどうか迷った。ここでオレなんかが親しげに声をかけたりしたら、マズイかもしれない。えーと、だったら、生徒会長として声をかければいいのかな。幸い、顔見知りということになってるし。


「あの……」


　オレは二人に近づいて、声をかけた。


　早瀬はパッと振り向いて、ものすごく嬉うれしそうな顔をした。


　その顔を見た途と端たん、声をかけたことがとても『いいこと』だったように思えてしまった。少なくとも、早瀬にとっては、本当に嬉うれしいことだったに違ちがいない。


「廉太郎！」


　早瀬はオレに駆かけ寄ってきた。


　おいおい。いいのか。ここは学校だし、連れの人もいるのに。


「私を待っていてくれたんだね。嬉しいよ」


　そんなにニコニコされると、ちょっと罪悪感が押おし寄せてくる。だって、オレは早瀬と諒の関係を探ろうとして声をかけたんだから。


「いや、ちょっと話があるだけなんだ」


「話？　じゃあ一いつ緒しよに車に……」


「あの人はいいのか？」


　早瀬はちらっとその人を振ふり向いた。が、すぐにオレのほうに視線を戻もどす。


「いいんだよ。私の秘書だから」


「秘書……。何かすごいんだね」


　師弟関係というか友達だった早瀬が、何だか知らない人になっていくようだ。うちの学校の理事長だってのもビックリだけど、秘書までいるのか。


「別にすごくないさ。父親の代からの秘書だし」


　早瀬は苦々しげな表情をした。


　そうか。秘書といっても、親子ほどに歳が違うっぽいのはそのせいなのか。秘書というより、お目付け役みたいな雰ふん囲い気きがあるし、早瀬にとっては、どちらかというと苦手な存在なのかもしれなかった。


「この間、学校に来たときにはいなかったよね」


「鬱うつ陶とうしかったから置いてきぼりにしたら、後で怒おこられた。何のための秘書だって」


　そりゃそうだね。


　オレは秘書の人に怒られてる早瀬を想像して、少し笑ってしまった。


「この学園に廉太郎がいるって判わかってからは、余計に秘書だの何だのって連れてきたくなかったんだけどね。車だって、無理やり別のに乗せられそうになったが、廉太郎の知ってる車でないとと思って」


　もしかして、早瀬はこの学校に来る度に、オレと会えることを楽しみにしてきたんだろうか。……たぶんそうだろうな。それなのに、オレってば、逃にげることしか考えてなくてさ。


「ごめん……」


「え？　何が？」


「学校では会えなくて」


　早瀬はにっこりと微ほほ笑えんだ。


「仕方ないよ。もしかしたら会見ないかなと勝手に期待しているのは私のほうなんだから。君は勉強や生徒会活動に忙いそがしいんだから……。それくらい私にも判わかってる」


　そう言いながら、そんなに熱い目で見つめられちゃうと、どういう反応をしていいか判らなくなるよ。言ってることは立派だけど、本心は違ちがうってのが判るから。


「とにかく車に乗ってくれないか？」


「あ、でも、こんな場所だから……誰だれかに見られてたら困るし」


「誰もいない。パッと乗ってしまえば判らないよ」


「だけど……」


　渋しぶるオレに、早瀬は困ったような顔をした。


「私は君が待っててくれたのが嬉うれしくて、もうギュッと抱だきしめてしまいそうなんだ。乗ってくれなかったら、このまま本能に従ってしまいそうで」


　それは困る。こんなところで抱きしめられたら、どんな言い訳も通用しないじゃないか。


「判った。乗るから」


　そう言うと、早瀬は満足そうな表情をした。


　ああ、ホント。早瀬って、自分の思うとおりにする名人だよ。


　オレは車のところで待っていた秘書の人に紹しよう介かいされた。


「この学園の生徒会長で柏木廉太郎君だ。実は柏木君とは前々から知り合いで、懇こん意いにしてるんだ」


　さすがに恋こい人びととは紹介されなかったから、ホッとした。早瀬にも常識はあったということだな。ただ、オレと早瀬はこんなに歳も違うのに、懇意にしているというのを納なつ得とくしてもらえるんだろうか。早瀬が模型を作ってるって、この人は知ってるのかな。


　だけど、その人は人のよさそうな笑顔をオレに見せてくれた。


「私は秘書の橋はし本もとと言います。坊ぼっちゃんのお守りは大変でしょう？」


　坊っちゃん……。そうか、坊っちゃんだよなあ。まったく。


「橋本。坊っちゃんなんて言うな。お守りだなんて、私は子供じゃないぞ」


　オレは早瀬が赤くなっているのを初めて目もく撃げきした。


「そうでしたね。すみません」


　口では謝りながらも、橋本さんは澄すました顔をしている。さすがに、早瀬のお父さんの代からの秘書ということで、この人は今までさんざん早瀬のお守りをしてきたんだろう。


　オレは二人のやり取りを見て、ハハハと笑った。


「けっこうお守りは大変です」


「そうでしょうとも」


　早瀬は複雑な表情をした。変なところでオレと橋本さんが意気投合してしまっては、早瀬にとっては、都合が悪いに違いない。でも、オレ達が冷たい関係だったりすると、それはそれでよくないじゃないかとも思う。


　まあ、オレは早瀬のプライベートとだけ付き合うんだから、これから橋本さんに会う機会があるかどうかは判わからないんだけどさ。


「それでは、今日の予定はもうありませんし、私はこれで」


　橋本さんは早瀬に頭を下げた。どうやら、別の車で来ていたらしい。早瀬は頷うなずき、軽く頭を下げた。


「明日もよろしく頼たのむ」


「私がいないと、どんな予定が入ってるかも判らないでしょうから。ご自分の母校には張り切っておいでになるけど、あなたの仕事はそれだけじゃありませんよ」


「判ってるよ」


　早瀬は苦笑いをした。本当にこういう関係だったら、早瀬が橋本さんを苦手にしていたって、無理はないな。


　何となくイメージが、若わか殿との様さまとじいって感じだ。


　橋本さんが自分の車に乗り込むと、早瀬とオレはＢＭＷのほうに乗った。


「早瀬の母校って、ここだったんだ？　あれっ、でもそれだったら、何でオレが学校案内なんかさせられたんだよ？」


「学園長が勝手にセッティングしていたんだよ。君が理事長室に来て、驚おどろいて断るのを忘れてた」


　オレなんか、早瀬にあんなことされた後の身体からだを引きずって、学校案内したんだぞ。もっとも、あれはオレが何とか自分を取り戻もどすために、自ら案内したわけなんだけどさ。


「一言、母校だって言ってくれたらよかったのに」


「君が一生懸けん命めい、案内してくれていたから言えなくてね」


　あのとき、早瀬はオレにいろいろ質問をしていたくせに。オレを騙だまそうとしたも同然だよ。


　目の前を、橋本さんの車が通り過ぎていく。オレは会え釈しやくしている橋本さんに会釈を返した。


「あんたって、ホントに身勝手な坊ぼっちゃんなんだから」


「坊っちゃんはやめてくれないか？」


　早瀬は心底嫌いやそうな顔をした。


　しまった。言い過ぎたかな。橋本さんにとっては坊っちゃんでも、オレにとっては違ちがうからな。オレみたいな十歳も年下の奴やつに言われたら、やっぱり嫌かな。


「ごめん」


「えっ、別に謝るほどのことじゃないよ」


　真ま面じ目めに謝ったら、早瀬のほうが慌あわてたみたいだった。


「いくら早瀬がオレの弟子でも、年上だもんな。しかも理事長だし」


「いや、そういうことは関係ない。私は廉太郎と対等なつもりなんだから。ただ坊っちゃんというのは、私はちょっと苦手なんだ」


　ということは、単に橋本さんが苦手ということなのかな。


「もう言わない。でも、オレは早瀬を馬ば鹿かにして、坊っちゃんなんて言ったんじゃないからな。ただ、あんたにもちょっと可か愛わいいところがあるんだなって思っただけで」


「可愛い？　私が？」


　早瀬は驚おどろいたように言った。


「いや、可愛いのは私じゃなくて廉太郎のほうだよ」


「そういう意味じゃない。真ま面じ目めに受け取るなって」


　ただの比ひ喩ゆなんだからさ。大真面目にそう返されると、オレもどうしていいやら判わからない。もう、こんなふうに早瀬に話が通じないのは、いつものことだけど。


「そうなのか？」


　早瀬は意味が判らないといったふうに、首をかしげた。


　ホントに判ってないんだよな、こいつ。まあ、いいか。


「さあ、これから、どこに行こうか」


　早瀬はハンドルを握にぎって、オレに訊きいてきた。


「えっ、どこって……。オレはちょっとだけ話ができれば、それでいいんだけど？」


　諒のことだけ訊き出せば、それで用が済む。でも、それをストレートには訊けないし、やはりそれなりに落ち着いた場所でなければ、いけないよな。


「オレんちとか？」


　そこが一番安全な場所だからだ。早瀬がオレに絶対手出しができないところだ。


　早瀬はフッと笑った。


　まるでオレの考えていることを見み透すかしたかのような笑いだったけど、きっと、それは気のせいだよな。これだけ、物事に鈍どん感かんで誤解しまくりの早瀬が、オレの真意を見み抜ぬけるはずがない。


　それとも、実はそういうところだけは鋭するどかったりして。


「私の家ではどう？」


「えっ、早瀬んち……？」


　早瀬の家なんて、初めて誘さそわれた。どういう家なのかは、ずっと興味があった。理事長になるような早瀬の家はどんな豪ごう邸ていなんだろうかって。


「一人でコツコツ作っていた飛行機が出来上がったんだよ。先生の廉太郎にぜひ見てもらいたいな」


「行く！」


　オレは一も二もなく返事をしていた。早瀬はそんなオレを見て微ほほ笑えむ。


「嬉うれしいな。廉太郎を家に招待できるなんて」


　早瀬はそう言いながら、機き嫌げんよく車をスタートさせた。








　早瀬が車を停とめたのは、マンションの地下の駐ちゆう車しや場じようだった。


「てっきり豪ごう邸ていだと思ってたのに……」


　オレの独り言を聞きつけて、早瀬は笑った。


「本宅は別にあるよ。私はここで一人暮らししている」


「ゲッ。一人暮らし？」


　てっきり家族と一いつ緒しよに住んでるんだって思ってたんだよ。お父さんは亡くなったにしても、お母さんとか兄弟とかと。


　ちょっと待てよ。オレ、一人暮らしの早瀬の部屋に行くのか？　それじゃ、食べてくださいって言ってるようなもんじゃないか。相手はキケンな狼おおかみなんだぞ。


「廉太郎？　どうした？」


「えっ……。べっ、別に」


　別にじゃないだろう！


　オレは心の中で自分にツッコミを入れた。


　最上階の部屋に上がるエレベーターで二人きりになると、オレの心臓はドキドキと破は裂れつしそうなくらいな勢いで動いていた。


　落ち着け。落ち着け。


　オレは模型を見て、諒のことを聞き出したら、すぐに帰るんだから。そうだ。誰だれが早瀬の言いなりなんかになるかよ。オレはエッチなんかしないもんね、絶対。


　エレベーターが止まり、ドアが開く。


「ここだよ」


　目の前がもう早瀬の部屋なんだ。


　どうしよう。オレ、もう帰ろうかな。今、帰るって言ったら、帰らせてくれるかな。


　オレは思いっきり弱気なことを考えていた。さっきまでの強気な考えは、今のオレには全然残っていなかった。


「廉太郎。早くおいで」


　ドアを開けて、早瀬が待っている。オレは仕方なく緊きん張ちようしながら足を踏ふみ入れた。


　うわっ。玄げん関かん、ツルツルだよ。もしかして、大理石なのかな。


　壁かべにはいきなり絵なんか飾かざってあるし、気のせいもかなり混じってるかもしれないけど、すごく高級そうなマンションに見えた。


「えーと、お邪じや魔ましまーす」


　オレはよそのお宅に上がる型通りの挨あい拶さつをして、靴くつを脱ぬいだ。そして、早瀬の差し出すスリッパを履はく。


　緊きん張ちようしてるオレの肩かたに早瀬が手を回した。


「こっちだよ」


　そのまま肩を抱だかれて、オレは二十畳じよう以上はあろうかと思われる広いリビングに連れていかれた。続きのダイニングも入れたら、相当の広さだ。ここで早瀬は一人で住んでるんだろうか。しかも、いくつか部屋があるみたいだし。


　あれっ、ダイニングテーブルに料理が置いてある。ラップをかけてあるけど、昨日の料理じゃないな。何時間か前に、誰だれかが作って置いたって感じだ。


　ひょっとして、早瀬には秘密の彼女がいて、その人が早瀬のご飯を作りにきてるとか。いやいや、実はその彼女のほうが本命で、オレなんかはただの遊びの相手だったりして。


　そんなの、あり得ないとは言えない。だって、早瀬はこんなにカッコいいんだ。女の人が何人も寄ってきたって不思議じゃない。そして、すごく大人っぽくて綺き麗れいで上品な彼女だか婚こん約やく者しやだかがいて、毎日、早瀬のために家事をしにきてくれるとか。


「そんなにお腹なかが空すいてるのかい？」


　ダイニングテーブルをじーっと見つめているオレに気づいて、早瀬は食器棚だなからコーヒーカップを出しながらそう尋たずねた。


「あ、いや、そういうわけじゃ……」


「コーヒーじゃなくて、食事にしようか？　いつも家政婦さんが多めにおかずやご飯を作ってくれるから、半分に分けて食べよう」


「えっ、家政婦さん？　婚約者じゃなくて？」


　それを聞いた途と端たん、早瀬は笑い出した。


「私には婚約者なんていないよ。通いの家政婦さんが私のいない間にいつも来てくれて、家事をしてくれるんだ」


「何だ、そうなんだ。家政婦さんなのかあ」


　と、まるでホッとしたように言ってしまい、自分で赤面する。


　冗じよう談だんじゃない。オレは別にその婚約者に嫉しつ妬としていたからホッとしたわけでも何でもなくて、早瀬がオレを弄もてあそぶような嫌いやな奴やつじゃなくてよかったと思っただけだ。


　やっぱり、婚約者がいて、オレに好きだとか愛してるとか、言い寄ってきてたりしたんだったら、それは最低の奴だからな。そういう面でホッとしたわけだ。早瀬がやな奴じゃなくて、よかったーって感じで。


「もし婚約者がいたとしても、とっくの昔に破は棄きしているよ。だって、私は廉太郎が好きになって、将来を誓ちかい合った仲になったんだから」


「えっ……」


　オレと早瀬がいつ将来を誓い合った仲になったよ？


　まさかと思うけど、「一生、君を離はなさないよ」ってやつのことだろうか。確かに早瀬はそう言ったが、オレは別に「オレも一生離はなれないぞっ」とか言った覚えはないぞ。そう言い合ってこそ、将来を誓ちかい合った仲と言えるのでは……。


　今の時点では、一方的に誓っただけじゃないか。図ずう々ずうしい。


「心配しなくていい。私には君だけだ」


「あ……いや、別に早瀬に彼女がいようと婚こん約やく者しやがいようと、どっちでもいいんだけど……」


　遠えん慮りよがちに意見を言うと、早瀬はオレをじろっと睨にらんだ。


「君は、私が誰だれか特定の人がいるくせに別の人に手を出すような不ふ埒らち者ものでもいいのか？」


「いや、それはよくないけど。一いつ般ぱん論として」


「そうだろう？　もちろんそうだろうとも」


　だから一般論としてって、付け加えたじゃないか。都合の悪いところは全然聞いてないんだからな。


　まあ、いつも早瀬はそうだから仕方ないか。


「心配ないからね。私は廉太郎一筋だ。他ほかの人間には絶対目を向けない」


　そこまで宣言されると、涙なみだが出てくるよ。いろんな意味で。


　廉太郎一筋だなんて、女の子に言われたら本望なんだけどなあ。


「とにかく食事はいいから。早瀬が作った飛行機を見せてくれよ」


　オレはここに長居をしないために、さっさと用事のひとつを片付けてしまうことにした。「ああ、コーヒーの用意ができてからね」


　コーヒーなんてどうでもいいんだけどな。でも、逆らっても、早瀬は自分のしたいようにしかしない奴やつなんだ。


　早瀬に言われて、オレはリビングのやたらめったらデカいソファに腰こしかけた。一人募らしなのに、どうしてこんなものが必要なのかなって思ったけど、確かにデカくなければ、この広い部屋には不ふ釣つり合あいだった。


　そもそも、この部屋には家具やら物やらが少ないんだよ。いつから一人募らししてるか知らないけど、生活感があまりない。


　早瀬はコーヒーメーカーをセットし終わると、オレに声をかけた。


「私の飛行機を見せるから、こっちにおいで」


　何だか他の部屋には行きたくないんだけどなあ。ベッドルームだったら嫌いやじゃないか。そのまま襲おそわれたら、困るぞ。


　でも、オレの心配は杞き憂ゆうに終わった。


　連れていかれたのはベッドルームじゃなくて、書しよ斎さいだったからだ。本ほん棚だなには何やら難しげな本が並んでいて、いかにも書斎って感じの部屋なのに、机の上に置いてある模型飛行機だけが妙みように浮ういていておかしい。


　ここで早瀬が一人コツコツと慣れない手つきでこれを作っていたのかと想像すると、何ていうか、微ほほ笑えましいんだよな。


「なかなか、よく出来てるよ」


　オレはその飛行機に手を触ふれようとした。


「あっ」


「触さわっちゃダメなのか？」


　初めて一人で作った作品だから、誰だれにも触らせたくないんだろうか。


「触ったら壊こわれるかもしれない」


　早瀬は大真ま面じ目めに言った。


　おいおい。ちょっと触ったくらいで壊れるようなものは作るなよ。


　そう思いながらも、早瀬がそう言ってしまう気持ちはよく判わかった。早瀬は不器用だし、きっとすごく苦労して作ったんだ。それが壊れてしまったら、ショックだろう。


「でもまあ、頑がん張ばったよな。仕事もずっと忙いそがしかったみたいだったし、その合間を見て、作ったんだろう？」


　そうコメントすると、早瀬は嬉うれしそうに微笑んだ。


「そういえば、早瀬はどんな仕事してるんだ？」


　何気なく訊きいて、以前はこの質問に答えてもらえなかったことを思い出した。


「あ、今も言いたくないなら、別にいいんだけど」


「いや……いいよ。こっちでゆっくり話そう」


　早瀬はオレの肩かたを抱だいて、さっきのリビングに戻もどった。そのままソファに座ると、オレと早瀬は何だかぴったりと寄り添そうような形になってしまう。


　ちょっと……これはマズイのではっ。


　オレはもぞもぞと身体からだを動かしたが、早瀬は離はなれてくれなかった。


「私の家は祖父の代からずっと会社を経営していたんだ。父親はその後を継つぎ、私もその後こう継けい者しやになるべく、小さいときから厳しく育てられてきたんだ」


「勉強ばっかりって感じ？」


「そうだね。それぞれ専任の家庭教師がいて、毎日いろんなことを教え込まれたよ。だから、飛行機の模型を作りたいと思っても、なかなかできなかったんだ」


　オレは父親が模型好きで、率先して店にも連れていってくれ、キットも買ってくれたから、ホントそのことに関してだけは何不自由なく育ってきた。もちろん、勉強しなきゃ、模型作り禁止は言い渡わたされてはいたけど、それにしたって、大したハードルでもなかった。


　基本的にはオレは今まで楽しく過ごしてきたと思う。


「小さい頃ころの夢はパイロットになることだった。まあ、真しん剣けんな夢じゃなくて、他た愛わいない夢だったけど、子供ながらそれが実現しないことを私は知っていたんだ」


　じゃあ、本当に小さいときから「お父さんの会社を継げ」って言われてたのかな。それはちょっと可か哀わい相そうだ。


「大学を卒業して、父親の会社に入った。父親の方針で、普ふ通つうの新入社員として入社したんだ。母親の旧きゆう姓せいを使って、正体がバレないようにしてね。あの頃ころはすごく楽しかったな。友達もできたし、仕事も面おも白しろかった。家庭教師に縛しばられた学生時代とは違ちがって、社会人として自由にやれた部分もあったしね」


　たぶん、その頃の友達も、早瀬のどこかズレた言動に呆あきれながらも、それが愛すべき性格のように思いながら付き合ってきたんじゃないかな。どこかのお坊ぼっちゃんだと思いつつ、それがまさか、自分の会社の社長（なんだろうな）の息むす子ことは知らずに……。


「本当はしばらくそんな生活を続けるはずだったんだ。でも、いきなり父親が亡くなってしまって、いろいろあって……まあ、否いや応おうなしに会社を継つぐことになってしまったんだ」


　そのイロイロの部分には、オレの判わからないイロイロがあったんだろうな。想像だけど、遺産とか、すごかっただろうし。相続争いだとか、相続税だとかの問題もあって、一社員じゃいられなくなったのかもしれない。


「当たり前の話だが、今まで私が会社で築いてきた人間関係はすべて駄だ目めになってしまった。騙だましていたち同然だから、無理もない。みんなの見る目が変わって、友達はいなくなった」


　そうか。だから、オレなんかと友達になったのかもしれない。仕事のことを訊きいても、教えてもらえなかったのは、きっと、噓うそはつきたくなかったんじゃないかな。理事長として会ったときに、けじめをつけようなんて言い出したことも、オレとの関係を大事にしたいと思ったからこそなんだろうって、今になって判わかる。


　オレがあのとき泣いてすがったりしなきゃ、早瀬はあんなことはしなかったと思う。もちろん早瀬の大いなる勘かん違ちがいも含ふくまれていたんだけど、理事長だって判っても、変わらずに好きだみたいなことを言われて、すごく嬉うれしかったんだろうな。


　オレはそのときの早瀬の気持ちを考えて、何だかジーンとしてしまう。


　あっ、でも、その後、オレは早瀬を避さけていたんだ。それを早瀬はどんなふうに思ってたんだろう。


　いかにも模型だけの関係にしようって感じに見えたに違いないから。


　でも、仕方ないんだ。今だって早瀬とエッチしたいとは思ってないし。


「私は廉太郎が好きだ」


　ポツンと言った言葉に、すごく重いものを感じてしまった。早瀬にそんな意図がなかったとしても、オレにはそんなふうに聞こえてしまった。


　マズイ……。この状じよう況きようはマズイ。


　オレは諒のことを訊きにきただけだったのに。


「あの…早瀬……」


「すまない、廉太郎。少しだけ黙だまっててくれないか」


　えっと思ったときには、ギュッと抱だきしめられていた。


　抵てい抗こうしようと思ったが、今の早瀬の雰ふん囲い気きからして、とても抵抗できなかった。したら、すごく傷つくんじゃないかな。


　オレがありのままの早瀬を受け入れてあげなきゃ。そうでなきゃ、早瀬が可か哀わい相そうだ。


　でも、それでオレが犠ぎ牲せいになるのは、何だかおかしいという気もするんだけど。しかし、今の状じよう況きようでは、どうしようもないというか、仕方ないというか……。


　少なくとも、オレは早瀬を振ふり切って、じゃあなって言えないんだ。たとえ早瀬を誤解させると判わかっていても、邪じや険けんにはできなかった。


　オレはどうすることもできずに、早瀬の胸に抱かれていた。


　心臓がドキドキしてる。


　このままオレを離はなしてくれないかな。そうしたら、すごく助かるんだけど。


　ああ、コーヒーメーカーがゴポゴポ音を立ててるよ。コーヒーのいい香かおりが部屋中に漂ただよってるじゃないか。早瀬がコーヒーを飲もうっていう気になってくれないかな。


「廉太郎……」


　早瀬がそっとオレの身体からだを離した。


　や、やった……。オレの勝利だ。


　いや、勝負してたわけじゃないけど、早瀬がオレを離してくれたのが嬉うれしくて、ついそう思ったんだ。


　でも、その油断が命取りだった。


　オレの頰ほおに早瀬の手が触ふれた。その瞬しゆん間かん、ふっと目を合わせてしまった。


　早瀬の瞳ひとみは今日に限って、妙みように頼たよりなげで、オレは惹ひき込まれるように視線を外せなくなる。


　見つめ合ったりなんかすれば、確実に早瀬はその気になるし、何とか逸そらさなければと思いながらも、オレは顔を固定されたように動かせなかった。まして、目だけ動かすなんて、今はそんな器用なことはできない。もちろん、普ふ通つうは別に器用でなくてもできるはずなんだけど。


　心臓がドキドキする。さっきの二割増くらいスピードが速いような気がする。


　早瀬がゆっくり顔を近づけてきた。


　あああ……何だか知らないけど、オレの目が勝手に閉じていくよ。まるでキスしていいよって承しよう諾だくしてるみたいに。


　ご、誤解なんだよ、早瀬。オレはそんな気なんかないんだってばーっ。


　唇くちびるが重なる。


　気がつくと、舌なんか入ってるし、絡からんでるし。


　オレ、変になりそうだ。だって、あの理事長室でのことが頭に急に甦よみがえってきたんだ。今まで忘れてたのに……いや、違ちがうかな。オレ、忘れたふりしてたのかもしれない。


　早瀬にあちこちキスされたときのことや、アノ最中のこと。すごく気持ちよかったことを、オレは一生懸けん命めい、自分の記き憶おくから消そうとしていたんだ。


　でも、早瀬にキスされて、それが一挙に甦よみがえってきたみたいで、自分が抑おさえられなくなってきていた。


　どうしよう。オレ、めちゃくちゃ興奮してる。キスしてきた早瀬よりもずっと変だよ。オレのほうがドキドキしてるし、身体からだの反応だってスゴイし、舌も自分から絡からめてるような気もするし。


　長い間、オレ達はキスしていた。


　だって、離はなれたくなかったんだ。ずっとずっとキスしていたかったんだ。


　オレ、本当に変になっちゃったよ。頭も身体もすごく熱い。今まで早瀬と触ふれ合うことどころか、家以外で会うことすら避さけていたのに。


　今はいくらキスしても足りない。オレって、もしかして欲求不満なのかな。それで、こんなに早瀬のキスに反応してるのかもしれない。だって、そうじゃなきゃ、全然説明がつかないじゃないか。


　オレはホモじゃないもん。早瀬のこと、そういう意味で好きじゃない。


　早瀬が唇くちびるをようやく離した。唾だ液えきが糸みたいに引いて、恥はずかしい。そんなに夢中になるまでキスしてたなんて。


　でも、身体のモヤモヤは去っていかなくて、オレは早瀬にしがみついた。


「廉太郎……」


　早瀬はオレを抱だきしめ、オレの背中や首筋や耳を撫なでた。


　何だか気持ちいい……。いや、それより、心地いいって感じかな。そして、もっと撫でてほしいと思う。


　そんなところよりも、もっともっと感じる場所があるんだ。そこを撫でてほしい。キスもしてほしい。


　もっと気持ちよくして。


　ああ、まさか、オレがこんなことを考えるなんて。まるで何かの魔ま法ほうにかけられたみたいだ。


　さっき、早瀬と目が合ったときに、魔法をかけられたんだよ、きっと。インランになる魔法とかをさ。


　だから、こんなに早瀬にしがみついたりできるんだ。正気だったら、とてもこんなことできないはずじゃないか。


　オレの背中を撫でていた早瀬は、急にオレの身体を自分から引き剝はがそうとした。


「やだやだっ」


　何を言ってるんだ、オレ。我ながらビックリだよ。


　だけど、離れたくなかったんだ。これから、真ま面じ目めな話をしようと言われてもできないし、コーヒー飲もうと言われても飲めないよ。オレの頭は今、完全にエッチモードなんだからさ。


「そうじゃないよ。ちゃんとしてあげるから、少し離はなれて」


　小さな子供を相手にしてるみたいに、早瀬は優しくオレに言って聞かせた。これじゃ、いつもと反対じゃないか。


　ともかく言うとおりにすると、早瀬はオレを抱だき上げた。


　ほら、花はな嫁よめにするみたいな抱き方だよ。オレはビックリして、早瀬の首にしがみつく。ますます、これじゃ花嫁みたいじゃないか。


「ベッドルームに行こう」


　ドキンと心臓が勝手に高鳴った。


　オレのバカバカッ。本当はベッドルームだけは行きたくないと思ってたのに。いつの間にか期待してるオレがいて、世の中どうなってるんだって思う。


　これもそれも、全部、早瀬が悪い。早瀬が理事長室であんなことをしなけりゃ、オレだって、そういう快感も知らずに、自分を慰なぐさめて満足してたはずだ。


　でも、それよりもっと激しいくらいの快感を知ってしまったから。


　そういえば、オレはあのときのことを忘れるために、そういう方面には頭を使わないようにしていたんだ。だから、余計に、今になって止まらなくなっているんだろう。


　でなきゃ、オレが早瀬に対して、そんな欲望の塊かたまりみたいになってるのって、おかしいじゃないか。別に早瀬のことが好きなんじゃないんだからさ。


　早瀬のベッドルームは実に簡素だった。飾かざりけがないっていうのかな。大きなダブルベッドがドカンとあって、その横に小さなテーブルがあり、目覚し時計なんかがある。ホントに寝ねるためだけの部屋って感じだ。


　オレはそのダブルベッドに静かに下ろされた。


　改めて、早瀬と目が合う。


　うわあ。恥はずかしい。早瀬はオレのこと、どんなふうに思ってるのかな。真ま面じ目めそうに見えても、けっこう好きモノとか思ってたりして。


　でも、早瀬の目はすごく優しくて、それだけで安心できた。


「服、脱ぬごうか」


　早瀬に目を見つめられながら、そう言われて、オレは催さい眠みん術にかかったように自分のブレザーのボタンを外した。


　オレ、もしかして恥ずかしいことしてる？


　自分で脱いだりして。思いっきり、早瀬にしてほしいっておねだりしてるみたいじゃないか。だけど、本当にそういう気持ちがあるんだから仕方がない。


　何だか今のオレは正気じゃないんだよ。きっと。魔ま法ほうにかかってるから、こういうことが平気でできるんだ。


　ネクタイを外し、そして、カッターシャツのボタンを外していく。それを早瀬はじっと眺ながめていた。


　ボタンを外し終わったところで上うわ目め遣づかいに早瀬を見た。


「下も？」


「下も」


　にっこり微ほほ笑えまて、クラクラする。それでも、オレはベルトに手をかけた。


　ズボンを脱ぬいで、もう一回、早瀬の顔を見る。自分からパンツを脱ぐのは、さすがにできない。ていうか、すでにパンツは前が膨ふくらんでて、その下がどうなってるかって、見ただけで判わかるから、もう勘かん弁べんって感じなんだ。


　それに、自分から脱ぐってことはさ。何だかオレが早瀬を誘さそってるみたいな気がするから嫌いやだ。今いま更さら、どっちがっていうのは、無意味なんだけど、それでも、オレはそれにこだわっていたんだ。


　最後は早瀬に脱がせてもらわなくちゃって。つまり責任転てん嫁かなのかもしれないけど。


　でも、単純に、パッと脱いで、見られるのが恥はずかしかったのかもしれない。もちろん、友達とかの前で脱ぐのは、平気だよ。だけど、早瀬はそういうイヤラしい目でオレのこと見てるから、何となく気後れしてしまうんだ。


　頭の中でいろいろ理由をこね回していたが、早瀬はスーツの上を脱いで、ネクタイを外し、シャツのボタンを何個か外しただけの状態で、オレに覆おおい被かぶさってきた。


「ズルい……早瀬っ」


「どこが？」


　早瀬はオレの目の前で艶えん然ぜんと笑った。


　すると、綺き麗れいな顔がますます艶つやっぽく見えて、胸がドキンと鳴る。


「だって……オレはこれだけ脱いでんのに」


　オレだけ恥ずかしいところを見せてるなんて嫌だ。早瀬だって、澄すましてても、頭の中はオレと一いつ緒しよで気持ちいいことしたいだけのはずなのに。


　一人でカッコつけんなよ。


「私はいいんだよ。先に君にもっと気持ちよくなってもらわなきゃ」


　そうなんだ？　気持ちよくしてくれるんだ？


　そうと判ると、現金なもので、オレは早瀬の背中を軽く抱だいて、シャツに頰ほお擦ずりをした。早瀬は苦笑しながら、オレの手を取ると、指に口づけをした。


　変なの。たかが指なのに、キスされると変な感じがする。そして、オレの指一本一本を口にくわえて舐なめるんだ。


　もし、オレがこういうエッチしたい衡しよう動どうなんかなかったら、ただの気色悪い行こう為いに過ぎないはずだ。でも、今のオレは指だけでも、かなり気持ち的に盛り上がっていく。


　自分でもバカだって思うけど。


　シャツの片袖そでだけ脱ぬがされて、手首の内側を通り、腕うで、肩かた、それから鎖さ骨こつのラインを舐なめられて、ゾクゾクしてくる。首筋なんかにキスされたら、喘あえぎ声なんか上げちゃったりして。


　一体、オレの身体からだはどうなってんのって感じだ。


「可か愛わいいよ、廉太郎。ココなんかも……すごく」


　乳首を指でこね回される。


「女の子じゃないんだからさ……やめろよ」


「でも、気持ちがいいだろう？」


「あっ……」


　舐められて、身体がビクンと揺ぬれる。気のせいかもしれないけど、前のときより敏びん感かんになっているようだった。


　この間のは、出合い頭の事故って感じだったけど、今回のは心構えをしていたからかな。といっても、ついさっきできたばかりの心構えなんだけど。


　それにしても、早瀬って、顔は恐おそろしく綺き麗れいなのに、心は思いっきりスケベだ。落差があるから余計にそう感じるのかもしれないが、熱心に胸を舐められたり、いじられたりしたら、どうしたって、そういうふうに思ってしまうよ。


　でも……オレがホントにいじってほしい場所は他ほかにあるんだけどなあ。


　早瀬はそれが判わかってて、焦じらしてるんだろう。もしかして、それも、オレを気持ちよくするための作戦なのかな。


　膝ひざから太ふと腿ももを撫なでられる。


　気持ちいい。肝かん心じんなところに触ふれるか触れないかで手を止められて、欲求不満になりそうだけど。


　オレは我が慢まんができずに、自分でパンツの上から触さわってしまった。


「駄だ目めだよ。廉太郎」


「だって……」


「もう我慢できない？」


　オレが正直に頷うなずくと、早瀬はオレを抱だき起こした。


「えっ？　えっ？」


　何をされるんだろうと思っていたら、早瀬はにっこりと微ほほ笑えんだ。


「両手を後ろにやって」


「こう？」


　わけも判らずにオレは言われたとおりにした。すると、両手首を何かで縛しばられてしまった。


「これ、何だよっ」


「私のネクタイ」


「そうじゃなくてっ。何でこんなことするんだよ？」


「もっと我が慢まんしてもらいたいからだ。自分でいじってイッても、楽しくないんじゃないかな？　せっかく私という男が傍そばにいるのに」


　それはそうだが、だからって縛しばるか。フツーは縛らないだろっ。オレ、こういうの二回目なのに。もっと気を遣つかったらどうなんだ。


　やっぱり、早瀬はひどい男だよ。身勝手で変で、それから……それから……。


「あっ……ああっ」


　ベッドに横向きに寝ねかされ、内うち股またにキスされる。早瀬の指も舌も、全部イヤラしいんだ。微び妙みように感じるところを撫なでたり舐なめたりされて、オレはものすごく興奮していた。


　このままだと、興奮しすぎて、何もされてないのにイッてしまいそうだよ。そうなったら、早瀬はどう責任取ってくれるんだ。


　別に大したことじゃないかもしれないけど、こんなの嫌いやだ。焦じらされるのだって、限界があるだろう。オレは早瀬に触さわられる度、舐められる度に、めちゃくちゃ感じてるのに。


　やがて、パンツが下ろされる。


「こんなになるまで我慢してたんだね」


　あんたが我慢させてたんだよ……。


　早瀬が柔やわらかくそこを包み込む。


　そんな刺し激げきじゃ、全然物足りないんだってば。


　オレは自ら腰こしを振ふってしまった。恥はずかしいとは思うけど、もう我が慢まんなんかできなかった。


　おまけに、両手は封ふうじられてるし。


「もうちょっと落ち着けないかな」


「落ち着けるはずないだろうっ？」


　もうギリギリのところまできてるのにさ。


「もっと気持ちよくなれるからね」


　本当かどうかは判わからなかったが、早瀬はそう言って、オレをなだめた。未来の大きな快感より、今の小さな快感のほうが、オレはいいんだけどな。


「とにかく深呼吸して」


　早瀬がそう命令するから、オレは仕方なく深呼吸した。どっちみち、オレは早瀬の言いなりになるしかない。両手を縛しばられては、何もできないんだ。


　深呼吸すると、不思議なことに少し落ち着いてきた。


　早瀬はオレのそこを柔やわらかく握にぎって、そこに唇くちびるを落としていった。


「あ……」


　早瀬の舌が先せん端たんを舐なめていく。いや、先端だけじゃない。根元のほうから、ソフトクリームを舐めるようにじんわり舐めるんだ。


　うわあ。前にもこれをされたけど、何かこう、たまらない快感だ。


　気持ちよすぎて涙なみだが出てきそう。でも、イキそうになると、早瀬はすぐに口を離はなすんだよ。


「も……やだ」


「口でされるのが嫌いや？」


「違ちがうけどっ……」


「じゃあ、いいんだね」


　早瀬はずっとそこを舐めるんだ。どうにかしてほしいって。舐められるのは気持ちいいけど、もっと決定的な何かが欲しかった。


　早瀬がオレを焦じらそうとする気持ちが判らないでもないけど、オレはさっさと先に進みたいんだって。


「あ……もう、助けて……」


「やっぱり嫌なのか？」


「だからっ……いちいち口を離すなってば」


　オレの口から出る声は、まるで泣き声みたいに聞こえた。


「そんなにイキたい？」


　オレは何度も頷うなずいた。そうしないと、早瀬はいつまでもオレをイカせてくれそうになかったからだ。


「困ったな。私はもっと君を気持ちよくしてあげたいんだけど」


「そんなの後にしてくれよっ」


　大事なのは今なんだよ。早瀬にはいろいろ計画があるんだろうけど、現状に合わせてやってほしい。あんまり焦じらされたら、気持ちいいのを通り越こしてしまうんだ。


「うーん……」


　いつもながら自分勝手な早瀬は、計画を捨てきれないようだった。


「早くっ」


　オレはもどかしくて腰こしを揺ゆらした。他ほかにできることがなかったからだ。


「判わかった。じゃあ、私を誘さそってくれるかい？」


「はあ？」


　何でこういう場面で、いちいち早瀬を誘わなきゃならないんだ？　早瀬だって、もう充じゆう分ぶんその気じゃないか。


　だけど、ここで言い争いや議論をしても始まらない。早瀬はとにかく持論を曲げない頑がん固こな人間なんだから。


「でも……どうやって誘えばいいんだよ？」


　そんなやり方、判らない。


「君の気持ちをありのまま表現すればいいんだ」


　そんな抽ちゆう象しよう的なことを言われてもさ。もっと具体的に言えってんだ。そうしたら、そのとおりやってやるのに。


　そもそも、ネクタイで縛しばられてるから、手でどうこうできないしさ。


　オレの気持ち…っていえば、とにかく早くイカせてほしい。これだけだ。これを表現するには、どうすればいいのかな。


　頭の中がイヤラしいことでいっぱいになってるオレは、あまりものを考えることができなかった。


　早瀬はじっとオレの様子を窺うかがってるし。


　泣きたいような思いで、オレは上半身を起こした。そして、早瀬の膝ひざの上に乗ると、苦しくてたまらない部分を擦こすりつけてやった。


　早瀬の服が汚よごれようと知ったことか。自分だけ脱ぬがない奴やつが悪いんだし。


「あっ……早くしろよっ」


　どうにかしないと、オレ、このままイッちゃうからね。


　だけど、早瀬はオレの腰こしに両手を回すと、そこを撫なでるんだ。それどころか、オシリというか、その中央に指を這はわせていって……。


　前に、早瀬を受け入れた場所を撫でられる。


「やだ……っ」


　指が今にも中に入ってきそうだよ。


　オレは嫌いやだって言いながらも、すごく微び妙みような気持ちになっていた。入られたら、気持ちいいかもしれない。少なくとも、オレの記き憶おくには、気持ちよかったっていう思い出があるし。


　でも、いきなり入れられるのには、ちょっと不安があるんだ。


　早瀬の指につつかれて、オレは腰こしを揺ゆらす。


「誘さそえって…言った……っ」


　早瀬は少し笑った。


「うん。誘ゆう惑わくされてるよ。すごく感じる。早く君を抱だきたい」


「そうじゃないだろっ？　オレ、もうイキたいのに……」


「判わかってる」


　ホントかっ。ホントに判ってるのかっ。


　だったら、早くしてくれよ。口でも手でも、何でもいいからオレを剌し激げきしてくれよ。


　そう思うのに、早瀬は相変わらず指でそこをつついてるだけなんだ。もしかして、早瀬は、実はオレをもっと焦じらしたいと思っているんだったりして。


　だったら、オレが今やってることって何なんだ……。


　でも、気持ちいいからやめられないよ。もう本気でこのままイッてしまうかも。だって、もう限界にきてるし。


「あぁ……あっ」


　一際大きな喘あえぎ声を上げたときに、早瀬の指が侵しん入にゆうしてきた。


　オレはその衝しよう撃げきのままイッてしまっていた。


「早瀬ぇ……っ」


　何て奴やつだよ。今いま更さらのように、オレが苦しくて流した涙なみだにキスしている。指はまだ入ったままだし、オレも侮くやしくて汚よごれた部分を早瀬に押おしつけてやった。


「気持ちよかっただろう？」


「そりゃ……お陰かげさまで！」


　ヤケクソでそう言うと、早瀬はニコニコと笑った。


　褒ほめてんじゃねーよ。恨うらみ言なんだよ、これは。


　早瀬は指を引き抜ぬくと、オレをうつぶせにした。といっても、膝ひざは立ててる状態だ。腕うではまだ縛しばられてるから、腰だけが高く上がって、とんでもない格好だ。


　でも、オレももうどうこう文句を言う気力もない。全力を出し切った後みたいに、脱だつ力りよくしてるんだから。


　早瀬はさっき指でつついていた辺りを今度は唇くちびると舌でなぞっていく。


　何だか気持ちいい。くすぐったくて、身体からだがビクビク動くんだ。


　手がさっき放ったばかりのところに伸のびていく。今いま頃ごろ、触さわられても……と思ったが、やっぱり触られると気持ちよくなってくる。


　だって、前と後ろ、両方刺し激げきされているんだ。感じないわけないじゃないか。


　そのうちに、舐なめていた部分が再び指でつつかれる。そんなに焦じらさないで、いっそのこと、中に入れてくれないかなって思う。


　前の部分はもうすっかり回復して、硬かたくなっていた。


「んっ……あ」


　指がそこに沈しずめられた。


「キュッと締しまったよ」


「だって……」


　冷静に考えると、オレがこんな格好して、指をそんなところに入れられて喜んでるなんて、本当におかしいんだ。


　オレは男だし、早瀬も男だし……何で恋こい人びとでもない男同士で、こんなエッチなことしてるんだろうって。


　でも、何かもう止まらない。


　早瀬に指でそこをほぐされて、どうにでもしてくださいって気持ちがしてくる。すごく感じるし、感じるままにエッチなことしたいって思う。


　早瀬がオレのこと、どう思ってたっていいや。恋人って思おうが、将来を誓ちかい合った仲だって思おうが、とにかく今、オレのこと気持ちよくしてくれれば、それでいい。


　オレ、こんなにスケベだったんだなあ……。


　しみじみ思う。ていうか、きっとこんな状じよう況きように追い込まれたら、誰だれだってこうなるよ、きっと。相手が男だって、構わなくなると思う。


　頭の隅すみで、そうかなあと思わないでもなかったけど、今のオレはそう思うしかなかった。


「廉太郎……愛してる」


　背中でそう告白しながら、早瀬は指の代わりに自分を埋うめ込んでいった。


　ああ、よく判わかんないけど、幸せのような気もする。


　だって、他ほかの誰が好きだ愛してるって、オレに言ってくれるんだよ。こんなにあからさまに人に好かれてるって判らせてくれる早瀬に、オレも愛情らしきものをちょっとだけ感じた。


　もしかしたら、それは勘かん違ちがいなのかもしれないけど。


　だいたい、腕うでなんかまだ縛しばられてるのに。愛情もクソもあるかよって思う。


　それでも、早瀬が動く度に、オレはすごく気持ちいいし。


　オレ、こんなことでいいのかな。中で感じてるなんて、マズイことになってきたかもしれない。オレはこのまま早瀬の言いなりになって、エッチな関係が続いてしまうことになるかも。


　そうじゃないとは言い切れなかった。結局、早瀬がしたいって思うことは、全部かなってるじゃないか。本当は飛行機を見て、諒のことを聞いたら、すぐにでも帰るつもりだったのに。


　やっぱり早瀬と二人きりになったら駄だ目めだったんだよな。そんな機会をつくってしまったオレが悪いのかもね。


　早瀬がオレの勃たってる部分を刺し激げきしている。内部を行き来するのと同じリズムで擦こすられて、オレは悲鳴のような喘あえぎを洩もらした。


　ああ……もう、どうしようっ。


　擦られる度に、何だかヤラしい声が出てくる。


　もう止められないよ。


「あっ…あんっ……」


　オレのバカバカバカッ。こんな声出すんじゃねーって。


　頭ではそう思うものの、身体からだは早瀬の思うとおりになっていく。次第に頭まで真っ白になるほど、快感に染められていって……。


　やがて、早瀬の手の中に熱を放った。


　全身に震ふるえがくるほど気持ちよくて、オレはそれからもうわけが判わからなくなってしまった。








　気がついたら、オレは早瀬の腕うでの中にいた。


　後ろから抱だっこされて、胸なんかいじられている。さすがにネクタイはもう解かれているみたいだ。


「気持ちよかったみたいだね？」


　意識が薄うすれてたのは、ちょっとの間だったのかな。まだ中に早瀬がいる。


「汚よごれたし、シャワー浴びようか」


　早瀬が離はなれると、一いつ緒しよに液体が出てきたようで、どうもまた中出しされちゃったみたいだ。


　何だか情けないなあ……。


　とはいっても、自分もあれだけ夢中になった行こう為いについて、もう早瀬が無理やりヤッたんだとは言えない。


　仕し掛かけてきたのは早瀬だけど、今回のことはオレも同罪って感じだ。


「早くおいで。それとも抱っこしてあげようか？」


　ゲッ。冗じよう談だんじゃないって。


「一人で歩ける！」


　オレはよろよろしながら立ち上がった。


　無茶な姿勢を強しいられてたせいか、身体のあちこちが痛い。


　バスルームもまたけっこう広くて、綺き麗れいだ。それにしても、一緒にシャワーなんか浴びてると、恋こい人びと同士みたいな雰ふん囲い気きで嫌いやになる。


　そんなんじゃないのに。


　オレとしては、身体の欲求に負けてしまっただけだからさ。


　さっとシャワーをかけて、早瀬はバスタブに湯を溜ため始めた。


　どうやら、身体からだを洗った後に、風ふ呂ろにも入るつもりらしい。わりと広いとはいえ、男二人で中に入れば、くっついて入ることになるだろう。


　後で入るからって言っても、早瀬は絶対許してくれなさそうだよな。きっと、二人でくっついて入ることになって、それから……。


　うーん。キリがないから、できれば、そういうのは避さけたいなあ。


　早瀬が嬉うれしそうにボディシャンプーをスポンジにつけている。この後の展開が想像できるから、オレはそのスポンジをさっと取り上げた。


「早瀬の身体を洗ってやる」


「えっ、どっちかというと、私が廉太郎の身体を洗いたいんだけど」


「いいから、いいからっ」


　オレはスポンジを泡あわ立だてて、早瀬の身体をゴシゴシと洗っていく。


　何だか腹が立つほど、肩かたや背中や胸が広いなあ。勉強ばかりしてきたんじゃないのか。筋肉もついていて、プロポーションよくて、この身体には憧あこがれてしまうな。


　下半身は……


　改めて、これがオレの中に入ってたものかと観察する。使用後だから、今は硬かたくない。オレはそっと指先でつまみ上げてみた。


「汚きたないもののように触さわらないでほしいな」


「そういうつもりじゃないけどさ。人のものって触るの初めてだから」


「私のものなら、いくらでも触っていいよ。他人のは駄だ目めだけどね」


　誰だれが他ほかの奴やつのを触るんだよ。早瀬のも、できれば、もう触る機会がなければいいなあと思ってるくらいなのに。


　とにかく触った以上は洗わなくてはならない。ところが、掌てのひらに載のせて、スポンジで擦こすっていくと、だんだん大きくなってくる。


「早瀬……」


「廉太郎が洗ってくれてると思うと、興奮してきたみたいだ」


「ヤメロ」


　オレはそれを無視して、他の部分を擦っていく。でも、視界にそれがどうしても入ってしまうんだよ。自己主張がめちゃくちゃ激しいし。


　どうしよう……。何とかしろって言われたら、何とかしなくちゃ駄だ目めだろうか。でも、そこまでオレに義務があるかな。


　オレがどう思おうが、早瀬に義務アリと思われたら、それでお終しまいなんだけど。


　どうして、こんなことになったんだろう。まったく。


　オレは泣きたくなりながら、早瀬の爪つま先さきまで綺き麗れいに洗ってしまった。


「ありがとう。廉太郎がそこまでしてくれるなんて、感激だ」


　感激するくらいなら、これ以上のことは要求しないよな。な？


　オレは恐おそる恐る早瀬の顔を見上げた。その微ほほ笑えみが怖こわい。オレは自分の身体からだも手早く洗ってしまおうと、スポンジで腕うでを擦こすった。


「ボディシャンプーを足してあげよう」


　あっと思ったときには、スポンジは早瀬に取り上げられ、ボディシャンプーを新たにつけられていた。そして、充じゆう分ぶんすぎるほど泡あわ立だてられてしまう。


「オレ、自分で洗う！」


「遠えん慮りよしなくていい。君の身体の隅すみ々ずみまで洗ってあげよう」


　誰だれもそんなことしてほしくないんだってば。


「あっ……」


　いきなり胸だよ。すっかり刺し激げきに弱くなったそこを、正面からスポンジでぐりぐりと撫なで回されて、オレは変な声を出していた。


　いかにも感じてますって声。


　恥はずかしいよ。しかもバスルームは声が反はん響きようするから、余計に恥ずかしい声に聞こえる。


「……そこばっかり洗うなよっ」


「ああ、すまない。つい私の好きなところを洗ってしまって」


　やっとスポンジは肩かたや背中をゆるやかに移動していく。こういう穏おだやかなスキンシップならいいんだけどな。


　オレは早瀬のこと嫌きらいじゃないし、これからだって付き合っていきたいと思ってる。エッチは……判わからない。今日ヤッてみて、やっぱり気持ちいいことなんだって判ったけど、男同士なんだし、そういう関係でいいのかってことは、今のところ何とも言えない。


　だいたい、オレは早瀬のことを恋こい人びととして見られない。そういう意味で、好きじゃないんだから。


　早瀬の手がオレの股こ間かんにそっと触ふれた。


「ここは大事だから、綺き麗れいに洗わないとね」


　そう言いながら、スポンジで丁てい寧ねいに撫なでていく。確かに清潔にしないといけない部分だけど、そんなに撫でられると、もう……。


　最初から判りきったことだったけど、早瀬の意図はオレを感じさせることだった。


「もう、いいって……」


「いや、よくない。もっと綺麗にしないと」


　泡あわだらけのとこを今度は手で擦こすっていく。そこまでしなくても、早瀬のしたいことは判ってる。


　結局のところ、まだ満足できてないんだ。もっとオレとエッチしたいって思ってるんだ。「もう……判ったから。好きなようにしていいから」


　オレだって、刺し激げきされてるうちに、すっかりその気になってしまっている。


　どうしよう。このまま早瀬に慣らされていったら、もう後あと戻もどりができなくなる。本当に早瀬と将来を誓ちかい合うような仲になってしまうじゃないか。


　早瀬の指がオレのオシリの窪くぼみにするりと入っていく。そして、いつもの場所を見つけて、侵しん入にゆうしてくる。


　オレは吐と息いきのような声を洩もらして、早瀬の胸にすがりついた。


　これじゃ、もう、完全にオレは早瀬のものだ。こういう行こう為いは嫌いやなんだけど、気持ちいいから、ズルズルとしてしまう。


　もしかして、最悪のパターンかもしれない。


　悪いのは早瀬一人だって言えればいいのに。でも、こんな状態で、そうだとは言い切れない。


　身体からだをかき回す指の刺激がすごくイイ。こんなことに慣れていったら、オレ、早瀬以外の奴やつと付き合えなくなるかもしれない。


　早瀬はシャワーで泡を洗い流した。そして、湯の溜たまったバスタブに二人で入る。


「後ろ向きにおいで」


　ベッドでやっていたみたいに、早瀬はオレを後ろから抱だっこするようにして、挿そう入にゆうした。


　途と端たんに、快感が身体を貫つらぬいていく。


　オレ、こんな生活してたら、おかしくなってしまう。早瀬に引きずられて、エッチのことばっかり考えるようになってしまう。


　それでも、オレは早瀬と縁えんを切るような真ま似ねはできないんだ。


　オレと早瀬の間には、模型だけの縁じゃなく、別の縁までできたみたいで、それを断ち切るなんて、今いま更さらできないと思う。


　早瀬はひどい。


　オレをこんな目に遭あわせて。こんなふうにオレを変えていって。


　元のオレに戻もどしてくれよ。何も知らなかった頃ころのオレに。


　あのとき、模型店で、早瀬に声をかけなきゃよかった。師し匠しようだとか友達だとか、早瀬に声をかけなければ始まらないことだったのに。


　そして、早瀬が勝手に愛だの恋こいだのと錯さつ覚かくするようになったのも、一いつ緒しよに遊園地なんかに行ったからだ。


　理事長室でも、早瀬がけじめをつけようって言ったときに、それでサヨウナラって言っておけばよかったんだ。


　泣いて引き止めたりして。


　あんなことしなけりゃよかった。


　身体からだはすごく気持ちがいいのに、オレの心の中は後こう悔かいでいっぱいだった。








　風ふ呂ろから上がった後、ずいぶん遅おそくなってしまったことに、オレは気づいた。


　そういえば、オレは学校帰りだったんだ。もちろんもう、外は真っ暗だ。帰りが遅いからって、それほど心配するような家庭じゃなかったけど、さすがに早く帰らないといけないと思う。


「もう暗いし、家まで送っていくよ」


　そう言われて、今回に限り、オレは早瀬に感謝してしまった。


　とはいえ、今は、ほったらかしになっていたコーヒーをリビングのソファで飲んでいる最中だ。


「本当は一いつ緒しよに夕食を食べて、泊とまっていってほしいけど、そんなの無理だろうね」


「そりゃあ、やっぱり……」


「廉太郎はまだ高校生だからね。卒業したら、泊まりにおいで」


　オレ、それまで、早瀬とこんな関係続けているのかな。それがいいことなのか、それとも悪いことなのか、もうオレには判断がつかなかった。


　本当は離はなれるべきだって思うんだけど。


　でも、オレの身体が言うことを聞くかどうかは判わからない。それに、早瀬の淋さびしさみたいなものを知ってしまった今、それを振ふり捨てるのもできないと思う。


「そういえば……全校集会のとき、君の隣となりに座ってた子は君の友達？」


　思いがけなく、早瀬はオレにその話を振ふってきた。


　そうだ。元々、オレは訊きくために、早瀬に近づいたんだった。


「副生徒会長だよ。宇都宮諒。一年のとき同じクラスだったから、前から友達なんだけど」


　ドキドキしながら、早瀬の様子を窺うかがった。


　早瀬はすっかり乱れてしまった前まえ髪がみをかき上げた。何かを考えているふうの早瀬に、オレから質問をぶつけてみる。


「早瀬はもしかして諒を知ってる？」


　しばらく返答がなかった。


　知らないはずはない。あのときの二人の様子は、明らかに知り合いだったと思う。それに、諒は早瀬のことをロクな奴やつじゃないって言ってたし。知らない奴なら、そんなことは言えないだろう。


「知ってるが、どういう関係なのかは言えない」


「どうしてっ？」


　そういう答え方って、何だか嫌いやだ。オレとあんなことをしておいて、今いま更さら、どうして自分から垣かき根ねを作ろうとするんだよ。


　それとも、オレには言えないような関係なんだろうか……。


　実は前に付き合っていたのが諒だったとか、そういう類たぐいの……。もちろん、そんなまさかって思うけど、どうしてそんな奥おく歯ばに何かが挟はさまったような言い方をするのか判わからないから、ついそんなことまで考えてしまう。


「彼が君に話さない限り、私からは言えない」


　早瀬は言葉を選ぶようにして、そう言った。


　すごくショックだ。


　オレと早瀬の間に、まだ言えないような秘密が横たわっていたなんて。あれだけオレを好き放題しておきながら、言えないなんて。


　やっぱり、早瀬は勝手だよ。


　でも、言えないものを、無理やり、教えろなんて言えない。人が隠かくしてることを暴くのは、よくないことだって、それくらい知ってるよ。


　オレは悲しい気持ちになったけど、それは口にできなかった。


　早瀬なんて恋こい人びとじゃないって思いながらも、オレはひょっとしてそんな気になりかけていたのかもしれない。だから、今、諒とのことを言えないって言われて、急に突つき放されたように思えて、悲しいのかもしれなかった。


　何だか、すごく惨みじめな気分だ。


　早瀬と諒の関係は判らない。でも、早瀬がオレに、好きだとか愛してるとか言ってる関係よりも、ずっと大事で深いものがあるようで、オレはそれが嫌いやだった。


　まるで嫉しつ妬とみたいだ。


　いや、そんなことないって思う。嫉妬なんてしないよ。オレがどうして諒に嫉妬なんかするんだよ。


　早瀬なんか、オレにスケベなことばっかりしてる。腕うでなんか縛しばって、挙句の果てに、オレをエッチな身体からだにした奴やつだぞ。


　そう思ってみても、どうにも気分が晴れなかった。


「帰ろうか。送っていくよ」


「いい！　一人で帰る！」


　そんなふうに言ってしまったら、早瀬が驚おどろいたような顔をしていた。


　バカだ。オレ。


　やっぱりオレのほうが子供だよ。つまらないことに嫉妬して、八つ当たりしてさ。


　オレは自分が嫌になってしまった。


　たった一言。早瀬が「どういう関係か言えない」って言っただけで。


「ごめんっ。オレ……ホント、一人で大だい丈じよう夫ぶだからっ」


　オレは立ち上がると、早瀬から逃にげるようにして、部屋から出ていく。


「一体どうしたんだ？」


　早瀬は追いかけてきて、玄げん関かんのところでオレを抱だきしめた。


「いいからっ。オレ……何か変なんだ。ほっといてくれよっ」


　これ以上、喋しやべってると、みっともなく涙なみだが出てきそうで、オレは早瀬を振ふり切って、外に飛び出した。


　エレベーターに飛び乗って、下に降りていく。ほっといてくれと言ったからなのか、早瀬はもう追ってはこなかった。


　自じ称しよう恋こい人びとなら、本当に放っておく奴があるか。


　オレの頭にそんな考えがふと過よぎり、身勝手なのは、オレのほうだったのかもしれないって思った。


　強い風が吹ふき抜ぬけて、さっきまで暖かい部屋にいたオレは、ブルブルッと震ふるえる。


　夜は寒くって仕方なかった。








　翌日になっても、オレはまだ傷心が癒いえてなかった。


　諒と早瀬の関係って、本当に何なんだろう。諒が話さない限り、早瀬は言えないって言ってるんだ。どうしても知りたいなら、諒に訊きくしかないだろう。


　しかし、諒には訊きにくいよなあ。


　そう思いながら、放課後になって、オレはいつものように生徒会室に向かった。


　ドアを開けると、諒がいた。


　あれっ、今日はパソコンの電源入れてないじゃないか。どうしたんだろう。


　諒はパソコンの前に座っているだけで、何もしてなかった。そして、部屋に入ってきたオレに目を向ける。


「どうしたんだ？」


　オレは思わずそう訊きいてしまった。


「何が？」


「だって、いつもパソコン扱あつかってるから、たまに扱ってないと、変な気がする。どっか具合でも悪いんじゃないかと思ってさ」


　そう言って笑ったが、諒は笑わなかった。


「えっ、本当にどうしたんだよ？　風か邪ぜでもひいたのか？」


　オレはビックリして、諒の額に手を当てた。別に熱はないみたいだな。


「喉のどが痛いとか？　口を開けてみろよ」


　諒はそれを聞いて、少し笑った。


「風邪はひいてない。喉も痛くない」


「じゃあ、どうしたんだ？　腹が痛いとか」


「そうじゃない。僕ぼくはただ怒おこってるだけだ」


「何だ、怒ってただけか。って、もしかして、オレに怒ってるのか？」


　どうして諒に怒られるのか判わからないが、様子から判断して、そうじゃないかと思う。他ほかの人間に対して怒ってるときは、オレに愚ぐ痴ちを言うだけだからだ。


「怒ってるのかな。もしかしたら、落ち込んでるのかもしれない」


　諒の言葉に、オレは首をかしげた。


　落ち込んでるのはオレのほうもなんだけど。でも、諒が落ち込むなんて、めずらしい。


「何か悩なやみでもあるのか？」


　もしかして、昨日のことなのかもしれない。昨日の諒は変だったからな。


　うーん。やっぱり、今の時点で早瀬のことを訊くのは無理かな。だけど、このまま放っておいたら、諒も早瀬も何も言ってくれなくて、オレがただ落ち込んでるだけってことになりそうだ。


　オレ、どうしたらいいんだろう。


　早く本当のことを知りたいのに。本当はどんな関係なのか、ちゃんと判ったら、なーんだそうかって安心できると思うんだ。たぶん。


　もしかして、それがとんでもない関係で、安心するどころか不安になったりしたら嫌いやだけど。


　でも、それだって、何も判らないで一人で悶もん々もんとしてるよりはいいと思うんだよ。


　ああ、これじゃ、ホントにオレのほうが早瀬に惚ほれてるみたいだ。そんなはずはないのにさ。


「昨日、先に帰っていいって言われたけど、廉太郎の様子が変だと思ったから、僕ぼくも学校に引き返したんだよ」


「えっ……」


　オレは驚おどろいて諒の横顔を見た。


　諒は淡たん々たんと話していて、無表情だった。


　心臓がドキドキしてくる。もしかして諒は……オレが何のために学校に戻もどったのか、それを知ったんだろうか。


「廉太郎は理事長と知り合いなのか？」


　諒はそう言いながら、オレのほうを向いた。


　オレを糾きゆう弾だんするような鋭するどい視線だった。オレは息が止まるような衝しよう撃げきを受けた。


　オレがするはずだった質問を、諒がしている。それは、オレこそが知りたかったことなのに。


「オレは……もしかして諒と早瀬が知り合いなんじゃないかって思ったんだ。でも、諒には訊きけない雰ふん囲い気きだったから、早瀬に訊いてみようって思って……」


「早瀬って呼んでるんだ？」


　諒は唇くちびるの端はしに笑みを浮うかべていた。だけど、親しげな笑みなんかじゃない。冷笑ってやつだ。


　冷や汗あせが出てくる。諒がこんな表情をオレに向けるなんて、思いもしなかった。一体、諒と早瀬の間には何があるんだろう。


「理事長とはずいぶん親しげだったからな。とても学校案内だけであんなに親しくはならないだろうと思ってた」


　諒は淡々とそう言った。


　何だか怖こわいよ、諒。怒おこってる諒より、こういうときの諒のほうが何倍も怖いんだ。


「確かに前から知ってはいたよ。でもまあ、そんなに長い付き合いってわけじゃない」


「そうかな。僕はあの人があんなに嬉うれしそうな顔をして駆かけ寄ってくるのを初めて見たけど」


　う……あのときの早瀬はかなり浮かれてたからなあ。でも、長い付き合いじゃないってのは、本当だし。少なくとも、オレは噓うそなんかはついてないよ。ごまかしてはいるけどさ。


「早瀬はオレの模型友達なんだ」


「模型？　あの人が模型なんか作るって言うのか？」


　よほど意外なのか、諒は眉まゆをひそめて言った。もしかして、諒はオレが噓言ってると思ったのかな。


「向こうは初心者だから、オレがいろいろレクチャーしてやって。つい最近、模型店で知り合ったんだよ」


「信じられないな。想像できないし」


　確かにあの派手な外見からは想像できないな。早瀬が不器用な手つきで模型を組み立ててる姿なんてさ。


「でも、ホントのことだ。オレは噓うそなんかついてない」


　それだけは断言できる。オレと早瀬がとんでもない関係だってことは隠かくしてるけど。でも、それは絶対に言えないから。


　そうだ。オレは卑ひ怯きようなんかじゃないよ。そんなこと、諒だけじゃなくて誰だれにも言えない。早瀬がオレにエッチなことして、オレもエッチな身体からだになっちゃったなんて。


　諒は疑うようにオレの目をじっと見ていた。


　そんなふうに見られると困る。オレの動どう揺ようが悟さとられるような気がするからだ。


「何か隠してるな？」


　オレはあっさりと見破られてしまった。


「か…隠してないっ」


「すぐ判わかるんだよ。廉太郎は隠し事ができない性格だから」


「隠してないったら、隠してない！」


　そう言えば言うほど、自分でもすごく隠し事してるような気がしてくる。やっぱり、オレって、隠し事ができない性格だったのか。正直って言えば聞こえはいいけど、これじゃ単なるバカって感じだ。


「何を隠しててもいいが、昨日言ったとおり、あいつはロクな奴やつじゃない。模型友達だか何だか知らないが、付き合うのはやめたほうがいい」


「何で、そんなこと言うんだよ！　だいたいロクな奴じゃないって、どうして判るんだ？」


　そりゃあ、確かにロクな奴じゃないとオレも思うけど、付き合うのはやめたほうがいいとまで言われれば、いくら諒がオレの友達だからって、それは余計なお世話だし、言いすぎってもんだろう。


「……あいつに僕ぼくのこと聞いたんだろう？」


　いきなり諒は話題を変えるみたいに言った。いや、オレの質問にこの話はつながってるのか。


「早瀬は諒が話さない限り、自分からは言えないって。だから何も聞いてない」


　諒はそれを聞いて、一いつ瞬しゆん目を閉じ、そしてまた冷笑を浮うかべた。


「でも、廉太郎は知りたいわけだ？」


　図星を指されて、言葉が出ない。


　何だか自分が諒の秘密を探ってるようで嫌いやになる。事実、探ろうとしていたわけだけど、本人からそう尋たずねられて、そうだとは答えにくい。


「諒が言いたくないなら、オレも訊きかない」


　相当、無理してるって、自分で思った。本当はものすごく知りたくてたまらない。だけど、それでも早瀬のことに関して感情的になってる諒に、教えてほしいとは言えなかったんだ。


「教えてもいいよ」


　諒は妙みように挑ちよう戦せん的な態度できっぱりと言った。


「ただし、条件がある。廉太郎が隠かくしてることを知りたい。それを教えてくれるなら、僕ぼくも言ってもいい」


　それは……。


　オレは諒の顔を見たっきり、何も言えなくなっていた。


　だって、そんなこと言えないよ。はっきり言って、男にナニされたんだよ。そんなことを言うのは、オレの恥はじでしかないじゃないか。


　でも、もしかしたら、諒はそれと同じようなことを早瀬にされていたかもしれないんだ。それを教えてほしいんだったら、確かにオレは自分のことだって喋しやべらないといけないだろう。


　もちろん、諒の話はオレのケースとは全然無関係なことかもしれない。だけど、これだけクールな諒がいつになく感情的になってるんだ。オレが言えないのと同じくらい、大事な秘密なのかもしれなかった。


『もういいよ』って言うのは、簡単だ。二人の関係を聞くのを諦あきらめればいいんだ。


　でも、それでいいのかな。早瀬のことは抜ぬきにしても、これだと、オレと諒の間に、何かしこりが残りそうな気がする。


　本当のことを言えない……本音を言えない友達なんだって、これからオレと諒はお互たがいのことを思うわけだ。


　いや、友達にだって話せないことってあると思う。全部が全部、話せなけりゃ友達じゃないなんてこともないだろう。


　だけど、実際に秘密があるってことを知っていたら、これから、諒はオレのことをどこか信じられなくなるかもしれない。そして、諒はオレのことを……。


　そんなの嫌いやだよ。ガキっぽい考えかもと思うけど、オレは諒を信用したいし、されたい。それで、結果、オレだけが恥を晒さらすことになっても、仕方ないと思う。


　だって、これはオレの信用問題だからだ。ていうか、諒がこんなに冷たい笑いをオレに向けてるってことは、すでにオレのことを信じてないからじゃないか？


　早瀬と親しげにしてるオレのことを疑ってるんだよ。諒は。


「じゃあ、オレが言ったら、諒も自分のこと言ってくれるのか？」


　オレはまっすぐに諒の目を見て言った。


「もちろん。廉太郎に噓うそはつかない」


　そうだ。諒だって、好き好んでオレに噓をつくような人間じゃないんだ。


　オレだって……。


　なるべく噓なんかつきたくない。諒はオレの親友だから、特に。


「あのさ……オレ、早瀬に……」


　ふと、自分が早瀬とした行こう為いの数々を思い出して、カッと頰ほおが熱くなった。


「廉太郎……？　どうしたんだ？」


　諒は不思議そうな顔をして、オレを見つめた。


　そりゃあ、話の途と中ちゆうでいきなり顔を赤くするなんて、変な奴やつだよね。自分でも変だと思うよ。


「早瀬にエッチなことされたんだ」


　思いきって言ってみたら、諒の顔色が変わった。


「何だって……？」


「だから、エッチなことだってば！」


　ヤケクソになってはっきりと言う。顔はきっともう真まっ赤かだ。


「あいつ、廉太郎に何てことをしたんだ……！」


　対照的に諒の顔は青くなっている。何ていうか、ショックを受けた上に怒おこってるって感じの表情で、正直言って、どうして諒がそこまで怒るのか、オレはちょっと理解できなかった。


　だって、エッチされた当人は、オレだからさ。


　諒が友達甲が斐いのある奴だってことは知ってたけど、そこまでオレのことで一生懸けん命めいになってくれるとは思ってなかったんだ。


　でも、はっきり言って、冷笑を浮うかべてるような諒よりは、こっちの諒のほうがオレは好きだ。すごく温かみのある人間に思えるし。


「廉太郎……！」


　諒は立ち上がると、オレをぐいと抱だきしめた。


「つらかっただろう？　あんな奴に変なことされて」


「諒……」


　本当につらかったかどうかはともかくとして、諒がオレにこんなに同情してくれることが、オレは嬉うれしくてならなかった。


　早瀬に抱きしめられることはけっこう慣れてしまっていたけど、早瀬以外の人間に抱きしめられることには、ちょっとくすぐったい。ような変な感じがする。でも、早瀬の場合は、不純な気持ちがあるわけだし、そうじゃなくて、純じゆん粋すいに友達としてオレのことを心配してくれる諒と触ふれ合うのは、決して嫌いやじゃなかった。


「あいつに、どんなことをされたんだ？」


「だから、その…ナニだよ。キスとか触さわられたりとか、入れられちゃったりとか」


　諒の肩かたがピクリと動いた。


　しまった。そこまで言うことはなかったか。


「やっぱり気持ち悪いって思うか？」


「いや、そんなことはない。第一、廉太郎のせいじゃないじゃないか。悪いのはあいつのほうだ！」


　諒はきっぱりオレの味方をしてくれたが、一方的に早瀬を悪人に仕立て上げるのも悪いなって思った。実際、昨日なんかは合意の上って言っても差さし支つかえないくらいに、オレは早瀬に身体からだを預けていたし。


「でも、オレ、されてるうちに気持ちよくなっていってさ。早瀬はオレのこと、好きだって言ってくれるし、それほど悪い奴やつには思えなくなっていって……」


「それは絶対気の迷いだ！　廉太郎は優しいから、そこに付け込まれただけだ」


　諒は抱だきしめていたオレの背中から手を離はなすと、今度はそっとオレの両肩かたに手をかけた。まっすぐにオレを見つめてくる諒の目には、何か思いつめたような光があった。


「あいつがどんな甘あまい言葉をかけてきても、信用するな。どんなに優しいふりをしても、あいつは冷たい人間なんだから」


　諒の目には、早瀬はそんなふうにしか見えないんだ。


　本当はオレが正しいのか、それとも諒のほうこそが正しいのか。オレには判わからない。


　でも、どうしてそこまで諒は早瀬のことを憎にくんでるんだろう。いや、憎んでるようにしか、思えないんだ。


「諒……早瀬はおまえとどういう関係にあるんだ？」


　もう訊きいてもいいよな。オレはちゃんと喋しやべったんだから。


　諒は一いつ瞬しゆん、苦しげに目を伏ふせた。そして、再び目を開けたときには、何かを決心したような表情をしていた。


「あいつは僕ぼくの兄だよ」


「え……？」


　まさかと思った。だけど、こんなに間近で見ていると、どことなく面差しが似ていることが判る。特に目元が似ていた。


「本当のお兄さん？」


　だって、苗みよう字じが違ちがうから、腹違いの兄とかなのかなって思ったんだ。


「僕が二歳の頃ころに両親が離り婚こんして、僕は母のほうに引き取られた。あいつは父親の元で育ったんだ」


　ということは、宇都宮というのはお母さんの旧きゆう姓せいなんだな。


　でも、本当の兄弟なら尚なお更さら、どうしてこんなに憎んでるんだろう。一体、何があったっていうんだろうか。


　少なくとも、早瀬のほうには、諒を憎んでるような様子はなかった。それどころか、すごく諒に気を遣つかってるようにも思えた。


　兄弟だってことも、諒が言うまで自分からは言えないって……。


　だけど、兄弟だなんてことは、別に隠かくすようなことでもないよな。どうして、早瀬はあんなふうに言ったんだろう。


「僕は物心ついてから、父親に会ったことは一度もない」


「えっ、でも……」


　確か、早瀬のお父さんは夏くらいに亡くなったんだよな。ということは、会えずじまいだったのか。


「ずっと母一人子一人の家庭に育ってきて、自分に父親がいるとか、まして兄がいるなんて知らなかった。でも、ある日、突とつ然ぜん、あいつがやってきたんだ。弁護士と一いつ緒しよに」


「弁護士？」


「遺産相続だよ。父親が死んで、顔も知らないのに、僕ぼくにも相続権があったんだ」


　それは……。


　父親がいたんだって判わかったときには、もう遺産相続の話だなんて、あんまりだ。


「僕にも法定相続分ってのがあるわけなんだけど、遺産は全部現金じゃないから、分割の方法の話し合いに来たんだよ。前もって電話があって、母さんはそれを知っていたんだけど、僕は全然知らされてなくてさ。いきなり兄弟対面だよ。母さんとあいつは感動の再会で、涙なみだに暮れていたけど、僕はね……」


　そりゃあ、兄弟なんていないはずだったのに、いきなり十歳も違ちがうお兄さんが現れたら、戸と惑まどうだけだ。しかも、目の前で兄と名乗る人物とお母さんが涙の再会をしていたら、どういう反応していいかも判らないな。自分だけその世界には入れないだろうし。


　しかし、早瀬のほうもずっとお母さんに会ってなかったんだな。両親がどういう別れ方をしたのか判らないけど、それはちょっとひどいと思う。夫婦の縁えんが切れたって、親子や兄弟の縁が切れるわけじゃないんだから、当然、お互たがい自由に会えるようにするべきなのに。


「僕は遺産なんてどうでもよかった。そんなものがあるなんて、ずっと知らなかったんだから、放ほう棄きしてもいいと思ってた。けれど、母さんが僕の将来のために必要だからって言うから、僕も仕方なく話し合いに参加したんだ」


　諒の視線がそのときのことを思い出すように、揺ゆれ動いた。


「あいつの言い分はすごく勝手だった。僕の話はちっとも聞かないし、自分の意見だけを押おし通そうとする。母さんも呆あきれるくらいで、死んだ父親に強引なところがそっくりだって言ってた」


　早瀬はそういう場面でも身勝手なところを見せていたのか、だったら、ロクな奴やつじゃないって言われても仕方ないだろうな。


「それなのに、母さんはあいつに甘あまいんだよ。気がついたら、母さんまであいつの味方になってるし、僕の意見なんかお構いなしに、いつの間にか僕の進路まで決めようとしてたんだ」


　諒は腹立たしげに言った。


　そんな無茶な……という話だが、早瀬ならやりかねない。早瀬自身は、ワンマンな父親のやり方にはすごく苦労させられたっぽかったのに、自分もすっかり染まってたんだね。


「あいつは僕に、自分がいかに母と弟のことを思っているのかを説明したよ。でもさ、いい歳した大人が、今の今まで父親に従って、僕ぼく達に会いにこなかったんだ。どうせその程度の気持ちしかないんだよ。それなのに、もっともらしいことを言って……。だから、僕はキレてやったんだ」


　早瀬が早瀬なら、諒も諒だ。諒の頑がん固こさも人にひけを取らないものだから、二人はまったく平行線を辿たどったに違ちがいない。


「結局、僕は未成年だから、母さんと話をつけたみたいだけどな。まあ、それは会社の経営とかに関かかわることだったら、早く取り決めをしておかなきゃならないってのは、判わかるけどさ」


　確かにそういうことだったら、放っておくわけにもいかないだろう。まさか諒の機き嫌げんが直るまで、待ってることもできないだろうし。


「だけど、やっぱり、遺産のことで初めて会うなんて、順番がおかしいじゃないか。それよりもっと前に……たとえば、父親が危き篤とくのときに連れん絡らくするとか、通つ夜やや葬そう式しきのときに連絡するとか……いろいろあったんじゃないかって思うんだ」


「そうだね……」


　諒の一番のこだわりはそこにあったのかもしれない。


　早瀬の頭の中から、諒の存在そのものがすっぽり抜ぬけ落ちていたとしか思えないよな。遺産問題になって、初めて、そういえば弟がいたんだって思い出したとしか……。


　それで、いきなり兄と名乗ってきた男は母親と仲良くしてるし、勝手に遺産の分配を決めてるし、その上、自分の進路にまで口を出すとなったら、諒が早瀬のことを憎にくんだって仕方ない。


　そんなの、当然だ。


　もちろん、早瀬には早瀬の言い分があるんじゃないかって思う。だけど、諒の今の気持ちがすごく判ったから、オレは諒がさっきしてくれたように、諒をそっと抱だきしめた。


　諒のほうが背が高いから、どうもサマにはならないが、それでも諒の気持ちが少しでも癒いやされればいいなって思ったんだ。


「廉太郎……」


　諒はオレを強い力で抱き返した。


　ちょっと痛いと思ったけど、ここで痛いなんて言えないから、我が慢まんした。それより、諒の気持ちを第一に考えたかった。


「なあ、廉太郎。あんな奴やつと付き合うの、やめろよ。あいつに変なことをされるのは嫌いやだろう？」


「でも……」


　そんなふうに、早瀬を切り捨てられないよ。早瀬がどんな奴でも、やっぱり、今まで付き合ってきたんだから愛着があるよ。あの性格に慣れてきちゃったってのもあるけど。


「そうか。廉太郎は優しいからな。あんな奴でも見捨てられないんだな」


「いや、見捨てられないっていうか、早瀬がああいう性格してるって判ってても、オレ、けっこう好きだし……」


「好きなのかっ、あいつを！」


「あ、えーと、そういう意味じゃなくって。友達としての話なんだけど」


「駄だ目めだ、廉太郎。そんな甘あまいこと言ってたら、あいつに弄もてあそばれて、捨てられるだけだ。考えてみろよ。あいつはいずれ結けつ婚こんするぞ。たとえあいつがホモでも、社長だの理事長だのになってる奴やつが、ホモだから結婚しませーんってわけにはいかないだろう？　世間体ってものがあるんだからさ」


　そう言われれば、そうだ。


　まして、顔もスタイルもよくって、金も持ってて、頭もよさそうだし、変なのは性格だけなんだから、そういう完かん璧ぺきに近い男が誰だれとも結婚しないなんて、それだけで世間様からはホモだって後ろ指さされるだろう。


　早瀬はそういうこと考えてないから、オレのことを好きだの愛してるだの言って、ずっと離はなさないよなんて言うんだ。


　現実問題として、そんなわけにはいかないじゃないか。


　オレ、男なんだしっ。


　何だか涙なみだが出てきた。すごく胸が痛いよ。まるで、オレが早瀬を好きで、上う手まくいかない将来を悲観してるみたいだ。


　そうじゃない。そうじゃないだろう。


　オレは別に早瀬のことなんか、友達以上に思ったことなんかないよ。エッチだって成り行き上のことだし、だいたい、早瀬の告白なんか信じるほうがバカなんだよ。


「泣くなよ、廉太郎。僕ぼくがいるじゃないか」


　諒はオレの髪かみを撫なでた。


「僕は……僕のほうがあいつより廉太郎のことを想おもってる。ずっと前から好きだった」


「えっ？」


　オレは驚おどろいて顔を上げた。


　完全な泣き顔で、そんなの人に見られたくなかったけど、諒があまりにも意外なことを言うから、ビックリしたんだ。


　ずっと前から好きだった……なんて、まるで愛の告白みたいだったからだ。


　諒までもがそんなまさか。


　諒はオレの反応を見て、照れたように微ほほ笑えんだ。


「ごめん、こんなときに。でも、これが僕の本当の気持ちなんだ。好きなんだよ、廉太郎」


　諒は混乱してるオレにいきなりキスをした。


　ええええーっ？


　諒は唇くちびるを離すと、再びオレを抱だきしめた。


「これからは僕ぼくが廉太郎の味方だ。あいつの毒どく牙がから絶対守ってやる！」


「あ、いや、ちょっと……諒！」


「遠えん慮りよはいらない。僕は廉太郎のことが好きなんだから」


　どうしよう……。これから、どうなるんだ。


　結局、諒も早瀬と一いつ緒しよで、舞まい上がると、オレの話なんかロクに聞いちゃいなかった。








　その日、オレは家に一いつ旦たん帰った後、歩いて十分の距きよ離りのところにある篤志の家に行った。


　篤志は幼よう稚ち園えんの頃ころからの親友で、オレのことを一番判わかってくれる奴やつだ。自分が悩なやんでる問題を人に委ゆだねるのはよくないって思うけど、でも、もうオレの手に負えないから、アドバイスだけでももらおうと思ったんだ。


　何たって、篤志は頼たよりになる奴だからだ。いざというときに、いつも篤志はオレを助けてくれた。だから、クラスが離はなれても、ずっと友達でいられたんだ。


「どうした？　めずらしいじゃないか、廉太郎がうちに来るなんて」


　玄げん関かん口に出てきた篤志はそう言って、オレの額を指で弾はじいた。


「ちょっとね。話があるんだけど、上がっていいか？」


「ああ。もちろんだ」


　めずらしいと言われても、小中学校のときはよく入り浸びたっていた家だ。間取りはよく知っている。篤志が何か食い物を取ってくると言って、キッチンに行ってる間に、オレは二階の篤志の部屋に上がった。


　オレ以上にいろんな種類の模型が飾かざってある。主に飛行機だけど、篤志の場合は「飛ぶ飛行機」にこだわってるから、そういうのがたくさんあった。


　部活ではゴムで飛ぶやつを専門に研究してるから、それが多いかな。他ほかにもラジコンだとか、いろいろあった。ベッドには読みかけのラジコン雑誌だ。さっきまで読んでたんだろうな。


　オレはベッドを背にして、カーペットに座って、ボンヤリしていた。


「廉太郎。おまえの好きなせんべいがあったぞ」


　篤志はせんべいとお茶を持って、部屋に入ってきた。コーヒーとかじゃなくて、篤志の家ではいつも緑茶が出てくる。そこらへんがいかにも篤志って感じだ。


　確か、化学部を訪ねたときにも、ビーカーで緑茶を出されたんだ。色が綺き麗れいだろうって。あれには参ったけど。


「外は寒かっただろう？」


　だから、お茶を飲んであったまれって？


　オレは少し笑って、湯飲みを受け取った。一口飲むと、本当に身体からだが芯しんから暖かくなってきたようで、何だか今はそういう優しさみたいなものが嬉うれしくて、涙なみだが出そうになった。


「で、どうしたんだ？　普ふ通つうの話なら電話でもできるが、わざわざ俺おれんちに来たとなると、何かよほどのことがあったのか？」


　篤志はオレの隣となりに腰こしを下ろした。


「うん……あのさ」


　オレは篤志の顔をちらっと見た。篤志は別段変わりなく、普通の顔をしている。


　篤志は信しん頼らいできる友達だ。だからこそ、悩なやみを相談するのには適役だと思ったけど、大事な友達だって思ってるのに、もし変な顔をされたりしたらショックだ。


　だって、オレがこれからするのは、オレが早瀬にエッチされた上に、早瀬の弟だった諒に迫せまられたという話なんだ。しかも、諒は早瀬を憎にくんでいて、そんな奴やつとは別れろって言うし。


　冷静に考えると、早瀬にエッチされて…の辺りで、篤志に軽けい蔑べつされたりして。


　そんなの、嫌いやだ。


　ああっ、でも、このままじゃ、オレ、頭がおかしくなりそうだよ。せめて誰だれかに悩みを聞いてもらわないと。アドバイスはもういいから、聞くだけ聞いてもらったら、オレもすっきりするし。


　そして、その話をするのは、篤志以外にはいないんだ。


「なあ、篤志……。オレ達、幼よう稚ち園えんの頃ころからの長い付き合いだよなあ」


「今いま更さら確認するまでもなく、そうだが」


　う……。篤志って、冷静すぎて、ちょっと嫌だな。


「オレ達、同じ女の子を好きになったりして。取り合いになって、女の子、泣かせちゃったこともあったよね」


「そんなこともあったな」


　髪かみの長い女の子だったと思うけど、もう顔も名前も覚えてない。可か愛わいかったという記き憶おくだけは残ってるけど、どう可愛かったかというのは忘れてるんだ。


「実を言うと、あんな女の子はどうでもよかったんだ」


　いきなり、篤志はそんなことを言い出した。


「えっ。何かオレ達、取っ組み合いのケンカして、先生に怒おこられなかったか？」


　本人達というか、少なくともオレはめちゃくちゃ真しん剣けんにケンカしていたから、今になって、どうでもよかったなんて言われると、すごく気分が悪いぞ。


「あの頃、俺達、いつも一いつ緒しよに遊んでいたじゃないか。それなのに、ロクに遊んだこともない女の子のことが好きだって、おまえが言ったから、子供ながら『こいつ、友情を捨てて、女に走るつもりだな』とか思ってさ。ムカッときて、つい張り合ったんだな」


「何だ、それー。本気でそう思ってたのか？」


　オレは笑いながら、篤志の腕うでを軽く肘ひじで小こ突づいた。


「まあ、今になって思えばの話だよ。心情的にはそうだったんだ。俺はもうおまえと一日何をして遊ぶかで、いつも頭がいっぱいだったのに、おまえときたら、給食でプチトマトをくれただけで、その子と結けつ婚こんしたいって言ってたんだぞ」


「そうだったっけ？　幼よう稚ち園えん児じって、何かっていうとすぐ、ナニナニちゃんと結婚するって言い出すよな」


　それにしたって、プチトマトで結婚を決めてたなんて。我ながら、バカって感じだ。


「俺おれはいつだって、おまえの一番の友達のつもりでいたのにな。おまえは薄はく情じようだから、いつも俺以外の仲良しができるんだ」


　何だかそう言われると、立たつ瀬せがないっていうか、ゴメンナサイっていうか……。


「でも、オレだって、篤志が一番の親友だって思ってるよ。だって、長い付き合いだから、オレのこと、いろいろ判わかってるって思うし」


　だから、オレはここに来たんだ。そりゃあ、いつもは遊ばないで、こういうときだけ頼たよりにするって文句言われたら、ホント、何も言えないけどさ。いつも遊んでるばかりが友達じゃないだろうっても思う。


「それが判ってるなら、別にいいけどな」


　篤志はオレの頭をヘッドロックみたいにして引き寄せ、髪かみの毛をぐしゃぐしゃと撫なでた。


「ほら、言えよ。何か言いたいこと、あるんだろ？」


「おい、お茶がこぼれるじゃないかっ」


　篤志はオレの手から湯飲みを受け取って、せんべいを入れた菓か子し皿ざらの横に置いた。


　部屋の中が、急にしんと静かになる。


「あのさ……昨日、新しい理事長が挨あい拶さつしてただろう？」


「ああ、女がキャーキャー言ってた奴やつだろう？」


　そうか。やっぱり言われてたか。そうだろうな。あの顔のよさは尋じん常じようじゃない感じだもんな。


「あいつ、模型店で引っかけたオレの友達なんだよ」


　篤志はハアと言って、溜ため息いきをついた。


「釣つりじゃないんだから、変なもん、引っかけんなよ」


　変なもんって……。そこまで変じゃないよ。篤志の言い方だと、まるで釣りにいって、長なが靴ぐつを釣り上げたみたいじゃないか。


「早瀬は長靴じゃないって」


「早瀬って呼んでるのか？　向こうはずいぶん年上だろう？」


　オレは首の動きで、篤志に答えを知らせた。


「早瀬は初心者でさ、オレ、先生気取りでいろいろ教えてたんだ。でも、何かあいつは一人で勘かん違ちがいしちゃってさ。だいたい、人の話をあまり聞かない奴で、自分勝手なんだよ。まあ、そういうところが、けっこうカワイイというか……いい加減にしろって思いながらも、悪い奴じゃないって思ってしまうところがあったんだ」


「何となく状じよう況きようは判わかる。ていうか、おまえ、それはいつものパターンだろ？」


「えっ、そうかな」


　そんなにオレの周りに、勝手な勘違かんちがいヤロウがいたっけ？


「気づいてないかもしれないが、傍はたから見てると、いつもそうだ。性格破は綻たん者しやみたいなのを、おまえは引き寄せるし、いつも悪い奴やつじゃないって思いながらも付き合ってるんだ」


「そうだったかな。自分ではよく判らないけど、とりあえず、早瀬はいつものパターンってやつを越こえるくらい、勘違いな男だったんだ」


　しかし、さすがに篤志は、オレが自分で気づかないことをちゃんと知ってるんだな。もしかして、観察されてるんだったりして。


「で、何を勘違いしてたんだ？　早瀬って奴は」


　篤志はいきなり核かく心しんをついてきた。


「えーと、それは……つまり、アレだよ」


「ちゃんと説明しないと、俺おれには判らないぞ」


　そうでした。アレじゃ、篤志には全然伝わんないって。でも、これを言って、篤志がオレから離はなれていったら、嫌いやだな。


　だけど、これ以上、遠回りなことを言っても仕方がない。オレは覚かく悟ごを決めて、話し始めた。


「早瀬はオレのこと、好きだって言ったんだ。友達としてじゃなくて。で、オレも早瀬のことが好きなんだって向こうは勝手に思い込んでるんだ」


「早瀬って奴はホモなのか？」


「いや、よく判んないけど。とにかく、違うって説明しても、話がちっとも通じないし……そのうちにエッチなことされちゃったんだよ」


「…………」


　いきなり篤志は黙だまってしまった。そして、何か言葉をかける代わりみたいに、ゆっくりとオレの頭を撫なでた。


　やだなあ。この沈ちん黙もく。何か言ってくれないと、オレもこの後の話を続けられないんだけどな。何でもいいよ。諒の「つらかっただろう」みたいなのでも、そうじゃなくて、冗じよう談だんめいた言葉でもさ。


　何か言ってくれないと、そっちのほうがつらいじゃないか。


「一口にエッチって言っても、いろいろ段階がある」


　いつものように冷静な篤志の言葉だった。


「さ…最後までだよ」


「なるほど。判った」


　一体、何が判ったのか。オレはすごーく嫌な予感がした。


　いや、だって。


　篤志自身が言ったんだ。オレの周囲には勘かん違ちがいヤロウが多いって。


「あのさ、首痛いんだけど、手を離はなしてくれないかな？」


「ああ。すまん。つい触さわり心地がよくて」


　篤志はようやく手を離してくれた。


　そっとオレは篤志の顔を見る。いつものようにポーカーフェイスな顔をしていて、何を考えてるかは摑つかみにくい。


「おまえはもう何も悩なままなくていいぞ。そいつのことは俺おれがカタをつけておくから」


「いや、そうじゃなくて。まだ話に続きはあるんだよ」


　どうやら、篤志はオレが早瀬にヤラれちゃってどうしようと泣きついてきたって思ったらしい。確かに、あのときもどうしようって思ったよ。でも、オレは基本的に早瀬のことが嫌きらいじゃないからさ。だいたい、簡単にカタをつけられるなら、苦労はしないって。


「他ほかにまだ問題があるのか？」


「うん……」


　オレは諒のことも話した。早瀬と諒の関係を篤志に言ってもいいかどうか判わからなかったけど、それ抜ぬきでは、正確なところが伝わらないから、心の中でごめんと言いながら、簡単に説明もした。


「それで、諒までオレのことを好きだって言い始めて、キスをしてきたんだ」


　オレは助けを求めるように、篤志を見た。


「それはまた……。あいつがキスねえ。そんな思い切ったことをする奴やつだったとは」


「オレは諒がそんなこと思ってるなんて、全然気づかなかったよ。あっちもこっちもで、諒は早瀬と別れろって言うし、でも、オレは早瀬と離れるのは嫌いやだし、どうすれば一番いいのか判らなくなってさ」


　篤志はうんうんと頷うなずいた。


「でもまあ、宇都宮に関しては、俺はずっと前から気がついてたよ」


「えっ……そうなんだ？」


　さすが篤志。あんなに口喧げん嘩かばかりしていたのに判るのか。


「俺が廉太郎を誘さそえば、必ずジロッと睨にらんで、邪じや魔まばかりしていたからな。あれくらい判りやすい奴はいないと思う。そこに気づかないのが廉太郎らしいって言えば、そうだけど」


「でも、普ふ通つうはそう思わないだろう？　オレは単純に篤志が嫌いなんだと思ってたよ」


　篤志はオレの意見を笑い飛ばした。


「何であいつが俺を嫌いかって言えば、おまえが俺に愛あい想そよすぎるからだ。幼よう稚ち園えんからの親友だって、最初、俺のことを紹しよう介かいしただろう？」


　そういえば、そうだ。ずいぶん前──一年のとき、二人が顔を合わせたときに紹介したんだ。


「オレはただ、オレの友達二人が仲良くしてくれればいいなって思ってさ」


「俺おれはそのとき、宇都宮のただならぬ敵意を感じて、こいつヤバイと思ったものさ」


「判わかってたなら、教えてくれればいいのに」


　篤志はフッと笑った。


「それは人が勝手に言うもんじゃないだろう？　たとえば、俺に好きな奴やつがいたとして、それが判ったからって、おまえ、その相手に教えるか？　教えないだろう？」


「そう言われればそうか。ただ、この場合は特とく殊しゆな例だから、前もって知ってれば、それとなく回かい避ひできたかもって思ったんだけど」


「回避ね。どっちみち、無理だと思うな。一年前に宇都宮がそういう気持ちを持ってるって判ってても、おまえはズルズル付き合ってたよ」


　う……。確かにそうかもしれない。


「早瀬って奴に対してもそうなんだろう？　普ふ通つう、一回ヤラれたら、近づかないもんだ。いくら相手が相当の判わからずやであってもさ。しかも二回もヤラれたって、どういうことだ？」


「どういうことって言われてもさ……。成り行きっていうか、アレって、けっこう気持ちいいんだよ」


　オレがそう言うと、篤志は大きな溜ため息いきをついた。


　もしかして、呆あきれられたかな。そうだよな。呆れるよな。


　オレって、自分ではあまり意識してなかったけど、実は優ゆう柔じゆう不ふ断だんな奴だったんだ。ひどい目に遭あわされても、付き合ってるし、しかも気持ちいいなんて言ってるし。


　篤志に呆れられても仕方ないよな……。


　オレが落ち込んでると、篤志はそっと眼め鏡がねを外し、こちらを見た。眼鏡を外すと、なかなかの男前なんだ。


　幼よう稚ち園えん以来の馴な染じみの顔がオレに近づいてくる。


　え……っ。


　オレは篤志に唇くちびるを塞ふさがれていた。しかも、舌まで差し込まれたディープキスだった。


　あまりのことに、オレは状じよう況きようにまったくついていけなかった。一体、これはどういうことなんだよ。


　何で、篤志までもがオレにキスをするんだろう。


　これって、何かの間ま違ちがいかな。あ、もしかしたら、篤志はオレを揶揄からかってるのかもしれない。


　そうだよ。きっと、そうだよ。でなきゃ、何で篤志がオレにキスなんかするんだ。


　やがて篤志は唇を離はなした。


　目と目が合う。篤志はまっすぐオレを見つめてるが、オレには篤志が何を考えてるか、さっぱり判らなかった。


「どうして抵てい抗こうしないんだ？　抵抗しなきゃ、俺のこと好きなんだと誤解するだろう？」


「そ、そうか！　そのために篤志はオレにキスしてみたのか」


　さすが実験が好きで、化学部に入っただけのことはある。


「違ちがう。俺おれもおまえを好きなんだよ」


「ええっ？　そんなまさか」


　オレは篤志の顔をもう一回見つめたが、やっぱりポーカーフェイスすぎて、本気かどうかも判わからなかった。


「本当だ。何のために俺がおまえを何度も飛行テストに誘さそってると思うんだ？」


「模型友達だから」


「宇都宮が邪じや魔まするって判っててか？　俺はおまえが元気よく『行く！』と答えるのが嬉うれしくて、何度も生徒会室に通ってたんだ」


　そうだったのか……。目からウロコが落ちたよ。ていうか、やっぱり、普ふ通つうは気づかないだろう。諒の気持ちも篤志の気持ちも、一いつ般ぱん的じゃないんだからさ。


　気づかなくたって、それはオレのせいじゃないよ。


　でも、どうしよう。悩なやみ相談に来て、新たな悩みが生まれてしまった場合には、どうすればいいんだ。


　早瀬と諒の兄弟に、別方向に引っ張られてるのも困るんだけど、それに篤志までもが加わって、どうすりゃいいんだろう。


　オレが頭を抱かかえていると、自信満々な態度で、篤志が言った。


「結論から言おう。早瀬って奴やつと宇都宮は兄弟で、仲が悪い。しかし、どちらも廉太郎が好きだ。間に挟はさまれた廉太郎は板ばさみで苦しんでいる。そこに現れたのが、第三の男、つまり、この俺おれだ。板ばさみが嫌いやなら、廉太郎は俺を選べばいいんだ」


　おいおい。そんな結論アリか？


　結局、三人が三人とも、自分のいい方向にオレを引っ張ってるだけじゃないか。それに、元から優ゆう柔じゆう不ふ断だんなオレは、誰だれか一人なんて選べないんだ。選んだとしても、他ほかのみんなも仲良くしてくれって思うし。


　それに、何でオレが三人の中から誰かを選ばなきゃいけないんだよ。おかしいじゃないか。


「オレは男の恋こい人びとなんか欲しくないんだよっ」


「だが、エッチは気持ちいいんだろう？　だったら、男の恋人でもいいはずだ。発想を転てん換かんしてみろよ。恋人は女でなくてはならないという気持ちを捨てたときに、きっと新しい道が開けるぞ」


　もっともらしいことを篤志は言うが、その結論が「俺を選べ」じゃ、今イチ説得力ないよ。


　とはいえ、篤志の言うことにも一理ある。エッチ云うん々ぬんは置いといても、オレが早瀬と今の関係を続けるなら、あの兄弟のことに関かかわりをもたなければいけなくなるんだ。


　いっそのこと、オレには関係ないって、逃にげ出したいよ。でも、そういうことも、オレの性格じゃできないしさ。


　そもそも、早瀬は、昨夜ゆうべあんな別れ方をしたのに、オレのことが気にならないんだろうか。


　いやいや、早瀬は何事も自分の都合のいいように受け取る性格だから、あれもオレが思ってることとは違ちがうように捉とらえているのかもしれない。


「廉太郎……。これから俺と新たな挑ちよう戦せんをしてみる気はないか？」


「えっ。新たな挑戦っていうと……」


　何だか篤志の目の輝かがやきがいつもと違うんだけど。怖こわいなあ。


「つまり、試しに俺とエッチなことをしてみるとか」


「冗じよう談だんじゃない！　篤志まで、これ以上、オレを悩なやませるようなことをするなよ。頼たのむから」


　せっかく頼たよりに来たのに、全然頼りにならないじゃないか。いや、グチを聞いてもらえるだけでもいいと思ってたよ。でも、何でオレが篤志とエッチをしなきゃならないんだ。


「そうか。悩むか。これで一挙解決と思ったのにな」


　オレは篤志の考えがさっぱり判わからないよ。


　それにしても、悩みを打ち明けて、すっきりするつもりが、余計にややこしくなってしまったみたいだ。これだったら、自分でいろいろ考えたほうがよかったかもしれない。


「じゃあ、ひとつ、本当のアドバイスでもしてやろう」


　うっ。今までのは本当のアドバイスじゃなかったんだな。それを早く言えよ。


「兄弟の間のことについては、もう関わり合いになるな。おまえが解決できる問題じゃないからな」


「そうだな……確かにオレには手に負えない」


「それでも、おまえは、宇都宮とも早瀬とも縁えんを切ることができないわけだ。だったら、勘かん違ちがいさせるような言動は絶対にするな。そして、徹てつ底てい的に勘違いを正せ。いいか、流されてエッチなんかするなよ。もし愛が生まれて、勘違いが勘違いじゃなくなったら、別だけどな」


　篤志はそう言うと、ニヤッと笑った。


　うーん。さすが篤志。例の兄弟問題まで絡からんできてるから、ワケが判わからなくなっていたが、確かに問題を二つに分けると簡単じゃないか。少なくとも頭の中の整理はつく。


　ただ、勘違いを正すのは、ものすごく難しそうだけどね。


　でも、それを避さければ避けるほど、ますます足抜ぬけができなくなるんだ。早瀬と流されてエッチしてる場合じゃないよな。本当に男の恋こい人びとがいらないんだったら、断固としてエッチは拒きよ否ひしなければっ。


「判った。ありがとう。やっぱ、篤志は頼たよりになるなあ」


　ついでに、途と中ちゆうの告白やキスや変なアドバイスがなければ、もっとよかったんだけど。


　篤志は満足そうに頷うなずき、オレの頭をちょっと撫なでた。


「ま、おまえがどこまでやれるかだな。俺おれに頼りたくなったら、いつでも来てくれ」


　篤志の気持ちを知った今、それはないと思うぞ。


　オレは拳こぶしを突つき出して、力を込めて言った。


「必ず、アドバイスどおりするからな！」


　篤志はビックリしたような顔をしたが、やがてニヤリと笑って言った。


「期待してるよ」








　家に帰ったら、さっきまで早瀬がいて、オレを待っていたことが判った。


「忙いそがしいからって、すぐに帰っちゃったけど、廉太郎に急用って何だったんだろうね」


　母さんは首をかしげながら、そう言った。


　そうか。早瀬が来てたのか。やっぱり、さすがに昨日のことが気になったんだな。


　オレはすごく嬉うれしくなった。忙しいのに、スケジュールの合間を縫ぬって、オレの家にまで来てくれたんだ。そう思うと、嬉しくてならない。


　いや、ちょっと持てよ。何でオレが嬉しがらなくちゃいけないんだろう。オレと早瀬の関係は、そういうのじゃないはずだ。


　これじゃ、まるで喧けん嘩か別れした恋人だ。


　違うだろ。しかも、喧嘩したわけじゃないもんな。ただ変な別れ方をしただけで。


　だけど、ホントに何でオレはこんなに嬉しがってるんだろう。自分の気持ちがオレは不思議でならなかった。


　そういえば、前に、早瀬の携けい帯たいナンバーを教えてもらったことがあったよな。今まで一度もかけたことなかったけど。


　あ、でも、忙いそがしいっていうなら、何か仕事してるのかもしれないし、そんなときにかけるとマズイだろう。ていうか、何でオレがかけないといけないんだよっ。


　変だ、オレ。


　やっぱり二度もエッチしちゃったから、情が移ったとか。そんな……。早瀬が無理やりヤッただけじゃないか。


　二度目はそれだけじゃなかったけど……。


　思い出すと、顔がひとりでに赤くなってくる。あんなことやこんなことをされて、オレってば、あんな格好やこんな格好をしてしまったんだ。


　ああ、バカバカッ。思い出してる場合じゃないだろう。


　オレは篤志のアドバイスどおり、早瀬と諒の勘かん違ちがいを徹てつ底てい的に改めさせるんだからさ。もう早瀬とエッチなんか絶対しないんだ。


　そう思いつつも、オレは本当にそうできるのかなって思った。


　篤志の「もし愛が生まれて…」の言葉を思い出す。


　いや、そんなもの生まれないよ。オレは別に男と付き合うつもりはないんだから。まして、早瀬が勘違いしまくってるみたいに、一生傍そばにいるわけにはいかないんだから。


　どうせ、早瀬はきっといいとこのお嬢じよう様さまか誰だれかと結けつ婚こんするんだよ。オレなんか……本当は遊びなんじゃないかな。揶揄からかって遊ぶだけのさ。


　ハッ。いや、そうじゃないだろう。そんなことは関係ない。遊びだろうが、そうでなかろうが、オレはただ早瀬を撃げき退たいするだけのことなんだ。


　もちろん、模型友達としての早瀬は好きなんだけど、今の関係を断ってしまったら、きっと早瀬はこの家にも寄りつかなくなるかもしれないな。


　それは淋さびしい。すごく淋しい。


　だけど、仕方ないんだよ。このまま早瀬とズルズルと付き合うわけにもいかないんだから。諒とのこともあるし、早急に対応しなければ、本当に抜ぬけ出せなくなる。


　しかし、どうやって、早瀬の誤解を解けばいいんだろうな。あれだけ、強固にオレの気持ちを勘違いしてる奴やつに、どんな手を使えばいいんだろう。


　オレは夜通し考えたが、結局、何も思い浮うかばなかった。対処療りよう法ほうで頑がん張ばるしかないのかもしれない。それが一番難しいんだけどさ。


　翌朝、学校に行くと、諒が待ち構えていて、オレを生徒会室に連れ出した。


「僕ぼく、昨夜ゆうべ、いろいろ考えたんだけど」


　そう言いながら、諒は持っていた紙かみ袋ぶくろから、ビデオカメラを取り出した。


「これをこの部屋にセットしておくんだよ。そして、廉太郎があいつをここに呼び出して、エッチの真ま似ね事ごとをするんだ。キスだけでもいい。そうしたら、理事長が廉太郎に手を出した証しよう拠こになるだろう？　それをネタに脅おどかせば、あいつだって、廉太郎につきまとわなくなると思うんだ」


　それって、何だか思いっきり卑ひ怯きような気がするんだけどなあ。とはいえ、一生懸けん命めい、諒は考えたんだろう。


　諒にしてみれば、早瀬はやな奴やつなんだから、そこまでしても心は痛まないのかもしれない。


　でも、オレはやっぱり痛むよ。早瀬はオレのこと、そんなことする奴だっては思ってないだろうし。信用されてるのに、そんな手を使うわけにはいかないだろう。


　確かに手っ取り早いとは思うけどさ。


「そんなことできないよ。諒がオレのことを考えてくれたことは嬉うれしいけど、それはやっぱりよくない手だ」


　オレがそう言うと、諒は不満げだった。


「どこがよくない手なんだ？　これは絶対効くぞ」


「そんなことしたら、早瀬が傷つくだろう？　やっぱり、オレは早瀬を説得することにしたんだ。だから、そんな手は必要ない」


「説得ぅ？　できるのか？」


　思いっきり疑わしそうな目で見られてしまう。


　オレがそういう説得ができるくらいなら、二度もエッチしないだろうって言われても、本当にそのとおりなんだが、オレはそれが一番確実な方法だと思うんだ。本人はオレの気持ちを勘かん違ちがいして思い込んでるから、その思い込みを正すのは大変なんだけど、そんな小道具を使うのは間違いだと思う。


　正々堂々と説得しよう。難しいけど、それしかないよ。


「諒にもはっきり言っておく。オレは早瀬が嫌きらいじゃないんだ。もちろん、そういうエッチな関係は嫌いやだから、何とかしたいと思うけど、それを抜ぬきにすれば、早瀬と友達でいたいって思ってる」


「それは廉太郎が優しいから……」


「そうじゃない。オレは優しいんじゃなくて、優ゆう柔じゆう不ふ断だんなだけだ。それで、これからは、その優柔不断なところを改めるんだ」


　まあ、オレの場合は、全部が全部、優柔不断ってわけじゃなくて、人との付き合いにおいて、そういうのが顔を出すみたいだ。悪い奴じゃないからって思うと、何だかあれもこれも許したくなってくるけど、やっぱりエッチはマズイだろう。


「そうか……。はっきり自分で言うなら、こんな手は必要ないか」


「うん。ついでに、諒にも昨日は言いそびれたことがあるんだが」


　諒は眉まゆをひそめた。


「何だか嫌いやな予感がするから、聞きたくない」


　そんなワガママなことを。そういうところが早瀬と似てるよ。早瀬に至っては、たとえ口に出して言っても、自分の都合の悪い部分は勝手にカットしてるけど。


「ちゃんと聞いてくれ。諒の気持ちは嬉うれしいけど、オレはそういう気はまったくない。でも、友達としては好きなんだ。だから、ずっと友達として付き合ってくれ」


　かなりはっきりとストレートに言った。これで曲解するのは、早瀬くらいのもんだと思うけど、諒はどうだろう。


「判わかった」


　諒はやけにあっさりと言った。


「判ってくれたか？」


「でも、僕ぼくが勝手に廉太郎にそういう気持ちを抱いだいているのは、いいんだろう？」


「そ、そりゃあ……。よくないなんて言えないよな」


　人の気持ちを変えさせることは、オレだってできないよ。


「じゃ、そういうことだ」


　諒はニッと笑って、オレの肩かたをポンと叩たたいた。


　あれ……？


　オレの気持ちは確かに諒に通じたはずだ。諒も判ったって言ってくれたし、それで終わりのはずなんだけど。


　どうしたんだ、この達成感のなさは。


　何だか、オレが負けたような気がするのは何な故ぜだ。昨日の篤志だって、どこか余よ裕ゆうありげだったし、どうしてオレのほうがこんなモヤモヤした気持ちにならないといけないんだよ。


　もしかして、廉太郎はどうせ優ゆう柔じゆう不ふ断だんだからと思われてるのかもしれない。


「オレは優柔不断はやめるんだぞ！」


「判ったって」


　でも、判られてないような気がするのは、どうしてだろう。


　生徒会室のドアが勝手に開けられた。


「おっ、やっぱり廉太郎はここか」


　篤志が何の用なのか、やってきた。


「部外者は入ってくるな」


　相変わらず諒は篤志に手厳しい。


「そう言うな。俺おれとおまえは同志だぞ」


　篤志は苦笑いしながら言った。


　そういえば、篤志は諒がオレのことを好きだってことを知ってるけど、諒は何も知らなかったんだな。それはフェアじゃないので、昨日の篤志の家での経いき緯さつを簡単に説明した。


　案の定、諒はいきなり不ふ機き嫌げんになってしまった。


　そりゃあ、早瀬と諒が兄弟なことも言ってしまっていたからな。それは充じゆう分ぶんに謝ったけど、諒の不機嫌はすぐには直らなかった。


「ま、おまえが廉太郎を悩なやませたのがいけないんだな」


　篤志はあっさりとそう言ったから、余計に諒の機嫌が悪くなってくる。


「おまえだって、どさくさにまぎれて廉太郎に告白するな」


「どうしようが俺おれの勝手だ。おまえの指図は受けない」


　同志だとか何とか言いながら、二人の関係はやっぱり険悪だった。オレはもう、二人の間を取り持とうという気もなくなっていたから、それを黙だまって眺ながめていた。


　早瀬と諒の間も、オレはタッチしないから、この二人のことだって、何も口出さないよ。人の心っていうか、考え方を変えることは、並なみ大たい抵ていのことじゃない。口を出せば、出した分だけこじれるってこともあるし、この二人の関係に関しては、口出す必要はどこにもないような気がした。


「そうそう、廉太郎に用事があって来たんだった」


　篤志は急にそれを思い出したのか、諒との口喧げん嘩かの最中に、オレを振ふり向き、そう言った。


「職員室で小耳にはさんだけど、今日、理事長が昼から来るってさ」


「な、何で……」


「そりゃ、理事長だからだろ。何か仕事があるんじゃないか？」


　よく判わからないけど、そういうものなのか。


「というわけで、説得のチャンスだ。しっかりやれよ」


　どこか楽しんでるふうな篤志は、妙みようにオレにプレッシャーをかけるみたいに言った。








　そんなわけで、放課後。


　オレは理事長室に向かった。


　何か嫌いやなんだよな、理事長室。何しろ、初めてエッチされた場所が理事長室だからだ。変に緊きん張ちようするよ。


　だけど、もう優ゆう柔じゆう不ふ断だんはやめると決心した以上、ずるずると結論を引き延ばしても仕方がないんだ。


　やるときはやる。言うときは言う。


　諒に偉えらそうなことを言った手前もあり、オレは早瀬とのことにしっかりケリをつけないといけなかった。


　理事長室をノックして、中に入る。


「廉太郎！」


　いきなり早瀬の嬉うれしそうな顔が目に入り、しまったと思う。


　オレ、こういう顔に弱いんだよ。今から、別れ話（に似たような話）をするのにさ。


　幸い、理事長室には早瀬一人しかいなかった。誰だれかが何かの用事でいたりしたら、どんなごまかし方をしようかと思ってたけど、その必要はなかったわけだ。


「嬉しいよ。廉太郎が来てくれるなんて」


「あ……いや、その……」


　しっかりしろよ、オレ。


「えーと、話があって来たんだ。ちょっといいかな？」


　さすがにこう言えば、早瀬もオレが単に自分に会いにきたとは思わないだろう。とにかく早瀬が誤解する隙すきを与あたえないように、オレははっきりと言うことにした。


「もちろん、いいよ。さあ、ここに座って」


　この間のソファを勧すすめられた。


　うーん、座りたくないんだけど。でも、じっくり早瀬の目を見ながら話をしないと、立ち話じゃ、オレの気持ちが伝わらないような気もするしな。


　オレは仕方なくソファに座った。なのに、どうして横に早瀬が座るかな。しかも、肩かたに手を回すし。


「話があるって言ってるのに、肩なんか抱だくなよ」


「いいじゃないか。君と私の仲なんだから」


　うーん。こいつ……。


　いやいや、落ち着こう。その間ま違ちがいを正すために、オレはここにやって来たんだから。


「実は私も廉太郎と話がしたくて、わざわざ時間をつくって学校に来たんだ」


　そういえば、橋本さんがいない。ということは、もしかして、本来はプライベートな時間だったりして。


「この間、変な別れ方したから。もしかして、廉太郎は私と諒の関係をすごく誤解してるんじゃないかと気になって……」


　確かにあのときはちょっとそう思っていたので、オレは赤くなってしまう。


「そうか。やっぱり……」


「あ、いや、昨日、それは諒に聞いたから」


　オレは慌あわててそう言った。誤解したなんて、まるでオレが早瀬に惚ほれてるみたいだからだ。


「諒はちゃんと話してくれたか？」


「うん。兄弟だったんだね」


　もちろんオレはそういうことには関かかわらないと決めていたので、それだけでこの話題は流すつもりだった。オレにはもっと重要な話があるんだから。


「そうなんだ。長い間、離はなれていたから、無理はないと思うんだが、諒は私には懐なついてくれなくてね」


「懐いてくれないったって……いきなり遺産相続の話をしに来られたら、そんな気になれないのは当たり前なんじゃないか？」


　気がついたら、オレはしっかり口出ししていた。


「諒はそんなことまで君に言っていたのか……」


「まあ、オレが口出すことじゃないけどね」


　慌あわててフォローしたけど、すでに遅おそかったらしい。早瀬は妙みように真しん剣けんにオレに訊きいてくる。


「いきなり遺産の話はマズかったかな。会いにいくのと遺産の話を一いつ緒しよにすれば、一回でふたつの用事が済むと思ったんだが」


　橋本さんはこのとき一体何をしてたんだろう。誰だれか、こいつを止めてやれよ。


「そういう問題じゃないだろ。諒はお父さんがいるとか兄弟がいるとか、まったく知らなかったのに」


「えっ、知らなかったのか？」


　その事実を知らなかったらしい早瀬は頭を抱かかえた。


「よその家庭のことをあれこれ言うのはよくないと思うけど、それはちょっとね。しかも、お父さんが危き篤とくだとか、葬そう式しきのことだとか、知らせてなかったっていうのも、マズイんじゃないのか？」


　ああ、オレ、こういうことを言うために、ここに来たんじゃないのに。


　でも、諒が懐かないなんて、すごい勘かん違ちがいなことを早瀬が言ってるから、止まらなくて。


「危篤も何も、いきなり亡くなったんだ。通つ夜やや葬式については連れん絡らくの手配をしたつもりが、人任せにしていたもので、行き違いがあった。そこはもちろんすまなかったと思う。それは電話で母さんのほうに話していたんだが」


　ということは、それも諒には伝わってなかったんだな。つくづく、ちゃんと話すってことは、大事だなあって思った。面と向かって話をすれば、この場合、そんな誤解は生まれなかったはずなのに。


「私の父親は離り婚こんした後、すぐに再婚した。だから、本宅のほうには、義理の母親がいる。別に新しい母親とはなさぬ仲というわけではなかったが、そういうこともあって、本当の母親や、母親が引き取った諒と会うのを禁じられていたんだよ。父親が亡くなって自由になれたんだが、そういう締しめ付けが長い間あったもので、遺産の話は大義名分という気分だったんだよ。これで、堂々と会いにいけるんだってね」


　そうか。それを聞くと、早瀬のほうに同情的になってしまう。


　いや、オレはこういう話をしに来たんじゃないんだってば。だけど、どうやって、話を転てん換かんしたらいいんだ。オレにはもう判わからないよ。


「その話、諒にしてやってくれないかな？　今日も生徒会室にいると思うし」


　もうヤケクソでオレはそう言った。


　早瀬は目を丸くして、オレを見つめ、それから微ほほ笑えんだ。


「やっぱり、廉太郎はいい子だね」


　全然いい子じゃないよ。優ゆう柔じゆう不ふ断だんなダメな奴やつだよ、オレってさ。


　オレはそう思いながら、早瀬を生徒会室に連れていった。諒以外に誰だれかいたら、諒を理事長室まで連れていかなきゃと思ったが、ドアを開けたら、諒だけしかいなかった。


　オレの後に早瀬が入ってきたのを見て、諒の顔色は変わった。


　ものすごい視線でオレと早瀬を見比べるし、もうどうしようかと思った。


「理事長がどうしてこんなところに来るわけ？」


　イヤミたっぷりに諒はオレに尋たずねた。


「私が君に話をしたいと廉太郎に頼たのんだんだよ」


　早瀬が横からフォローを静かに入れた。諒は険悪な雰ふん囲い気きを漂ただよわせながら、早瀬を睨にらみつける。


「僕ぼくには話なんかないね」


「君の誤解を解こうと思って」


　部屋にものすごい緊きん張ちようが漂っていた。ここに誰かが入ってきたら、話ができなくなるから、オレは廊ろう下かに出て、誰も入らないようにしたほうがいいのではと思った。


「あの…オレ、席を外すね」


「廉太郎にはここにいてほしい」


　諒にそう言われると、早瀬をここに連れてきた責任上、出ていくわけにはいかなかった。仕方なく、早瀬を諒の近くの椅い子すに座らせ、オレは隅すみっこに立った。


　早瀬は理事長室で言ったことを、諒に話して聞かせた。


　諒の険しい顔はだんだん和らいでいったが、それでも、キュッと寄せた眉まゆだけは元に戻もどらなかった。


「そっちにも事情があったことは判わかった。いろんな行き違ちがいで、僕が誤解していたことも」


「そうか。判ってくれたか」


　早瀬はホッとしたように笑みを浮うかべた。オレもこの場の立会人として、諒の誤解が解けて、安心した。


「だけど、あんたが廉太郎に手を出したことだけは許せないな」


　おーい。ちょっと待てよ。


　いきなり諒がオレを立会人から当事者に引きずりこんだ。


「廉太郎から聞いたのか？」


「僕が言わせたんだよ。僕とあんたとの関係を話す交こう換かん条件として」


　早瀬は今の今まで、わりと低姿勢で諒と話していたと思うんだけど、オレの話題になった途と端たん、急に横おう柄へいな態度に早変わりした。


「私と廉太郎の関係は、君が口出すことじゃない」


「廉太郎の親友として口を出すさ。だって、廉太郎は嫌いやがってるんだからな」


　早瀬はオレのほうを振ふり向いた。


「そう言ったのか？」


　心臓がドキドキしてくる。だけど、ここでごまかしても仕方ない。せっかく諒が振ってくれた話題なんだから、ここではっきり言わないと。


「確かにそう言ったよ」


「友達にはそう言わないと、格好がつかないよね」


　早瀬はうんうんと頷うなずいた。


「いや、そうじゃなくってさ。オレ……本当に嫌だったんだ。あんたがあんまりそう思い込んでいたから、上手うまく言えなかったけど」


　でも、早瀬は納なつ得とくできないような顔をした。


「嫌がってたみたいには思えないが」


　オレの顔がカーッと熱くなる。


「思えなくても、そうだったんだ！」


「あんなに感じてたじゃないか。しがみついてきて、締しめつけてきて、あんなに色っぽい声も出してたし」


　諒の前で言うなよ、そんなこと。


「そうだけど、でも……」


「二度目のときは、半分、君から誘さそってたじゃないか」


「あのときは……つまり、そういう気分だったんだよっ。エッチは気持ちいいだろう？　それだけのことだ」


　本当にそれだけのことなんだろうか。


　オレは自分に問いかけてみたけど、答えは返ってこなかった。


　だって、オレだって、もう判わからないんだよ。早瀬をどう思ってるのか、自分でもだんだん判らなくなってきて……。


「あんたのこと、友達としては好きだよ。だけど、身体からだの反応はそういう感情とは別で、刺し激げきされれば勝手に身体が感じるんだよ」


　本当にそうだったのかな……。


　本当は早瀬以外の奴やつにはダメなような気がする。だけど、それを認めれば、早瀬を恋れん愛あい感情で好きだという結論になってしまうし。


　でも、そうじゃないだろう。そうじゃないはずだよ。


　もう何だか判わからない。頭の中はぐちゃぐちゃだ。


　口で言ってることと、考えてることがバラバラなんだ。確かにオレはそう思っていたのに、実際に口に出すと、そうじゃないんじゃないかなとも思う。


　どうすればいいんだよ、オレ。


「そうか。じゃあ、君は私が思ってたのと違ちがうタイプの人間だったんだな」


　早瀬の何だか冷たい言葉に、オレは声が出なかった。


「それこそ誤解というやつだったのかもしれない」


　オレはずっとそう思ってたよ。それは早瀬の誤解だって。


　だけど、早瀬にそう言われてしまうと、すごく淋さびしさを感じてしまう。


「友達として好きってのはダメなのかな」


　オレの言葉はやけに弱気だった。でも、実際に、オレはそういう気持ちだったから。オレと早瀬の間に身体からだの関係がない頃ころは、本当に早瀬のことが純じゆん粋すいに好きだったんだよ。その気持ちに間違いはなかったのに。


「私には廉太郎が判らない。私のことが好きでないのに、反応できるなんて。信じられない」


　まるで軽けい蔑べつされているようだった。いや、本当にオレのことを軽蔑してるのかな。


　胸に何か重りのようなものが入れられたような気がした。


　すごく痛くて重いんだけど。


「廉太郎はあんたのことなんか好きじゃないんだよ。もう充じゆう分ぶん判っただろう？　いい加減、諦あきらめれば？　みっともないよ」


　追い討うちをかけるように、諒はそう言った。何だか、これじゃ、仲直りさせた意味がないんだけどさ。


　早瀬は黙だまって席を立った。


「あのさ……早瀬」


　オレは返事をしない早瀬の腕うでを摑つかんだけど、振ふり払はらわれてしまった。


「悲しいよ。君がそんな人間だったなんて」


　何だか急にカチンとくる。だって、どうしてそこまで言われないといけないんだよ。


「そんな人間…って何だよっ。勝手に盛り上がって、勝手にオレを……あんなふうにしたくせに！　早瀬なんか嫌きらいだ！」


　別に嫌いじゃなかったんだけど、その場のノリで、ついそう言ってしまった。早瀬は早瀬で、オレの発言にかなりムッときたようだった。


「ああ、私も嫌いだね」


　そう言い捨てると、ドアを開ける。と、そこに篤志がいた。


「何だ、君は。立ち聞きしていたのか？」


　篤志はニヤニヤと笑っていた。


「急に誰だれかが入ってきたら困るだろうと思って、番をしてただけですよ」


「君も廉太郎の友人か？」


「親友です。もしかしたら恋こい人びとになるかも」


　なるわけないだろう……。図ずう々ずうしい自己紹しよう介かいだ。


　オレはそう思ったけど、早瀬はそう思わなかったみたいだ。


「廉太郎はずいぶんモテるようだな」


　そう言って、諒のほうをちらっと見た。諒は挑ちよう戦せん的に早瀬を睨にらんでるし、オレは何だか眩暈めまいがしてしまった。


「邪じや魔ましたね」


　早瀬はオレにはもう一言もかけずに、生徒会室から出ていった。








　結果的にこれでよかったんだ。


　オレはずっと自分にそう言い聞かせていた。


　早瀬と別れた次の日。もうすぐ期末テストが始まるから勉強しなくちゃと思うんだけど、何もする気力がなくなってしまっていた。


　休み時間の度に、クラスは違ちがう篤志と諒がオレの様子を見に、やけにうちの教室にやってくる。昼休みになって、今度は弁当を持って、オレを囲んでいる。


「元気出せよ、廉太郎」


　昨日から何度も何度も言われてる言葉を、オレは二人からまた聞いた。


「うん、そうだね」


　これも昨日から、何度も言っている。


　オレの頭の中には、早瀬がオレを軽けい蔑べつしたような言葉だとか、早瀬の顔だとか、いろんなものが浮うかんで消えていく。


　楽しく遊園地に行ったこととか。観覧車のてっぺんでキスされたことだとか。


　理事長室であんなことされて……。


　それでも、何だか楽しくやってたなあって、今になって思う。


　わざわざ早瀬にあんなことを言う必要があったのかな。いや、でも、自分の気持ちを偽いつわって、付き合うのはよくないよな。


　引きずられてやるようなエッチだってよくないし。


　ああ、だけど……。


　オレは何度目かの大きな溜ため息いきをついて、机に突つっ伏ぷした。気がついたら、オレの周囲に机がふたつくっつけられていて、例の二人が弁当を広げていた。


「廉太郎も早く食えよ」


　篤志は手を伸のばして、オレの鞄かばんか中から弁当を出した。


「食いたくない」


「あのなあ。何でおまえが失しつ恋れんしたみたいに落ち込まないといけないんだ？」


　篤志に言われて、ハッと気づいた。


　そういえば、オレって、もしかして……。


　実は早瀬のことが好きになってて、軽けい蔑べつされちゃったから、今は失恋状態なんだったりして。


　いや、まさかね。ハハハ。


　そう思い直したものの、この気力のなさといい、落ち込みといい、何だか失恋っぽいよな。おまけに、早瀬のことを未練がましく思い出したりして。


　だったら……。オレ、もしかしてバカじゃん。


　何で早瀬のことをフッたんだよ。でも、ずっと、オレは早瀬を友達として好きだって思ってたしさ。いつの間に、オレ、そういう気持ちになってたんだよ。よく判わかんないけど。


「オレ、もしかして、早瀬のこと好きだったかも……」


　そう呟つぶやくと、篤志と諒は顔を見合わせ。


　今いま更さらそんなことを言うなってところだろうか。そうだよな、まったく。


「廉太郎、ちょっといいか？」


　篤志は立ち上がった。


　何だろう。どこかに用があるってことだろうか。


　オレも立ち上がって、篤志の後についていくと、諒まで一いつ緒しよについてくる。


「別におまえは来なくていいんだが」


「廉太郎がおまえに何をされるか心配だから、僕は見張りだ」


　篤志は肩かたをすくめた。向かった先は化学実験室だった。


「実験室に何か用があるのか？」


　オレは実験道具の入った棚たなを眺ながめながら、篤志に訊きいた。


「いや、用があるのはおまえ。昼休みはここらへん誰だれも通らないからな」


「は？　じゃあ、オレに何の用だよ？」


　篤志はオレの肩に手を回した。


「おまえ、昨日から早瀬のことばっかり考えてるだろう？」


「うん……何だか頭の中から離はなれていかないんだ」


「それで、もしかしたら好きかもしれないなんて思い始めたんだろう？」


　さすが篤志。オレの考えてること、全部判ってるじゃないか。


「というわけで、実験だ。本当にあいつのことが好きなのか。それとも、身体からだがあいつを恋こいしくなってるだけなのか」


「どうやって実験するんだよ？」


「エッチするんだよ。俺おれと」


「はあ？」


　何で、オレが篤志とエッチしないといけないんだろう。そんな気は全然ないのに。


「反対！　実験だなんて言って、廉太郎を好き放題にしようなんて、ひどい奴やつだ」


　諒が篤志を押おしのけようとした。が、篤志は諒の肩かたにも親しげに手を回した。


「おまえも入れてやる。三人でやろう」


「冗じよう談だんじゃない！　何でオレがおまえ達とそんなことしなきゃならないんだ！」


「だから実験だって言ってるじゃないか。早瀬のことが好きだったら、俺達とはエッチできないだろう？　俺達とできるなら、早瀬のことは好きじゃないんだよ」


「そんな無茶苦茶な理り屈くつがあるかっ」


　オレは怒おこって帰ろうとしたが、篤志に後ろから両腕うでを押おさえられる。


「バカッ。離はなせ！」


　まさかマジでこんなことしようってんじゃないだろうな。オレは怒るぜっ。


「俺は白黒つけないとすっきりしないタチなんだよ。おまえがホントに早瀬が好きだって言うんだったら、すぐに離してやるよ」


　ああ、そうだ。篤志って、こういう奴だったよ。『かもしれない』という言葉が嫌きらいなんだ。


　はっきりしろって、昔からよく言われてたっけ。


「宇都宮。廉太郎にキスしろ」


　うわあ。そんな……。


　諒は緊きん張ちようしながら、本当に顔を近づけてきた。


　唇くちびるが遠えん慮りよがちにそっと重なる。


「そんなキスじゃ実験にならないだろう？　もっと本気でやれ」


　勝手なことを言うなよ、篤志……。


　諒は意地になって、舌を差し込んできた。オレの舌に絡からんでくるし、どうしようって感じだ。


　そのうちに、篤志はオレの両腕を押おさえているうちに片方だけを外して、オレのブレザーの中に手を差し込んできた。


　それから、シャツのボタンを外して、胸を撫なでてくる。


　篤志の触さわり方はなかなか上う手まくて、何となく気持ちよくなってきたような……。いやいや、友達相手に気持ちよくなっちゃマズイだろう。


　諒はオレのネクタイを外して、首筋にキスをしてくる。


　前後に挟はさまれて二人で刺し激げきされると、ちょっとつらいものがあるぞ。だけど、早瀬とエッチしたときとは、すごく違ちがうんだけど。


　二人に触られたりキスされるのも、カラダ的には気持ちいいよ。でも、早瀬としたときみたいに、もう身体からだごと流されていくような何かがないんだ。


　篤志の指がオレの胸の突とつ起きに触ふれる。


　途と端たんに、早瀬のことを思い出した。すると、ビクンとものすごい反応を身体が示した。


「感じる？」


　篤志に訊きかれたけど、オレは本当に本心から首を横に振ふった。


「やっぱ、ダメだ。オレ、本気で早瀬のこと好きだ」


　篤志は後ろで苦笑しながら手を離はなした。諒も残念そうな顔をして、オレから手を引いた。


「ホント、仕方ないなあ」


　篤志はオレの頭をコンと叩たたいた。


「ごめん。でも、今いま更さら遅おそいよな。オレ、早瀬のことフッちゃったし、早瀬はオレのこと軽けい蔑べつしてるふうだったし」


「そんな泣き言は、もう一回、あいつに会って、それでもダメだったら言えよ。幸い、あいつは理事長だし、宇都宮の兄貴なんだし、会おうと思えば、いつだって会えるはずだ」


　篤志はネクタイをオレの首に巻いて、ニッと笑った。


「本当に廉太郎はそういうのには鈍にぶいんだからなあ」


　諒は呆あきれたように言った。


　確かに鈍かったとしか言えないので、オレは何にも言えなかった。


「でも、食事が喉のどを通らないような失しつ恋れい状態に陥おちいってる廉太郎を見捨てられないからね」


　諒は曲がったネクタイを綺き麗れいに直して、おまけのようにチュッとキスをした。


「こら、それは余計だ」


　諒は篤志に髪かみの毛を引っ張られていた。








　放課後。オレはとりあえず家にまっすぐ帰った。


　早瀬に確実に会う方法。それは、早瀬のマンションに押おしかけることだった。といっても、オートロックだったから、早瀬がオレに会う気にならないんだったら、無理なことなんだけど。


　でも、会いたくないなんて言ったら、マンション前でずーっと張り込んでやるつもりだ。


　ところが、家に帰ったところで、車がうちの前に停とまってるんだよ。


　うちに用なのかなって思ったら、運転席から見たことのある人が出てきた。って、橋本さんじゃないか。


「どうしたんですか？　まさか、うちに早瀬が来てるとかっ」


　何だかドキドキしてくるけど、橋本さんは首を横に振ふった。


「そうじゃなくて、うちの坊ぼっちゃんを探してるんですが、ご存知ないですか？」


「探してるって……いないんですか？」


「私が知る限りのところを探したんですが、どこにも。先日、ここにお伺うかがいしたものですから、もしかして、こちらにお邪じや魔ましているかもと期待したのですが」


　それは、早瀬が家に来て、すぐに帰った日のことだな。あのときは橋本さんが一いつ緒しよだったのか。


「今朝早く、マンションのほうに電話を入れたときには、まだいたんですよ。すごく落ち込んでいて、どうしたのかと思っていましたが……。どこか心当たりはないでしょうかね」


「心当たり……ですか」


　オレは早瀬の行きそうな場所を考えた。


　早瀬が落ち込んでたってことは、やっぱりオレのこと、そんなに軽けい蔑べつしきってたってわけじゃないのかもしれない。早瀬が、今日のオレみたいに落ち込んでいたとしたら……。


　オレだったら、学校に行かないとしたら、どこに行ってただろう。


　パッと頭の中に遊園地が浮うかんだ。


　そうだ。二人で一緒に遊んだあの場所だよ。


「橋本さん！　オレを遊園地まで連れてってくれませんか」








　オレは橋本さんを車の中に置いて、一人で遊園地内を走り回っていた。


　もうすぐ閉園時間だ。駐ちゆう車しや場じようには早瀬の車があったから、ここにいるのは確かなんだ。もしオレが見つけられなくても、駐ちゆう車しや場じようには橋本さんがいるし、早瀬は捕つかまえられると思うけど。


　できれば、オレが早瀬を見つけたかった。


　見つけて、昨日のことを謝りたかったんだ。


　どこにいるんだろう。オレはあの日、一いつ緒しよに早瀬と遊んだコースを探し回っていたんだけど、早瀬は見つからなかった。


　ふと、視界の中に観覧車が入ってきた。


　オレは観覧車に向かう。


「あのー、すみません」


　オレは係員のおじさんに声をかけた。


「背の高い二十代くらいの男、これに乗ってませんか？　けっこう男前の」


「ああ、あのお客さん。昼間っから、ずーっと乗ったっきりだよ。客少ないからって乗せてるけど、そろそろ降りてもらわないとな。あんた、知り合い？」


　ゲッ。乗ったっきりなのか。いくらフリーパスポート持参でも、恥はずかしい奴。


「その人が乗ってるとこに、オレも乗せてもらえませんか？　降りるよう説得しますから」


「ああ、頼たのむよ」


　了りよう解かいをもらって、オレは早瀬が下まで下りてくるのを待った。


　ああ、ホントに乗ってる。向こうを向いていて、オレには気づいてないみたいだけど。


　おじさんがそこの扉とびらを開けた。ビックリしてこっちを向いた早瀬の表情が、オレを見て変わる。


　早瀬が何か言い出す前に、オレはさっさと乗り込んでしまった。後ろでドアが閉まる。


「いきなり何だ？」


　早瀬はムッとしたような声で言った。オレはそれを無視して、早瀬と向かいの席に腰こしかける。


「何だはあんただろ？　橋本さんが心配してたぞ」


「君には関係ないだろう？」


　まるで子供みたいに拗すねて、窓の向こうを向いてしまった。


　あ、しまった。怒おこらせてしまったみたいだ。


　それにしても、早瀬と二人っきりか。ドキドキするなあ。


　今までのドキドキとはまた違ちがった感情が、胸の中に渦うず巻いている。興奮って感じかな。観覧車が上に上がっていくにつれて、その興奮度は増していくような気がした。


「あのさ、早瀬」


「君に早瀬だなんて呼ばれる覚えはないな」


　冷たく言われて、オレもちょっと落ち込む。早瀬はもうオレのことなんか、どうでもいいのかな。やっぱり、昨日、軽けい蔑べつしちゃったままなのかもしれない。


　オレはこんなにドキドキしてるのに、早瀬のほうは全然何も感じないんだったら、悲しすぎる。


「じゃあ、何て呼べばいい？　早瀬サンとか。理事長とか」


「そうだな。今の君とは理事長としてしか接点はないし」


　相変わらず早瀬は横を向いている。オレは鼻の奥おくがツーンと痛くなってきたけど、鼻水なんかすすったら、泣いてるみたいだから我が慢まんした。


「んじゃあ、理事長さん。昨日はごめん」


　早瀬は何も言わなかった。せめて何か反応を返してくれないと、困るんだけど。


「あんなこと言っちゃって……さ。オレ、すごく後こう悔かいしたんだ」


　それでも、何も言ってくれない。


「昨日からずっと早瀬……いや、理事長さんのこと考えてた。一いつ緒しよに模型作ったりとか、ここで遊んだこととか、いろんなことを思い出して……。キスしたこととか、抱だきしめられたこととかも思い出しちゃって、オレ、友達として好きだなんて言ってたけど、本当はそうじゃなかったんじゃないかって思い始めたんだ……」


「君は橋本に頼たのまれたんだろうト」


　思いもかけないことを言われた。


「橋本に、私を連れ戻もどしてほしいと頼まれたから、そんなことを言ってるんじゃないのか？」


　早瀬はそれをオレのほうを見ようともしないで言ったんだ。


　今まで我慢してきた涙なみだがつーっと頰ほおを流れていく。


「そんな……そんなわけないだろうっ！」


　早瀬が驚おどろいてこっちを向いた。


「あ……」


　オレは涙を見られたくなくて、手で隠かくした。はっきり言って、もう遅おそいけど。


「廉太郎……君は……」


「バカッ。早瀬のバカ！」


　どうしてこんな場面で、バカなんて子供のような悪口を言ってしまうのか判わからない。自分で、もっと理性的になれよと思う。だけど、今はそんな言葉しか思いつかなかったんだ。


「廉太郎……」


　早瀬の指がオレの髪かみに触ふれた。


　もう我慢ができなかった。


　そのまま早瀬の胸に頭から突つっ込んで、抱きついた。


「早瀬……っ！」


　そのまま言葉になんかならなかった。早瀬がオレをギュッと抱きしめたからだ。


「顔を上げて」


　ものすごい泣き顔だけど、早瀬の言うとおりにした。


　早瀬が微ほほ笑えんでいる。


「オレ、早瀬が好きだ……」


　目を閉じると、唇くちびるが押おしつけられた。


　ああ、もう……。眩暈めまいがして、何が何だか判わからない。


「私も好きだよ。愛してる。廉太郎……」


　オレは頭の中がぐるぐる回ってる状態で、何度も何度もキスをされた。








　結局、オレはフラフラになりながら、抱だきかかえられるようにして、観覧車を降りた。係員のおじさんには感謝されたけどね。


　早瀬は橋本さんにさんざん説教されていた。とりあえず、今日は無罪放ほう免めんみたいだけど、これでいいのかなあ。


　とりあえず、オレは早瀬の車に乗せられて、マンションに連れ込まれてしまった。


　いや、だって。


　どこに行くのかなんて聞いてなかったし、家まで送ってくれるのかなあとボンヤリと思っていたんだよ。


「そんなわけないじゃないか」


　早瀬はあっさりと言うと、オレを玄げん関かんに引きずり込み、それはもう情熱的にキスを施ほどこした。力が抜ぬけて、立ってられないくらいに。


「本当に私のことが好きなんだね？」


　フラフラになったオレに、早瀬がそっと囁ささやく。


　オレは早瀬にすがりつきながら頷うなずいた。


「うん。だって実験したんだ。オレ、早瀬じゃないとダメなんだ……」


「実験って？」


　オレは篤志と諒の実験の話をした。


「私だけと言われたら嬉うれしいが、もう誰だれにもそんなことをされたらダメだよ」


「うん……」


　オレは半分酔よったような頭で、早瀬にキスをねだる仕草をする。


「どうしたんだ？　今日は廉太郎がこんなに積極的だなんて」


「今までは好きだって思ってなかったから。早瀬のことを好きだ好きだって思ってたら、こう、何だか……キスされただけで、オレ……っ」


　まさか、こんなに足腰こし立たないほど、早瀬のこと好きだったなんて。


　自分でも思わなかったよ。


「ホント？　じゃあ、こんなキスなんかしたら……？」


　早瀬はオレの唇くちびるをゆっくりと塞ふさぐ。キスしながら、身体からだを触さわられるんだ。早瀬の手がオレの腰こしやオシリを撫なでていって、その狭はざ間まに忍しのび込む。もちろん、まだ服は着てるんだよ。


　なのに……。


　身体がビクンと大きく揺ゆれた。


「バカッ。バカーッ」


「出てしまった？」


　早瀬は笑いながら唇を離はなしたけど、オレには笑い事じゃないって。


「じゃあ、脱ぬいでしまおう」


　早瀬は涙なみだぐむオレの服を全部取り去ってしまった。ていうか、ここ、玄げん関かんなんですけど。


　オレの前にひざまずくと、汚よごれた股こ間かんを綺き麗れいにするように舐なめていく。そうするうちに、何だかオレは感じてしまって、また立っていられなくなる。


「ここ、やだ……」


「そうだね。こんな場所じゃね」


　早瀬はオレを抱だき上げて、ベッドルームに連れていく。


　もう、オレは早瀬のなすがままだよ。早瀬に言われたとおりに、自分の両足を持って、広げて見せてるし。それで、早瀬はその広げた足の間を舐めているんだ。


　そのうちに、指をそこに沈しずめられる。


「ああっ……」


「感度はいつもよりいいみたいだね？」


「もう……恥はずかしいこと言うなっ」


　判わかってるんだよ。いつもと違ちがうことは。身体からだが本当に燃えてるみたいになって、何をされても感じるし、早瀬が欲しくなる。


　早瀬だって、そうじゃないのか？


　やがて、早瀬は服を脱ぬぎ捨てた。本当に待ち遠しいって感じで脱ぎ捨てたんだ。


「廉太郎……」


　早瀬がオレの中に入ってきて、オレは何かもうたまらなくなって、早瀬にしがみついた。今までとは違う、何だか胸に迫せまるような感動のおまけつきだよ。


　そんな自分がすごくバカだと思うけど。


　でも、離はなれてた時間を思うと、またこんなふうに抱だき合えるなんて、やっぱり、感動ものじゃないかと思うんだ。


「早瀬……っ」


　オレは恥ずかしいけど、自分で腰こしを揺ゆらした。


　もっとしてほしいって。


　早瀬はそれに応えるように動いて、オレはもう……。


「好きだよ、廉太郎」


　そんな言葉にも、早瀬の声にも、反応していくオレがいた。


　頭の中が熱くなっていく。耐たえられないくらいに。


「あっ……ああっ……やっ」


　早瀬にしがみついたまま、オレはホントに何だか判らなくなってしまった。








　気がつくと、オレは早瀬にずっと頭を撫なでられていた。


　時折、キスをされて、もう大事に大事にされてるみたいで、目を開くのが怖こわかったくらいだ。


　だって、目を開けて、夢だったら嫌いやじゃないか。


　でも、目を開けたら、早瀬の顔が見えたから、ホッとする。


「大だい丈じよう夫ぶ？」


　オレはこくんと頷うなずいた。


　早瀬はとろけるような笑顔でオレの額にキスをした。


「好きだ。もうどうしようもないくらいに廉太郎が好きだ……」


　早瀬にそこまで言われると、もう本望って感じだよな。


　ちょっと照れるけど。


　ふっと、天てん井じようが視界に入る。


　何だか夢の中から現実が垣かい間ま見えたような気がして、我に返った。


「早瀬……オレさ、男だし、ずっと早瀬の傍そばにいたいけど、無理だよな」


「どうして？」


「いや、どうしてってさ。男同士で結けつ婚こんなんてできないわけだし、あんたみたいに社会的地位のある人が結婚しないってわけにもいかないじゃないか」


　オレは少し笑った。


「こんなこと、今から考えても仕方ないか。先のことだもんね」


　早瀬は微ほほ笑えんで、またオレにキスをした。


「私は君を一生離はなさないって言っただろう？」


　例の懐なつメロみたいなセリフだよね。


「でも、現実的じゃない」


「そうかな。結婚しないといけないなんて、決めつけられるのは嫌いやだ。私は私のやり方でいくんだ。君を離さないと誓ちかった以上、離さないし、君を悲しませたりしない」


　うーん。確かに、早瀬は思い込みが激しいもんな。


　現実的に無理じゃんと思っても、案外、やり通してしまうかもしれない。


　ほら、観覧車にずーっと乗り続けてみたり。人には迷めい惑わくをかけまくってもさ。


「そうだね。早瀬ならやりそう」


　あんまり褒ほめ言葉じゃないんだけど、早瀬は嬉うれしそうに笑った。


「今日も観覧車のてっぺんでキスしたんだ。すべて上う手まくいく。絶対、幸せになるんだ」


　その思い込みでもって、早瀬は何でもかなえてしまいそうだ。オレだって、最初はそんな気なんかなかったのに、結局、こんなに早瀬に夢中になってるんだからな。


「早瀬の次の野望は？」


「そうだな。廉太郎と一いつ緒しよに住むこと」


　そのうち、教会で結婚式を挙げよう、などと言い出すかもしれない。


　オレは真まっ平ぴらごめんだけどね。


　それでも、早瀬は無理を承知でやり遂とげてしまうかもしれない。今は真っ平と思ってるオレをいつの間にか洗脳しちゃってさ。


　本当に、不思議な奴やつなんだからさ。


「早瀬はオレが嫌がることはしないんだよな？」


「しないよ」


　そんな微笑みも、ちょっとアヤしいけど。


　まあ、いいか。こんな無む鉄てつ砲ぽうで無茶で無自覚で身勝手な奴って、そうそういないから。


「幸せにしろよ」


「任せておきなさい」


　早瀬は自信たっぷりにそう言って、オレの唇くちびるに誓ちかいのキスをした。










ＥＮＤ





理り事じ長ちよう様さまのお気きに入いり





水みず島しま　忍しのぶ
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